


令和２年度 ＳＳＨ研究開発実施報告書発刊にあたって 
                             校 長  今井 一之 
  
本校 SSH事業は、今年度第３期４年目を迎えました。 

 通算 15 年にわたる SSH 事業の成果・蓄積とこれまでにいただいた評価をもとに、今年度は以下

の研究開発に重点的に取組むこととしました。 

(1)理数科「課題研究」・普通科「探究」の全校生が取り組む探究活動展開の完成 

(2)産官学と連携した探究活動の実施と全校発表会「豊高アカデミア」の拡大開催、及びその手

法の伝播・共有 

(3)教科融合・文理融合型教科プログラム「Cross Over」の拡充・深化 

(4)ルーブリック評価と授業力向上プログラムの開発 

(5) ICTを活用した授業・教材開発と探究活動への展開 

 COVID-19に伴う臨時休校措置や他府県及び県内への移動制限のため、計画していた SSH事業の多

くが実行できなくなったり、変更を余儀なくされたりした本年度ではありましたが、その中でも ICT

機器の活用や新規導入により「課題研究」等に取り組み、全校発表会「豊高アカデミア」を新しい

形態で開催できたこと、理数系能力・技能と芸術的感性との融合を図る STEAM教育の実践に取り組

めたことなどは今年度の成果です。 

ICT を用いた「課題研究」では遠隔での講義受講や意見交換にとどまらず、カメラとマイクの配

置の工夫により研究室で行うのと同様の実験に取り組むことができました。また、全校発表会「豊

高アカデミア」は、ポスター発表とともに全国の大学の研究室と Zoom でつながり、スクリーン上

で大学生の研究発表と質疑応答を行うハイブリッド型発表会として実施しました。これらの取組は、

近隣に大学や研究所を持たない本校や同様の環境にある他校にとって、これからの探究活動実施に

おける一つの端緒になるものと考えています。教科融合・文理融合型教科「Cross Over」のプログ

ラム開発においては、今春、本校近隣に開学する「兵庫県立芸術文化観光専門職大学」との連携協

力のもと、「情報プログラミング」「自己表現力の育成」「教養の深化」を３つの柱とする学校設定科

目「STEAM 基礎」を新年度から開講します。その他、授業力向上プログラムの実施により探究活動

や通常の授業に対する教員の意識にも変化が見られ、疑問の発出や意見の共有などを取り入れた授

業展開が通常のものとして見られるようになりました。 

 哲学者ニーチェは、「真実の追求は、誰かが以前に信じていた全ての“真実”の疑いから始まる」

と、真実の探求のためには「疑問」を持つことの大切さを述べています。本校生徒の様子を見てい

ますと、諸 SSH事業の実施により、「疑問」「仮説」「実験・実践」「検証」「まとめ」という探究活動

の手法をもとに思考することが定着しつつあります。今後とも、兵庫県北部唯一のSSH事業指定校、

また、地域の理数教育拠点として、創造性と人間性に富む生徒の育成を本校の使命と心得、諸活動

の取組みを深めて参ります。 

 結びになりましたが、本校 SSH事業にご協力いただきました方々に深甚なる感謝を申し上げ、今

年度研究開発実施報告書の挨拶といたします。 
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１．背景 

本 校 の ⽴ 地 す る
学区（兵庫県但⾺地
区）は、県⼟の４分
の１を占めながら、
⼈⼝は 2.9％という
過疎地域である。約
20 年前には 30 クラ
ス、1200 名の⽣徒が
在籍したが、現在は
その半分の 15 クラ
ス規模となっている。近隣に理⼯系学部を有
する⼤学がなく、課題研究などの SSH 事業
で⼤学と連携するには電⾞または汽⾞で⽚
道３時間の道のりを⾏かねばならない。この
ことは次の 2 点において不利な条件となる。 

①⼤学と連携した課題研究や⼤学での研修
が難しい 

②発表会等を通した SSH 校との交流の機会
が⼀部の⽣徒にしか得られない 

これらを解決するため、かつてオンライン
の活⽤を試みたことがあるが、回線速度やネ
ットワーク環境の問題から、⽇常的な利⽤に
は⾄っていない。①の解決のために、⼤学研
究室での研修の充実、②の解決のために本校
の発表会に他校の発表を招待する「豊⾼アカ
デミア」の開発、を⾏ってきたが、今年度は
いずれも COVID-19 のため、従来の実施は
不可能となった。⼀⽅、ネットワーク環境が
改善したため、今年度は本格的に ICT を活⽤
した SSH 事業の研究開発に取り組んだ。研
究開発の視点は次の 2 点である。 

①⼤学に⾏けなくても実施可能な実験研修
や課題研究の指導を開発する 

②豊⾼アカデミアをハイブリッド型の発表
会とし、開かれた発表会を維持する。 

 
２．研究開発 

（１）ICT を利用した本校の事業 

主に次の 8 点の研究開発を⾏った。（実施
予定のものも含む。ここではオンラインサ
イエンスツアーとハイブリッド型発表会に
ついて報告する。 

図１ ICT を活用した SSH 事業 

 

（２）オンラインサイエンスツアー 

例年は理数科２年⽣ 40 名が７⼤学８研
究室を訪問し、研修するが、今年度は「⼤学
教員による出前研修」と、「遠隔指導による
オンライン実験研修」の２パターンで４つ
の研修を実施した。⾼校で対応できない機
材や試薬は⼤学から輸送して実施した。 

オンライン講義とは異なり、遠隔で実験を
指導するためには、⽣徒⼀⼈⼀⼈の⼿元を
鮮明に写すと同時に実験室全体の様⼦を把
握することが必要になる。また、どの実験台
からも双⽅向的に質疑応答できるようにし
ておかなければならない。そのために実験
台ごとに PC を準備し、それぞれ別のユー
ザーとして Zoom にログインすることで対
応しようとした。しかし、同じ教室内から複 

図２ オンラインサイエンスツアーの様子（東

北大学生命科学研究科研修） 

2020 年度 豊⾼ SSH の新しい取り組み        
〜オンラインサイエンスツアーの開発・ハイブリッド型発表会の研究と実施〜 
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数台の PC で Zoom を接続したため、ハウリ
ングを防ぐことができず、各実験台から⾃由
に双⽅向通信をすることが難しかった。その
都度マイクのオンオフをスイッチすること
は、実験操作の妨げになったり、思わぬハウ
リングを招いたりして、講師の側にも⼤きな
負荷をかけることが予想された。試⾏錯誤の
末、下図のシステムを構築した。 

 

図３ オンラインサイエンスツアー配線図 

 
本システムはメイン PC とサブ PC 群の２

つから構成される。メイン PC は、全ての実
験台の⽣徒の⾳声を⼀⼿に引き受ける。各実
験台に置いたワイヤレスマイクの信号はオ
ーディオインターフェースに集約し、メイン
PC へ USB ⼊⼒した。全てのサブ PC はマイ
ク OFF とした。ミキサーアンプを介してメ
イン PC に接続した⼤型スピーカーから講師
の⾳声を教室全体に流し、サブ PC は全てミ
ュートした。メイン PC 以外の PC のマイク
とスピーカーをオフにすることで、ハウリン
グを抑えた上でそれぞれが実験をしながら
（メイン PC まで移動して発話することなく）
双⽅向的に交信できるようになった。サブ
PC 群は各実験台の⽣徒の⼿元を写すために、
USB ウェブカメラ⼀つだけをつなぎ、機動性
を確保した。サブ PC 群は、実験台の数に応
じて増減できる。メイン PC に接続したカメ
ラは教室全体を写すとともに、必要に応じて
補助的に実験台をズームして写すのに⽤い
た。このため、ズーム幅の⼤きいビデオカメ
ラを接続した。PC との接続にはビデオキャ
プチャボードを使⽤した。臨場感を出すため、
スライドを表⽰するスクリーンと講師の姿
を映すスクリーンを別にして、常に講師の顔
が⾒えるように⼯夫した。事後、講師の渡辺
教授からは「まるで豊岡に来ているかのよう

な臨場感であった。⾳声もクリアで、研究室
で実験を指導しているのと遜⾊なかった。こ
れまでで最も快適なオンライン授業の⼀つ
であった。この接続⽅法は「豊⾼メソッド」
として広げれば良い。」との感想をいただけ
たことは、苦⼼の甲斐があったというもので
ある。事後に福島県⽴安積⾼校のオンライン
実践を教えていただき、互いにオンライン上
で情報交換をする機会を得た。安積⾼校の⽅
式も⼤変参考になった。先進校視察も内容に
よってはオンラインでの実施が有効である
ことを⾒出した。 

 
（３）ハイブリッド型発表会「豊高アカデミア」

（２月６日実施） 

地理的条件の不利な本校は他 SSH 校⽣徒
との交流の場の創出は必須であり、開かれた
課題研究発表会「豊⾼アカデミア」を⾏って
いる。今年度は、会場でのポスター発表にオ
ンラインでの発表を混在させる形で、ハイブ
リッド型の発表会を計画した。会場のポスタ
ーブースの隣にオンライン発表ブースを設
け、会場からオンライン発表に聴衆として参
加したり、会場からオンラインで発信したり
することで、COVID-19 の影響を軽減しよう
という試みである。オンラインでの発表を組
み込んだことで、東京や九州からもオンライ
ン発表で参加していただくことができ、オン
ラインならではのメリットを享受すること
ができた。本校 SSH 卒業⽣の⼤学⽣が研究
発表で参加したことも意義深い。 

 

（４）今後の展望 

①⼤学院⽣とオンラインでつなぐことで、
⽇常的に課題研究を指導していただける
⽅策を研究する。 

②オンライン、オンデマンドのメリットを
⽣かした課題研究発表会の新たなスタイ
ルが⾒えつつある（３⽉実施計画中）。 

オンラインサイエンスツアーの様子 
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別紙様式１－１ 
兵庫県立豊岡高等学校 指定第３期目 指定期間 29～03 

 
❶令和２年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発実施報告（要約） 

 
①  研究開発課題  

課題発見力、課題解決力をもつ生徒を育む教育課程の開発と指導力育成の研究開発 
②  研究開発の概要  

課題を発見し、解決する力を養う指導方法やその評価の開発を行い、「世界に通じる学力」と「リ

ーダーにふさわしい人間性」を備えた科学技術系人材を育成することを目指して、４つの研究開発、

１．課題研究の全校規模での実施、２．地域と連携した探究活動の開発、３．開かれた発表会「豊高アカ

デミア」の実施、４．生徒の成長につながる評価方法の開発と授業力向上プログラムの開発、を行ってき

た。昨年度はこれに地域の特性を踏まえた高度な実践として「医療系人材養成プログラム」、「教員養成プ

ログラム」を開発し、それぞれのテーマを題材に、より高度で実践的な科学的思考力や倫理観を養う事業

を開発した。今年度は、５．STEAM 教育の導入による文理融合・教科横断授業、６．ICT を活用したオン

ライン授業や動画教材とウェブアンケートを併用した反転学習についての研究開発を新たに研究

項目に掲げ、ICT を活用した SSH 事業の開発に取り組んだ。併せてこれまでに蓄積した教材やプログ

ラムなどの成果普及へのとりくみの強化を図った。STEAM 教育の開発、ICT を活用した遠隔実験指導研

修の開発、豊高アカデミアの交流範囲の広がりが今年度の主な成果である。 

 ③ 令和２年度実施規模  
年間を通して対象となった生徒数 ５８１名（全校生徒） 

学科 
１年生 ２年生 ３年生 計 

生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 

理数科 28 １ 39 １ 39 １ 106 ３ 

普通科 文系 
160 4 

91 2.5* 92 2.5* 
475 12 

理系 68 1.5* 64 1.5* 

合計 188 5 198 5 195 5 581 15 

 （備考）生徒全員を SSH 対象生徒とする。 

     普通科１年生は文系理系を分けていない。 

*普通科２、３年のそれぞれ１学級は文系と理系の生徒が混在する学級である。 

サイエンスツアーⅠとⅡの一部は理数科のみを対象とする。 

 
 ④ 研究開発の内容  
○研究計画 

研究開発課題を実現するために生徒に身につける力として、次の３つを定めた。 

①生涯にわたり協働して課題を発見し解決する力 

②高度で実践的な専門性につながる科学的思考力 

③わかりやすく伝える表現力と国際的討議力 

ここれれららのの力力をを涵涵養養すするるたためめのの具具体体的的ななププロロググララムムとして、SSH 事業を３つのプログラムに分類し、

年次計画を立てた。 

・「サイエンスディスカバリー」・「サイエンスリサーチ」・「サイエンスコミュニケーション」 

年次計画 

指定期間の５年間を、前期３年（学年進行でプログラムを開発しながら成果を検証）と後期２年

（基本計画を再構築し、事業を総括して成果を普及）に分けて、計画を立てた。 

第

１

SSH 事業の基礎作り：普通科への探究活動導入と理数科課題研究の深化 

→当初目標に加えて全校発表会「豊高アカデミア」を実施した。 
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年

次 
 
平

成

２

９

年

度 

（１）サイエンスディスカバリー 
（ア）T-Discovery Tour （イ）高大連携講座（SSH 講演会） （ウ）大学模擬授業 
（エ）豊岡市連携事業（探究Ⅰ） （オ）海外研修 

（２）サイエンスコミュニケーション 
（ア）豊高とことんトーキング（卒業生の協力） （イ）全校リスニング  
（ウ）English Camp   （エ）幼小中高連携事業（小学校算数教室・理科実験教室、

中学生実験ラボ（豊高ラボ）） （オ）環日本海ネットワーク準備 
（３）サイエンスリサーチ 
（ア）普通科での探究活動の計画・立案・指導体制の構築・実施（探究Ⅰ） 
（イ）課題研究Ⅰ（理数科） （ウ）課題研究基礎（課外１単位）  
（エ）Cross Over Program I（文理と教科・科目の融合） 

（４）職員体制・評価方法・教員研修 
（ア）校務分掌への SSH 推進部の位置づけと学年分掌内に探究推進担当者の設置 
（イ）普通科１年生での探究活動指導体制の構築 
（ウ）全校を挙げた発表会「豊高アカデミア」の実施 
（エ）授業力向上のための６つのプログラムを実施 
（オ）ルーブリックを用いた評価方法の開発 
（カ）小学校教員への研修会の実施 

第

２

年

次 
 
平

成

３

０

年

度 

SSH 事業の充実：探究活動の全校展開と開かれた発表会「豊高アカデミアの実施」 

→1 年前倒しで実施できた。さらに、地域と連携した探究活動を本格的に実施した。 

（１）サイエンスディスカバリー 
第１年次のとりくみに加えて、２年生を対象に以下の事業を実施する。 

（ア）高大連携講座（SSH 講演会）   （イ）大学模擬授業 
（ウ）豊岡市連携事業（探究Ⅱのテーマの一部）   （エ）海外研修 

（２）サイエンスコミュニケーション 
第１年次のとりくみに加えて、以下の事業を実施する。 

（ア）理数科で行っていた課題研究発表会を全校規模に拡大した「豊高アカデミア」 
（イ）「海外研修」において海外の高校生と合同発表会や協働実験 
（ウ）日本海ネットワーク（環日本海地域の SSH、非 SSH 校を「豊高アカデミア」

等に招き、発表会を通じて学校交流を行う） 
（３）サイエンスリサーチ 

第１年次のとりくみに加えて、２年生を対象に以下の事業を実施する。 
（ア）探究Ⅱの開発と指導体制の構築・実施 （イ）課題研究Ⅱ  
（ウ）課題研究実践（サイエンスツアーの実施、大学出張講義） 

（４）職員体制・評価方法・教員研修 
第１年次の検証を行うとともに、これらに加えて以下の項目を実施する。 

（ア）普通科２年生での探究活動実施体制の構築 
（イ）授業力向上のための６つのプログラムの充実 
（ウ）ルーブリック表を用いた評価とそれを用いた生徒の指導の実施 

第

３

年

次 
 
 
令

和

元

年

度 

SSH 事業の完成：探究活動の全校展開完成と開かれた発表会「豊高アカデミア」の充実 

→豊高アカデミアを拡充し、環日本海地域を中心とする SSH、非 SSH や企業等の交流

の場を創出した。 

（１）サイエンスディスカバリー、サイエンスコミュニケーション 
第１年次、第２年次の開発プログラムをさらに充実・深化させる。プログラムの評

価を適切に行い、改善に向けた研究を行うとともにプログラムの再構築を行う。 
サイエンスディスカバリーの「豊岡市連携事業」については、２年生で行った探究

活動の成果を市に提案する発表会を実施する。サイエンスコミュニケーションで

は、「サイエンスミーティング」として２、３年生の探究活動の成果を学会や海外

で発表する。 
（２）サイエンスリサーチ 

第２年次のとりくみに加えて、３年生で以下の事業を実施する。 
（ア）探究Ⅲ （イ）課題研究Ⅲ （ウ）サイエンスライティング  
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年

次 
 
平

成

２

９

年

度 

（１）サイエンスディスカバリー 
（ア）T-Discovery Tour （イ）高大連携講座（SSH 講演会） （ウ）大学模擬授業 
（エ）豊岡市連携事業（探究Ⅰ） （オ）海外研修 

（２）サイエンスコミュニケーション 
（ア）豊高とことんトーキング（卒業生の協力） （イ）全校リスニング  
（ウ）English Camp   （エ）幼小中高連携事業（小学校算数教室・理科実験教室、

中学生実験ラボ（豊高ラボ）） （オ）環日本海ネットワーク準備 
（３）サイエンスリサーチ 
（ア）普通科での探究活動の計画・立案・指導体制の構築・実施（探究Ⅰ） 
（イ）課題研究Ⅰ（理数科） （ウ）課題研究基礎（課外１単位）  
（エ）Cross Over Program I（文理と教科・科目の融合） 

（４）職員体制・評価方法・教員研修 
（ア）校務分掌への SSH 推進部の位置づけと学年分掌内に探究推進担当者の設置 
（イ）普通科１年生での探究活動指導体制の構築 
（ウ）全校を挙げた発表会「豊高アカデミア」の実施 
（エ）授業力向上のための６つのプログラムを実施 
（オ）ルーブリックを用いた評価方法の開発 
（カ）小学校教員への研修会の実施 

第

２

年

次 
 
平

成

３

０

年

度 

SSH 事業の充実：探究活動の全校展開と開かれた発表会「豊高アカデミアの実施」 

→1 年前倒しで実施できた。さらに、地域と連携した探究活動を本格的に実施した。 

（１）サイエンスディスカバリー 
第１年次のとりくみに加えて、２年生を対象に以下の事業を実施する。 

（ア）高大連携講座（SSH 講演会）   （イ）大学模擬授業 
（ウ）豊岡市連携事業（探究Ⅱのテーマの一部）   （エ）海外研修 

（２）サイエンスコミュニケーション 
第１年次のとりくみに加えて、以下の事業を実施する。 

（ア）理数科で行っていた課題研究発表会を全校規模に拡大した「豊高アカデミア」 
（イ）「海外研修」において海外の高校生と合同発表会や協働実験 
（ウ）日本海ネットワーク（環日本海地域の SSH、非 SSH 校を「豊高アカデミア」

等に招き、発表会を通じて学校交流を行う） 
（３）サイエンスリサーチ 

第１年次のとりくみに加えて、２年生を対象に以下の事業を実施する。 
（ア）探究Ⅱの開発と指導体制の構築・実施 （イ）課題研究Ⅱ  
（ウ）課題研究実践（サイエンスツアーの実施、大学出張講義） 

（４）職員体制・評価方法・教員研修 
第１年次の検証を行うとともに、これらに加えて以下の項目を実施する。 

（ア）普通科２年生での探究活動実施体制の構築 
（イ）授業力向上のための６つのプログラムの充実 
（ウ）ルーブリック表を用いた評価とそれを用いた生徒の指導の実施 

第

３

年

次 
 
 
令

和

元

年

度 

SSH 事業の完成：探究活動の全校展開完成と開かれた発表会「豊高アカデミア」の充実 

→豊高アカデミアを拡充し、環日本海地域を中心とする SSH、非 SSH や企業等の交流

の場を創出した。 

（１）サイエンスディスカバリー、サイエンスコミュニケーション 
第１年次、第２年次の開発プログラムをさらに充実・深化させる。プログラムの評

価を適切に行い、改善に向けた研究を行うとともにプログラムの再構築を行う。 
サイエンスディスカバリーの「豊岡市連携事業」については、２年生で行った探究

活動の成果を市に提案する発表会を実施する。サイエンスコミュニケーションで

は、「サイエンスミーティング」として２、３年生の探究活動の成果を学会や海外

で発表する。 
（２）サイエンスリサーチ 

第２年次のとりくみに加えて、３年生で以下の事業を実施する。 
（ア）探究Ⅲ （イ）課題研究Ⅲ （ウ）サイエンスライティング  

（エ）Cross Over ProgramⅡ（普通科） 
（３）職員体制・評価方法・教員研修 

第２年次の検証を行うとともに、生徒自身が自らの学びを振り返って次の学びに

向かうことができるようなルーブリックになっているかを再検討し、改善する。 
第

４

年

次 
 
令

和

２

年

度 
 

SSH 事業の改善と成果普及：中間評価結果を踏まえ、SSH 事業を見直し改善する。積極

的に成果を普及する。 

（１）職員体制・評価方法・教員研修 
前期３年間で開発した内容を実施することと、検証や事業の改善、研究開発を進

めることの両立を図り、組織体制を見直す。ルーブリック評価の蓄積を検証し、

教科のルーブリック「コモンルーブリック」を作成する。 
（２）ICT を活用した事業開発の研究 

GIGA スクール構想を見据え、これまでに開発した SSH 事業に ICT をさらに活用

する実践例を蓄積する。 
（３）サイエンスリサーチ、サイエンスディスカバリー、サイエンスコミュニケーション 

３年間の開発プログラムにおける ICT 活用 
（４）STEAM 教育事業の開発 
（５）ウェブサイトや豊高アカデミアを活用した成果普及 

第５年次 令和３年度 
第１年次から第４年次までのプログラムをさらに充実・深化させる。また、５年間にわたる

SSH 事業のとりくみをまとめ、地域へ普及する。運営指導委員会、内部評価委員会、外部評

価委員会などでの検証結果を踏まえ、事業を総括する。 
 
計画の進捗状況 

－第１年次～３年次の計画とその進捗－ 
昨年度報告書 p.9 記載の通り 

－第４年次計画の進捗－ 
〇SSH 推進部を SSH 企画室に改組し、研究開発と前期３年で開発した事業の推進とを分担し、連

携を取りながら円滑に進められる体制を構築した。 
・３年間で開発し推進してきた事業の一部について、実施主体を SSH 推進部から学習指導部や

進路指導部へと割り振った。SSH 推進部は SSH 企画室に改組し、研究開発や事業改善に取り

組める体制を構築した。授業研究ユニットの効果を踏まえ、さらなる授業改善につながる実

践的な教員研修を行う。 
〇中間評価の指摘事項を踏まえ、これまでの事業の改善を図るとともに、必要な新規研究開発を

計画した。来年度の本格実施へ向けて試行し、課題を抽出、計画を改善しつつある。 
・中間評価の指摘事項「先進的な理数系教育の充実を図る観点から、今後も教員の更なる意識

改革に取り組む」ために、課題研究の質的向上を喫緊の課題と位置づけた。課題研究Ⅰ・Ⅱ

の指導体制を改善し、来年度から実施できるよう年間指導計画を作成した。 
・新たな研究項目「ICT を活用したオンライン授業や動画教材とウェブアンケートを併用した

反転学習についての研究開発」を掲げ、これまでに蓄積した SSH 事業に対して ICT をさらに

活用し、内容の充実を図ることができた。特に「豊高アカデミア」では、双方向性を担保し

つつ、国内各地の高校をオンラインで招き、ポスター発表と混在させるハイブリッド型の発

表会を開発できた意義は大きい。 
・教科横断授業のさらなる充実を図る観点から、STEAM 教育事業を計画し、一部運用を始めた。

課題研究をはじめとする指導の蓄積を基に S、T、E、M を開発する。STEAM 教育事業を教科

横断授業の柱の一つと位置づけ、これまでの３年間の SSH のとりくみを踏まえた STEM 教育

に、「プログラミングと情報」を加えて充実するとともに、「自己表現力」、「教養の深化」

を意図した「A」、Engineering に加えて、国際性を育む観点からの「E（English）」も開発す

る。 
〇開かれた発表会「豊高アカデミア」のさらなる充実と環日本海地域の学校の交流の場の充実を図

った。 
 ・３期目以降の３回の「豊高アカデミア」ではそれまでの理数科課題研究発表会を発展し、全校

を挙げての発表会とし、さらに毎年充実させてきた（校内で全校生参加→校内で他校を招聘→
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会場を校外にし、さらに他校、大学、企業、自治体などとの発表を通した交流へと発展）。今

年度は校外会場を利用し、さらに ICT を活用して、「会場でのポスター発表とオンラインウェ

ブ会議システムを利用した発表を混在併用する「ハイブリッド型発表会」の試行と提案」を計

画した。 
（結果的に COVID-19 に伴う緊急事態宣言発出により、校内会場でオンライン主体の発表会

になった。） 
 
○教育課程上の特例等特記すべき事項 

表 学校設定教科・科目および総合的な探究（学習）の時間の一部を活用し

た SSH 関連授業（理数数学、理数理科を除く） 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

※１ 総合的な探究の時間として実施 
※２ 理数科では理科学校設定科目「課題研究基礎（１単位）」、「課題研究実践（１単位）」

を１年次、２年次にそれぞれ履修することによって、総合的な探究の時間がめざす教
科横断的な学びをより効果的に実施する。総合的な探究の時間は必履修３単位のとこ
ろ、２単位に減ずる。 

 
○令和２年度の教育課程の内容 

課題研究で高い教育効果をあげるために、授業の配置を工夫し、学校設定教科、科目を設置した。 
（１）課題研究において主体的にテーマを設定するために、幅広い知識を低学年でつけることを意

図した理数専門科目の配置（理数科） 
・１年生で「理数物理」、「理数化学」、「理数生物」を１単位ずつ配置した。 

（２）課題研究に必要な力を育み、わかりやすく伝える力を養う学校設定科目（理数科） 
  ・「課題研究基礎」、「課題研究実践」、「数理情報」 
（３）広い視野と高い意識を育て、コミュニケーション能力を養う教科横断的な学校設定科目（理

数科および普通科） 
  ・学校設定教科「Cross Over」（科目：「Cross Over Program Ⅱ」と、「STEAM 基礎」） 
 
○具体的な研究事項・活動内容（p.26 に事業一覧を記載） 
１．課題研究の全校規模での実施 

課題研究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ 
（p.7、40） 

課題研究Ⅱを中心に据え、総合的な探究の時間（課題研究Ⅰ・Ⅲ）、

理科学校設定科目「課題研究基礎」・「課題研究実践」も含め、課題

研究に３年間で５単位時間取り組む。全体指導（課題研究基礎・実践）

と個に応じた指導（課題研究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ）の両輪で、生徒の主体性に

基づく探究活動と、共通に必要な知識や技能とのバランスを図る。 
課題研究Ⅰ：英語で科学実験、データ処理、発表資料の作り方 
課題研究Ⅱ：主体的に設定したテーマで研究、校内外で発表 
課題研究Ⅲ：課題研究Ⅱの深化と英語での発表、校外での発表 

課題研究基礎 長期休業、週末などを利用して集中的に実施し、課題研究に必要な知

識や技能、研究倫理を共通に学ぶ。 

学科 開設科目名 単位数 代替科目名 単位数 対象 
普通科 探究Ⅰ １ ※１ １ 

第１学年 理数科 課題研究基礎 １ ※２ １ 
理数科 課題研究Ⅰ １ ※１ １ 
普通科 探究Ⅱ １ ※１ １ 

第２学年 
理数科 課題研究実践 １ ※２ １ 
理数科 課題研究Ⅱ １ 理数：「課題研究」 １ 
理数科 数理情報 １ 情報：「社会と情報」 １ 
普通科 探究Ⅲ １ ※１ １ 

第３学年 普通科 Cross Over ProgramⅡ ２ 学校設定教科・科目 ２ 
理数科 課題研究Ⅲ １ ※１ １ 
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会場を校外にし、さらに他校、大学、企業、自治体などとの発表を通した交流へと発展）。今

年度は校外会場を利用し、さらに ICT を活用して、「会場でのポスター発表とオンラインウェ

ブ会議システムを利用した発表を混在併用する「ハイブリッド型発表会」の試行と提案」を計

画した。 
（結果的に COVID-19 に伴う緊急事態宣言発出により、校内会場でオンライン主体の発表会

になった。） 
 
○教育課程上の特例等特記すべき事項 

表 学校設定教科・科目および総合的な探究（学習）の時間の一部を活用し

た SSH 関連授業（理数数学、理数理科を除く） 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

※１ 総合的な探究の時間として実施 
※２ 理数科では理科学校設定科目「課題研究基礎（１単位）」、「課題研究実践（１単位）」

を１年次、２年次にそれぞれ履修することによって、総合的な探究の時間がめざす教
科横断的な学びをより効果的に実施する。総合的な探究の時間は必履修３単位のとこ
ろ、２単位に減ずる。 

 
○令和２年度の教育課程の内容 

課題研究で高い教育効果をあげるために、授業の配置を工夫し、学校設定教科、科目を設置した。 
（１）課題研究において主体的にテーマを設定するために、幅広い知識を低学年でつけることを意

図した理数専門科目の配置（理数科） 
・１年生で「理数物理」、「理数化学」、「理数生物」を１単位ずつ配置した。 

（２）課題研究に必要な力を育み、わかりやすく伝える力を養う学校設定科目（理数科） 
  ・「課題研究基礎」、「課題研究実践」、「数理情報」 
（３）広い視野と高い意識を育て、コミュニケーション能力を養う教科横断的な学校設定科目（理

数科および普通科） 
  ・学校設定教科「Cross Over」（科目：「Cross Over Program Ⅱ」と、「STEAM 基礎」） 
 
○具体的な研究事項・活動内容（p.26 に事業一覧を記載） 
１．課題研究の全校規模での実施 

課題研究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ 
（p.7、40） 

課題研究Ⅱを中心に据え、総合的な探究の時間（課題研究Ⅰ・Ⅲ）、

理科学校設定科目「課題研究基礎」・「課題研究実践」も含め、課題

研究に３年間で５単位時間取り組む。全体指導（課題研究基礎・実践）

と個に応じた指導（課題研究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ）の両輪で、生徒の主体性に

基づく探究活動と、共通に必要な知識や技能とのバランスを図る。 
課題研究Ⅰ：英語で科学実験、データ処理、発表資料の作り方 
課題研究Ⅱ：主体的に設定したテーマで研究、校内外で発表 
課題研究Ⅲ：課題研究Ⅱの深化と英語での発表、校外での発表 

課題研究基礎 長期休業、週末などを利用して集中的に実施し、課題研究に必要な知

識や技能、研究倫理を共通に学ぶ。 

学科 開設科目名 単位数 代替科目名 単位数 対象 
普通科 探究Ⅰ １ ※１ １ 

第１学年 理数科 課題研究基礎 １ ※２ １ 
理数科 課題研究Ⅰ １ ※１ １ 
普通科 探究Ⅱ １ ※１ １ 

第２学年 
理数科 課題研究実践 １ ※２ １ 
理数科 課題研究Ⅱ １ 理数：「課題研究」 １ 
理数科 数理情報 １ 情報：「社会と情報」 １ 
普通科 探究Ⅲ １ ※１ １ 

第３学年 普通科 Cross Over ProgramⅡ ２ 学校設定教科・科目 ２ 
理数科 課題研究Ⅲ １ ※１ １ 

課題研究実践 
（p.37） 

課題研究基礎：サイエンスツアーⅠ（甲南大研修と発表指導） 
課題研究実践：サイエンスツアーⅡ（３大学４研究室と連携）、大

学出張講義「課題研究の進め方」、「効果的なポス

ターの作り方」 
探究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ 
（p.5~7、33、34） 

理数科課題研究の知見を普通科に普及し、探究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲを設置、全

校生が探究活動に取り組む。 
探究Ⅰ：地域と連携した探究活動（下記参照） 
探究Ⅱ：生徒が自ら設定したテーマによるグループ研究 
探究Ⅲ：探究Ⅱの深化と論文作成、英語での発表、校内外での発表 

 

２．地域と連携した探究活動の開発 

探究Ⅰ（p.6、33） ・T-Discovery Tour  ・未来からの挑戦状  ・市長講演 
Cross Over（p.35） ・Cross Over Program I  ・Cross Over Program II 
小高連携・中高連携等  
（p.5） 

・豊高ラボ  ・豊高 STEAM キッズフェス（p.36） 
・算数教室（小学校）  ・がんばりタイム（中学校） 
・青少年のための科学の祭典豊岡会場運営と出展（COVID-19 で中止） 

 

３．開かれた発表会「豊高アカデミア」の実施（p.7、44） 

全校生参加の発表会「豊高アカデミア」を普通科と理数科、異学年の結節点とすることで、学

科横断、学年縦断で成果と手法を普及する。環日本海地域の SSH 校、非 SSH 校や企業等を招聘

し、発表を通した交流の場を創出する。 
 

４．生徒の成長につながる評価方法の開発と授業力向上プログラムの開発 

評 価 方 法 の 開 発

（p.8、28、47、52~54） 
・教科のルーブリック「コモンルーブリック」の開発 
・課題研究でのルーブリック「Personal Growth Record」に基づく面談

による個の指導 
・種々の調査による事業評価 

（到達度テスト「課題研究テスト」、生徒意識調査、卒業生アンケ

ート、Personal Growth Record の全体分析、SSH 事業ごとのルーブ

リック評価の分析） 
授業力向上（p.32） ・教員研修  ・授業研究ユニットなど６つのプログラム 

 
５．STEAM 教育の導入による文理融合・教科横断授業（p.35~36） 

学校設定教科 
Cross Over 

・Cross Over Program Ⅰ  ・Cross Over Progam Ⅱ 
・医療系人材養成プログラム ・教員養成プログラム 

STEAM 教育事業 ・STEAM 講演会  ・豊高 STEAＭキッズフェス   
・学校設定科目「STEAM 基礎」の開発（R3 年度より実施） 

 

６．ICT を活用したオンライン授業や動画教材とウェブアンケートを併用した反転学習についての

研究開発（p.9、31） 

・ビデオオンデマンド方式での授業配信と反転授業 
・オンラインウェブ会議システムを利用した双方向のライブ配信授業 
・大学研究室と接続した遠隔実験指導（サイエンスツアー） 
・豊高アカデミアにおけるオンライン発表ブース５ブース（発表 20 本分）の導入 

 

７．その他のとりくみ 

国際性を育むとりくみ ・全校リスニング（p.45） ・オンライン留学（p.46） 
生物自然科学部（p.43） ・天体観測研修  ・人はく研修  ・校外発表   

・科学チャレンジ  ・研究交流会 
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 ⑤ 研究開発の成果と課題  

○研究成果の普及について 
（１）豊高アカデミアの充実による発表交流を通した成果普及  

・豊高 STEAM キッズフェスなどの地域に開かれたイベントを通した成果普及   
・SSH 事業の様子をホームページで発信 

（２）ホームページへの開発教材等の掲載（p.59）   
・新聞、テレビ取材への積極的な協力  ・小学校教員対象の研修の実施   
・豊岡市教育委員会等への ICT 活用事例の情報提供等 

 
○実施による成果とその評価 
（１）組織体制を改め SSH 企画室と学習指導部を発足した。企画・開発・事業評価と事業運営と

を分担することで、事業を継承できる体制が整った。 
（２）地域と連携した探究活動の総括ができ、成果普及の準備が整った。 
（３）豊高アカデミアを発展し、「ハイブリッド型発表会」とすることができた。発表を通した

交流の輪が東北、九州へも広がった。 
（４）STEAM 教育を導入し、文理融合・教科横断授業の充実を図った。来年度より新たな学校設

定科目「STEAM 基礎」が開講できる。 
（５）ICT を活用したオンライン授業や動画教材とウェブアンケートを併用した反転学習について

の研究開発を行い、オンラインサイエンスツアーやハイブリッド型発表会、ICT ツールを活

用した授業、オンライン国際交流、質疑応答に重点を置いた課題研究交流会など多彩な取り

組みが展開できた。 
（６）生物自然科学部、課題研究Ⅱの研究がそれぞれ受賞した。 
 
○実施上の課題と今後の取組 
（１）課題研究の深化と指導方法の改善 

探究の全校展開や生徒の主体性を維持しつつ、課題研究質的向上に取り組むことが喫緊の課

題である。来年度からの具体的な対処として、①指導体制の根本的改善 ②オンラインを活

用して大学教員や大学院生などの指導助言を受ける機会の創出を検討している。現任訓練

（OJT）を活用しつつ、効果的な研修を計画したい。 

（２）文理融合・教科横断授業の充実 

STEAM 基礎の開発と Cross Over Program の充実を通して文理融合・教科横断授業のさらな

る充実を図る。 

（３）コンテスト等の参加、受賞者の増加 
参加希望者を増やすための工夫はしているが、奏功していない。難しさを感じているが、

異年齢での対策会など、できる働きかけを地道に続けたい。 
（４）カリキュラムマネジメント  

３期目のカリキュラムを総括するとともに、令和４年度からのカリキュラムを作成する。 

 

 ⑥ 新型コロナウイルス感染拡大の影響  

中止した事業 海外研修（英国・韓国）など６項目１１件 

計画を変更して実施した事業 課題研究Ⅰ・Ⅱ、サイエンスツアーⅠ、Ⅱ 

新たに開発した事業 ・豊高アカデミアにオンラインセッションを導入した新たなスタイル「ハイブリッド型

発表会」  ・質疑応答を主とした研究発表流会の実施と新しい課題研究発表会の在り方の提案  ・ビデ

オオンデマンドおよびオンラインによる授業  ・オンライン留学  ・オンラインでの先進校視察 

(詳細は p.30、31 に記載） 
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 ⑤ 研究開発の成果と課題  

○研究成果の普及について 
（１）豊高アカデミアの充実による発表交流を通した成果普及  

・豊高 STEAM キッズフェスなどの地域に開かれたイベントを通した成果普及   
・SSH 事業の様子をホームページで発信 

（２）ホームページへの開発教材等の掲載（p.59）   
・新聞、テレビ取材への積極的な協力  ・小学校教員対象の研修の実施   
・豊岡市教育委員会等への ICT 活用事例の情報提供等 

 
○実施による成果とその評価 
（１）組織体制を改め SSH 企画室と学習指導部を発足した。企画・開発・事業評価と事業運営と

を分担することで、事業を継承できる体制が整った。 
（２）地域と連携した探究活動の総括ができ、成果普及の準備が整った。 
（３）豊高アカデミアを発展し、「ハイブリッド型発表会」とすることができた。発表を通した

交流の輪が東北、九州へも広がった。 
（４）STEAM 教育を導入し、文理融合・教科横断授業の充実を図った。来年度より新たな学校設

定科目「STEAM 基礎」が開講できる。 
（５）ICT を活用したオンライン授業や動画教材とウェブアンケートを併用した反転学習について

の研究開発を行い、オンラインサイエンスツアーやハイブリッド型発表会、ICT ツールを活

用した授業、オンライン国際交流、質疑応答に重点を置いた課題研究交流会など多彩な取り

組みが展開できた。 
（６）生物自然科学部、課題研究Ⅱの研究がそれぞれ受賞した。 
 
○実施上の課題と今後の取組 
（１）課題研究の深化と指導方法の改善 

探究の全校展開や生徒の主体性を維持しつつ、課題研究質的向上に取り組むことが喫緊の課

題である。来年度からの具体的な対処として、①指導体制の根本的改善 ②オンラインを活

用して大学教員や大学院生などの指導助言を受ける機会の創出を検討している。現任訓練

（OJT）を活用しつつ、効果的な研修を計画したい。 

（２）文理融合・教科横断授業の充実 

STEAM 基礎の開発と Cross Over Program の充実を通して文理融合・教科横断授業のさらな

る充実を図る。 

（３）コンテスト等の参加、受賞者の増加 
参加希望者を増やすための工夫はしているが、奏功していない。難しさを感じているが、

異年齢での対策会など、できる働きかけを地道に続けたい。 
（４）カリキュラムマネジメント  

３期目のカリキュラムを総括するとともに、令和４年度からのカリキュラムを作成する。 

 

 ⑥ 新型コロナウイルス感染拡大の影響  

中止した事業 海外研修（英国・韓国）など６項目１１件 

計画を変更して実施した事業 課題研究Ⅰ・Ⅱ、サイエンスツアーⅠ、Ⅱ 

新たに開発した事業 ・豊高アカデミアにオンラインセッションを導入した新たなスタイル「ハイブリッド型

発表会」  ・質疑応答を主とした研究発表流会の実施と新しい課題研究発表会の在り方の提案  ・ビデ

オオンデマンドおよびオンラインによる授業  ・オンライン留学  ・オンラインでの先進校視察 

(詳細は p.30、31 に記載） 

別紙様式２－１

兵庫県立豊岡高等学校 指定第３期目 29～03

❷令和２年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発の成果と課題

 ① 研究開発の成果

校内組織体制の改変（p.50） 

今年度、組織体制を改め

た。SSH 推進部を SSH
企画室と改め、３年間で

開発した事業の一部を

学習指導部（教務部を拡

充改変し、今年度発足）

等が推進する体制とし

た。研研究究開開発発、、企企画画調調整整、、

事事業業評評価価担担当当とと、、ここれれまま

ででにに開開発発ししたた事事業業のの運運

営営ととにに分分担担することで、

企画の初期段階から多くの部署が SSH 事業に参画することができ、事業を継承できる体制が整っ

た。教員による自己評価では、「SSH の積極的な推進と理数科充実」に対する肯定的回答の割合は

74％であった。

 

１． 課題研究・探究活動の全校規模での実施 

（１）課題研究（理数科）、探究（普通科）の

効果検証

課題研究、探究とも３３年年間間をを通通ししたた年年間間指指

導導計計画画ががおおおおむむねね完完成成した(p.７)。右図は課

題研究Ⅱと探究Ⅱのルーブリック自己評価の

まとめである。両者には同じ項目を聞いてい

る。①協働し、課題を発見する力、②実践的

な科学的思考力、③表現力と国際的討議力は

それぞれ５つずつの質問からなる（計 15 の

質問、p.28）。それぞれの項目（４段階）に４または３の高評価をつけた生徒の割合の、５項

目の平均をそれぞれ表した。普普通通科科、、理理数数科科とともも高高評評価価のの割割合合がが年年度度をを経経るるごごととににおおおおむむねね上上
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業業をを導導入入以以降降、、理理数数科科、、普普通通科科とともも③③表表現現力力のの数数値値がが上上昇昇したことから、その効果が表れてい
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％ 
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礎「物質の構成と化学結合」の単元）。事事後後アアンンケケーートトでではは、、科科学学研研究究へへのの興興味味がが高高ままっったた、、

ままたたはは少少しし高高ままっったたとと答答ええるる生生徒徒がが 82％％に上った。また、発発想想・・想想像像力力はは鍛鍛ええらられれたたとと答答ええるる

生生徒徒はは 82％％でであありり、、理理数数科科課課題題研研究究ににおおけけるる同同じじ質質問問（（80％％））とと同同等等のの結結果果であった。理科へ

の関心が相対的に低い文系の集団にあっても、探探究究的的なな授授業業をを行行ううここととがが学学習習意意欲欲やや科科学学へへのの

興興味味関関心心、、発発想想力力のの涵涵養養にに有有用用でであありり、、理理数数科科生生徒徒とと同同程程度度のの効効果果がが得得らられれるるここととがが分分かかっったた。。

（３）課題研究の校外発表、受賞（p.51）
甲南大学リサーチフェスタ「クリエイティブテーマ賞」

 
２．地域と連携した探究活動の開発（p.5~8、33） 

１年生普通科の探究Ⅰ「未来からの挑戦状」で、豊岡市と連携した探究活動を行った。３年間で

連携体制が構築でき、指導計画もほぼ確定できた。研究開発としては一段落したため、今年度

は運営主体を学習指導部に移し、継続可能な運営体制を整えた。市との連携形態も進化し、市

がハブ機能を担って NPO や企業などへも連携が広がった。研究開発の経緯をまとめ、文部科学

省へ報告した。ススーーパパーーササイイエエンンススハハイイススククーールル実実践践事事例例集集（（文文部部科科学学省省初初等等中中等等教教育育局局、、科科

学学技技術術・・学学術術政政策策局局  令令和和２２年年 12 月月 28 日日））p.76 に記載されたことは大きな成果であるととも

に、その普及にも大いに資するものとなった。

 

３．開かれた発表会、「豊高アカデミア」の実施（p.7、44、51） 

地理的条件の不利な本校は、他 SSH 校生徒との交流の場の創出は必須である。そこで、開

かれた課題研究発表会「豊高アカデミア」を行っている。今年度は、会場でのポスター発

表にオンラインでの発表を混在させる形で、ハイブリッド型の発表会を計画した。会場の

ポスターブースの隣にオンライン発表ブースを設け、会場からオンライン発表に聴衆とし

て参加したり、会場からオンラインで発信したりすることで、COVID-19 の影響を軽減しよ

うという試みである。緊急事態宣言発出を受け、会場を校内に変更したとともに、非公開

としたが、東北、東京や九州の高校からもオンライン発表があったり、本校卒業生の大学

生が研究発表で参加したことも意義深い。当初の計画では環日本海地域の高校との交流を

目指すものであったが、今年度は環日本海エリア（北陸・山陰）に加えて東北、東京、九

州とも発表を通しての交流が実現し、申請時計画以上の成果を挙げた。築いた関係を大切

に、より充実した交流へと発展させていきたい。

表 豊高アカデミアの規模の変遷 

年度 会 場  発 表 者  

H29 校内 本校生のみ 

H30 校内 本校生・地域内の高校 

R1 豊岡市総合体育館 本校生・県内外の高校・地元企業・大学 

R2 豊岡市民会館・校内 本校生・県内外の高校・地元企業・大学・卒業生 

※オンラインブースを併設したハイブリッド型発表会 
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職員アンケートの結果、発発表表会会全全体体へへのの満満足足度度はは全全員員がが３３ままたたはは４４のの高高評評価価であった。今年度

初めて試みたオンラインセッションの満足度を４段階で問うたところ、３の評価が最も多かっ

た。当日は通信障害があったものの、セッション自体はおおむね評価された。75％％がが発発表表会会ををすす

るるここととでで探探究究活活動動がが深深ままるるととすするる一方、発表会よりも探究活動に時間をかけるべきとする意見が

30％に上ることは考慮しなければならない。発発表表すするる機機会会、、他他校校生生やや卒卒業業生生ととのの交交流流にに対対すするる肯肯

定定的的なな評評価価がが 80％％と、豊高アカデミアの意義は見出せる。

＜職員アンケートの自由記述＞・オンラインで遠方の学校とつながれたのは感動をおぼえた。

大きなトラブルもなく、質疑応答が少ししにくいことを除けば、口頭発表は十分満足できるも

のであった。・次年度以降も、卒業生がオンラインで参加し発表してくれると大変ありがたい。

発表できなくても、質問やアドヴァイスをしてくれると生徒にとって大変有意義なものになる。 

＜生徒の自己評価結果＞ 

質問を考えながら聞いていた生徒が６

割近くいることから、主体的に参加して

いることがうかがえる一方、実際に質問

した生徒は１割程度にとどまっている。

１つの発表につき数件しか質問できて

いない計算になる。質問を考えた生徒が

半数以上いることから、質疑応答の時間

を十分確保することが今後の課題であ

る。５つの教室から同時に発表を配信

し、校内の 20 教室で受信するともに、

校外へ配信した。生徒は自分の聞きたい

発表が配信されている教室へ自由に移

動し、質疑応答を行った。どの程度に教

室を移動し、主体的に発表を聞きに行っ

ているかを調べたところ、８割の生徒が

２回以上教室を移動しており、要旨集を

事前に読み込んだ上で主体的に聞く発

表を選択していることがわかる。例年よ

りかなり多くの記述意見があり、インパ

クトが大きかったことがわかる。また、

大学生の発表を聞いたことが大いに刺

激になったことが多数の生徒の記述に見られ、卒卒業業生生のの活活用用がが想想定定以以上上にに大大ききなな効効果果をを生生んんだだこ

とが分かった。 
＜生徒の意見＞・たくさん準備をしたし、本番も頑張れたので良かった。・オンラインの方が遠
方の学生を多く呼べていいのではないか。・他校の生徒や、OB、OG の発表が聞けたのはすご
くよかった。・自分たちの発表を伝えたいという意識が伝わってくるような発表は、内容に引き
込まれていって、よく理解することができた。

＜校外からの参加者の感想（生徒・教員）＞・とてもよくできたリモートシステムでの発表会で

した。・遠隔地からでもリアルタイムで参加できるのが、オンラインの最大の利点であると思

われます。当方も滞りなく発表ができました。・生徒さんによる司会進行がとてもよかったで

す。・オンラインでの発表自体が大変良い経験でした。大変意義深いものでした。 

 

４．生徒の成長につながる評価方法の開発と授業力向上プログラムの開発（p.8、28、47、52～54）
（１）ルーブリック評価の継続的な実施・Can Do テストとしての「課題研究テスト」（p.47） 

H30 年度の運営指導委員会で「同じ項目で継続的に評価をとり続けることの重要性」を指摘され

た。指定２年目に改善した全体ルーブックを継続的に使用し、評価している。課題研究において

同じルーブリック表を用いて生徒（自己評価）と教員がそれぞれ評価し、それを突き合わせての

豊高アカデミア生徒自己評価結果 
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面談を行っている（分析結果は平成 30 年度研究開発実施報告書（第２年次）p61，62）。個々の

課題が明確化できるため、年年度度末末ににはは生生徒徒のの自自己己評評価価とと教教員員にによよるる評評価価のの相相関関がが高高くくななるるここととがが

分分かかっってておおりり、、ルルーーブブリリッックク表表をを用用いいたた自自己己評評価価のの後後面面談談ををすするるここととがが生生徒徒をを伸伸ばばすす上上でで有有用用なな

ここととをを見見出出ししてていいるる。ルーブリック評価に加えて、「意識調査（H30～）」（p.53）と、Can Do
テストとしての「課題研究テスト（R１～）」を行っている(p.47、53)。意識調査からは、入学後

に自己評価が下がり、２年生後半から３年生にかけて

再び上昇に転じる傾向がみられた。生徒の自己評価は

一度下がるが、教員からは成長の跡がみられる。メメタタ

認認知知がが上上ががっったたここととでで、、自自己己評評価価のの基基準準のの閾閾値値がが上上がが

りり、その結果「できていない」と感じるものと考察さ

れる。このことから、ルーブリックによる評価におい

ては、慎重に項目を作ったつもりでも、絶対的な尺度

とすることは難しいことが分かった。到達度試験であ

る「課課題題研研究究テテスストト」」はは、、理理数数科科課課題題研研究究のの成成果果がが表表

れれるる結結果果ととななっったた（（右右図図））。。

（２）生徒意識調査と卒業生アンケート（p.8） 

SSH 事業の有効性は卒業生アンケートに顕著に表れた。分析結果は小冊子にまとめるとともに、

その一部を平成 30 年度研究開発実施報告書（第 2 年次）p69～72 に報告した。SSH 事業の中でも

「「課課題題研研究究実実践践」」ににおおけけるる「「ササイイエエンンススツツアアーー」」がが課課題題研研究究やや高高校校ででのの学学びびにに大大ききなな影影響響をを及及ぼぼ

ししてていいるるここととがが、、卒卒業業生生アアンンケケーートトのの結結果果かかららわわかかっったた。一方、在在校校生生のの意意識識調調査査かかららははそそのの様様

子子はは見見てて取取れれずず、大学で学び始めてから振り返ると、その影響の大きさに気づいたという生徒が

多いことが分かる。サイエンスツアーが本校 SSH の最も効果的で最重要な事業といえるととも

に、卒業生アンケートの重要性を再認識する結果となった。 
（３）全職員での授業改善への取り組み（p.32） 

R１年度は、授業研究ユニットの研究テーマとして、主

体的・対話的な授業に取り組んだ。その過程で、「探究

的な問い」を授業の中に取り入れることを目標としてそ

れぞれが取り組んだ。今年度は ICT 活用に重点を置いた

授業研究ユニットを重点課題としつつ、「授業の中で探

究的な問い」を意識した授業を継続している。図は生徒による授業評価での肯定的評価の割合を

示すグラフである。昨年度からの変化が特に大きかった３項目を掲載している。対対話話的的なな授授業業がが

進進んんででいいるるここととがが見見てて取取れれるる。。また、本年度の重点課題である ICT 活活用用ににつついいててもも成成果果がが見見らら

れれるる結結果果であった。

 

５．STEAM 教育の導入による文理融合・教科横断授業（p.36） 

文理融合・教科横断授業の充実を図り、STEAM 事業を開発した。STEAM 事業で生徒につけた

い力を「情報プログラミング」・「自己表現力の育成」・「教養の深化」と定め、次年度より学

校設定教科「Cross Over」の科目として「STEAM 基礎」を開講する。この科目では、プログラ

ミング的思考力や多元的表現力、情報発信力等を養う予定である。また、多彩な外部講師の活用

により教養の深化を図り、SSH の目指す「課題を発見する力」の養成に資する。今年度はその

準備を進め、試行的な事業「STEAM 講演会（５回）」と「豊高 STEAM キッズフェス」を実施

した。演劇的手法を用いたコミュニケーション能力の育成を図る授業も行った。

 

６．ICT を活用したオンライン授業や動画教材とウェブアンケートを併用した反転学習についての

研究開発 

％ 

普通科 

理数科 
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課題が明確化できるため、年年度度末末ににはは生生徒徒のの自自己己評評価価とと教教員員にによよるる評評価価のの相相関関がが高高くくななるるここととがが

分分かかっってておおりり、、ルルーーブブリリッックク表表をを用用いいたた自自己己評評価価のの後後面面談談ををすするるここととがが生生徒徒をを伸伸ばばすす上上でで有有用用なな

ここととをを見見出出ししてていいるる。ルーブリック評価に加えて、「意識調査（H30～）」（p.53）と、Can Do
テストとしての「課題研究テスト（R１～）」を行っている(p.47、53)。意識調査からは、入学後

に自己評価が下がり、２年生後半から３年生にかけて

再び上昇に転じる傾向がみられた。生徒の自己評価は

一度下がるが、教員からは成長の跡がみられる。メメタタ

認認知知がが上上ががっったたここととでで、、自自己己評評価価のの基基準準のの閾閾値値がが上上がが

りり、その結果「できていない」と感じるものと考察さ

れる。このことから、ルーブリックによる評価におい

ては、慎重に項目を作ったつもりでも、絶対的な尺度

とすることは難しいことが分かった。到達度試験であ

る「課課題題研研究究テテスストト」」はは、、理理数数科科課課題題研研究究のの成成果果がが表表
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（２）生徒意識調査と卒業生アンケート（p.8） 
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５．STEAM 教育の導入による文理融合・教科横断授業（p.36） 
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６．ICT を活用したオンライン授業や動画教材とウェブアンケートを併用した反転学習についての

研究開発 

％ 

普通科 

理数科 

研究項目「ICT を活用したオンライン授業や動画教材とウェブアンケートを併用した反転学習に

ついての研究開発」を新たに追加した。ICT を活用したオンライン授業等を開発することで、

COVID-19 終息後も活用できる指導方法を開発することで SSH 事業を深化できるとの仮説を立

て、研究開発に取り組んだ（p.9）。成果を記す。

（１）ICT ツールの積極的な活用ができた（ウェブ上での教材提示・確認テスト・アンケート、

オンデマンド授業、ウェブ会議システムを用いた遠隔実験指導・課題研究発表・オンライン授業

・オンライン大学出張講義等）

（２）サイエンスツアーⅡにおける遠隔実験指導

大学と連携し、実験機材を本校に輸送した上で、オンラインでの遠隔実験指導による研修を実施

した。研修にあたっては、実験台ごとに双方向性を損なわずに交信できるような接続方法を確立

するために試行錯誤を重ねた。事後、講師の渡辺教授からは「まるで豊岡に来ているかのよ

うな臨場感であった。音声もクリアで、研究室で実験を指導しているのと遜色なかった。こ

の接続方法は「豊高メソッド」として広げれば良い」との感想をいただけた。 

７.コロナ禍対応に起因して新たに以下を開発できた 

（１）発表会の新しい形式の開発

①豊高アカデミアにおけるオンラインブースの設置と大学生（卒業生）による研究発表「ホー

ムカミングタイム」の新設

②岩手県立盛岡第三高校との課題研究発表交流会の実施（発表に加え、探究過程の情報交換に

力点を置くオンライン交流会の開発）

（２）ICT とインターネットを使ったオンデマンドおよびオンラインによる授業

（３）台湾桃園高級中等学校とのオンライン留学  （４）オンライン先進校訪問

 

８．成果普及の取り組みを積極的に行った 

①豊高アカデミアにおける生徒どうし、教員どうしの交流 ②公開授業１２校１９名来校、ほ

かにオンライン視聴も ③HP での情報発信・教材等の掲載（p.59） ④文部科学省実践事例集

掲載 ⑤オンラインでの SSH 校との情報交換 ⑥ICT 活用に関する情報提供 ⑦新聞報道・テ

レビ取材 ⑧小学校教諭への研修 ⑨生徒による小中学生への授業

 
９．外部連携、外部人材の活用が充実した 

東北大学（工学研究科、生命科学研究科）、神戸大学（人間発達環境学研究科、医学研究科）、鳥取大学、大阪大学、

甲南大学、兵庫県立大学、福知山公立大学、但馬技術大学校、豊岡市、JAたじま、NPO法人、劇団青年団、NPO法

人コウノトリ市民研究所、県立人と自然の博物館、天文館バルーンようか、川崎重工業、公立豊岡病院、市内企業３

社、国内SSH７校、非SSH３校 等

 
10．自然科学系部活動の充実（p.43） 

今年度は男子 22 名、女子 11 名が在籍する。２期目の

指定以降順調に部員数が増加し、近年は安定的に入部

が続いている。毎年県総合文化祭で受賞したり、豊高

アカデミアの運営・進行を中心的に担ったりと、活躍

できるようになった。

 
11．コンテストなど、外部発表の参加者数の変化、上位

進出者の変化 
３期目指定の４年間で、以下を受賞した。 
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＜全国レベル＞ 

ポスター発表賞 平成 29 年度 スーパーサイエンスハイスクール生徒研究発表会（課題研究）

文化連盟賞 平成 30 年度 第 42 回全国高等学校総合文化祭パネル発表の部

＜その他＞

最優秀賞 平成 29 年度第 41 回兵庫県高等学校総合文化祭自然科学部門発表会

ポスター発表最優秀賞 令和元年度第 43 回兵庫県高等学校総合文化祭自然科学部門発表会

ポスター発表優秀賞 平成 29 年度第 41 回兵庫県高等学校総合文化祭自然科学部門発表会

令和２年度第 44 回兵庫県高等学校総合文化祭自然科学部門発表会

ビッグデータ賞 平成 30 年度甲南大学リサーチフェスタ

クリエイティブテーマ賞 令和２年度甲南大学リサーチフェスタ（課題研究）

奨励賞 平成 30 年度兵庫県生物学会奨励賞（課題研究）

SSH 指定２期目は５年間で５件であったことと比較すると、着実に成果が挙がっていることが

見て取れる。課題研究での受賞がみられるようになったことも大きな成果である。

12．得られた成果をもとに他の SSH 校に普及できること  
（１）豊高アカデミアの運営ノウハウ （２）豊岡市と連携した探究活動「未来からの挑戦状」

運営ノウハウ （３）遠隔での実験指導を含む大学教員とのオンライン研修のノウハウと双方向

性を担保する効果的な接続方法の例の提案 （４）ALT と連携した「英語で科学実験」の指導例

の実践報告 （５）オンラインを活用した、ディスカッションを主とする、県外他校との「課題

研究情報交換会」の実践報告 

 ② 研究開発の課題

（１）課題研究の深化と指導方法の改善

普通科に探究を導入し、生徒が主体的に研究題目を設定するようになったことは望ましい成果

である。一方で、担当教諭が課題研究と探究の両方を担当したり、複数の班の課題研究を受け

持ったりすることとなった。さらに、生徒が決めたテーマに基づく指導では、教員になじみの

ないテーマを指導するのが当たり前となった。そのため指導の負担が飛躍的に増大し、丁寧な

指導がしにくくなった。SSH の全校展開に伴って行事が増え、じっくりと指導できる時間が少

なくなったことも相俟って課題研究の指導が行き届きにくくなった感が否めない。探究の全校

展開や生徒の主体性を維持しつつ、課題研究質的向上に取り組むことが喫緊の課題である。来

年度からの具体的な対処として、①指導体制の根本的改善 ②オンラインを活用して大学教員

や大学院生などの指導助言を受ける機会の創出を検討している。具体的には中間評価の指摘事

項を踏まえ、探究活動の指導力を向上させるためにも指導ノウハウを知る機会を作る必要があ

る。放課後等に研修の時間をとることは難しい状況なので、現任訓練（OJT）を活用した研修

が効果的であると考えている。来年度は課題研究指導教員３人程度を一組とし、一つの班を複

数の教員で指導し、指導の様子が他の教員に見えるようにすることで指導ノウハウの共有を図

りたい。それぞれが主に担当する班の指導を他の２人の教員がチェックしながら協議する指導

体制を試みたい。

（２）STEAM 教育事業を柱とした文理融合・教科横断授業の充実

STEAM基礎の開発とCross Over Programの充実を通して文理融合・教科横断授業の充実を図る。

（３）コンテスト等の参加、受賞者の増加

参加希望者を増やすための工夫はしているが、奏功していない。難しさを感じているが、異年

齢での対策会など、できる働きかけを地道に続けたい。

（４）カリキュラムマネジメント

３期目のカリキュラムを総括するとともに、令和４年度からのカリキュラムを作成する。 
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第第１１章章  研研究究開開発発のの概概要要  

１ 学校概要 ２ 研究開発課題 ３ 目的・目標 ４ 本校の研究開発 

 
１ 学校概要 

（１）所在地，電話番号，ＦＡＸ番号 

所在地  兵庫県豊岡市京町１２番９１号                                  

      電話番号 ０７９６－２２－２１１１ ＦＡＸ番号 ０７９６－２２－１１０７ 

 

（２）課程・学科・学年別生徒数，学級数及び教員数 

   

①課程・学科・学年別生徒数，学級数（全校生徒をＳＳＨ主対象生徒とする） 

課

程 
学科 

第１学年 第２学年  第３学年  計 

生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 

全

日

制 

普通科 160 4 159 4 156 4 475 12 

(理系クラス） (0)* (0) (68) (1.5)** (64) (1.5)** (132) (3) 

理数科 28 1 39 1 39 1 106 3 

計 188 5 198 5 195 5 581 15 
* 普通科１年生は文系理系を分けていない。 
**普通科２、３年のそれぞれ１クラスは文系と理系の生徒が混在する学級である。 

 

  ②教職員数 

校長 教頭 教諭 養護教諭 非常勤講師 実習助手 Ａ Ｌ Ｔ 事務職員 司書 臨時講師 計 
1 2 33 1 12 3 2 5 0 4 63 

 
 
２ 研究開発課題 

課題発見力、課題解決力をもつ生徒を育む教育課

程の開発と指導力育成の研究開発 
 

３ 研究開発の目的・目標 
（１）目的 

「生涯にわたり課題を発見し、協働して解決する

力」、「高度で実践的な専門性につながる科学的思

考力」、「学びの過程や成果をわかりやすく伝える

力と国際的に通用する討議力」を備え、日本の発

展と世界の平和に寄与する科学技術系人材の育

成を目的とする。 
 
（２）目標 

２期の SSH 指定で培った理数科での課題研究の

手法をもとに、普通科や文系の生徒が取り組むこ

とができる課題研究について、その実施方法・評

価法について実践・研究開発を行う。課題研究に

あたっては、理数科・普通科ともにテーマ設定を

する力とその方法、および評価方法、指導に当た

る教員の指導力向上について研究開発すること

を目標とする。 
 

４ 本校の研究開発 

（１） 育む力 
「世界に通じる学力」と「リーダーにふさわしい

人間性」を備え、学びの成果を我が国や郷土の発

展に還元できる生徒の育成をめざして、次の力を

育む。 
ア．生涯にわたり協働して課題を発見し解決 

する力 
イ．高度で実践的な専門性につながる科学的思

考力（知的探究力、課題突破力） 
ウ．わかりやすく伝える表現力と国際的討議 

力 
 
（２）これを実現するための本校 SSH 研究開発 

ア．課題研究の全校規模での実施 
イ．生徒の成長につなげる評価方法の開発 
ウ．開かれた発表会、「豊高アカデミア」の実

施（成果の普及） 
エ．カリキュラム・校内組織体制の充実と授業

力向上プログラムの開発 
オ．医療系人材養成プログラム、教員養成プロ

グラムの開発 
カ．ICT を活用した授業、事業の開発 
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５ 研究開発の経緯 

 サイエンスディスカバリー 
探究Ｉ・海外研修・高大連携講座 学校設定科目等 課題研究・探究Ⅱ 

4 月 ドリームスピーチ 数・理・情報専門科目 探究活動（～３月） 全校リスニング（～２月） カリキュラムマネジメン 
トプログラム 

（～３月） 全体研修 
   （年５回 適宜） 

5 月 カリキュラムマネジメン 
トプログラム 
キャリア教育推進プログ 
ラム 

6 月 ドリームスピーチ発表会※１ 課題研究Ⅲ発表会 

Sience Conference 

（発表）※１ 

カリキュラムマネジメン 
トプログラム 

テーマ設定講演会 

東北大学出張講義 

授業研究ユニット 
テーマ設定ジョブワーク 

「課題研究の進め方」 

アクティブ・ラーニング 
プログラム 

研究計画報告会 
7 月 ルーブリック面談 

バルーンようか天体観測 

評価プログラム 
    （ルーブリック） 

サイエンスツアーⅠ 

小学校連携講座（算数教室） 
青少年のための科学の祭典※１ 

8 月 テーマ設定ギモンシート 

サイエンスツアーⅡ 

ＳＳＨ生徒研究発表大会 
(発表) サイエンストライやる 

（東北大）※２ 
中学校連携講座（豊高ラボ） 

バルーンようか天体観測 
とことんトーキング（卒業 
生活用） 

9 月 カリキュラムマネジメン 
トプログラム 
授業研究ユニット 

大学出張講義 
アクティブ・ラーニング 
プログラム 

未来からの挑戦状 

10 月 

市長講演会 

数学理科甲子園 

カリキュラムマネジメン 
トプログラム 

サイエンスツアーⅠ 発表会 
（１）※１ 

11 月 サイエンスツアーⅡ 課題研究Ⅱ中間発表会 バルーンようか天体観測 カリキュラムマネジメン 
トプログラム 

未来からの挑戦状発表会 （東北大）※２ 県総合文化祭自然科学部門 
(発表) 
京都大学合同発表会（発 
表）※１ 

12 月 

海外研修※１ 

Cross Over Program Ⅰ 

兵庫県立大学出張講義 評価プログラム 
    （ルーブリック） 

サイエンスツアーⅡ 
 

「効果的なポスターの作り方」 
リサーチフェスタ（発表） キャリア教育推進 

プログラム 
東京大学研修※1 ルーブリック面談 
サイエンスツアーⅠ 発表会 
（２）※１ 探究Ⅱポスター発表 

1 月 
探究Ⅱ口頭発表会 

数学オリンピック カリキュラムマネジメン 
トプログラム 

サイエンスフェア（発表） キャリア教育推進プログ 
ラム 
授業評価 

2 月 テーマ設定グループワーク 

英語で科学実験 

課題研究Ⅱ発表会 

授業研究ユニット 
豊高アカデミア（全校発 
表会） アクティブ・ラーニング 

プログラム 
評価プログラム 
    （ルーブリック） 

3 月 テーマ設定プログラム 論文作成 

豊岡市発表会（発表） 

キャリア教育推進 
プログラム 

英語での資料つくり 

サイエンスリサーチ 
サイエンス 

コミュニケーション 科学系部活動・ 
各種発表会等 授業力向上 

プロジェクト 

未来からの挑戦状口頭 
発表会 

未来からの挑戦状活動 
報告書作成 

（東北大）※２ 

医療系人材養成プログラム 
（５月～３月） 
教員養成プログラム 
（５月～３月） 

サイエンストライやる 

ひょうご基幹道路 
ネットワークシンポジウム

（発表） 

ジェンダー「豊岡市シナリオ 
分析ワークショップ」 
（発表）※１ 
高校生 
「国際問題を考える日」※2 
環境保全を考える事例発表

会（発表）※１ 
若狭高校 SSH 研究発表会 
（発表）※１ 
東海大学付属高輪台高校交

流研修会（予定） 

人と自然の博物館研修 

T-DiscoveryTour※１ 

台湾桃園高級中等学校 
オンライン留学 

岩手県盛岡第三高校課題研

究研修会（予定） 

兵庫「咲いテク」五国 SSH
連携プログラム※１ 

海外研修
※１ 

STEAM キッズフェス 
STEAM 講演会 
「テクノロジーで切り開く未来」 

STEAM 講演会 

「人工知能を理解する」 

STEAM 講演会 

「アバターと未来社会」 

「なぜロボット演劇か 

～芸術と科学の融合～」 

「繋がる世界」（気象警報発令により中止） 

サイエンスツアーⅡ 
（鳥取大・神戸大） 

（甲南大学出張講義） 

がんばりタイム 
（中学生数学指導）～2 月 

※１ コロナの影響により中止 
※２ 遠隔接続によるリモート開催 



―　27　―

 

第第１１章章  研研究究開開発発のの概概要要  

５ 研究開発の経緯 

 サイエンスディスカバリー 
探究Ｉ・海外研修・高大連携講座 学校設定科目等 課題研究・探究Ⅱ 

4 月 ドリームスピーチ 数・理・情報専門科目 探究活動（～３月） 全校リスニング（～２月） カリキュラムマネジメン 
トプログラム 

（～３月） 全体研修 
   （年５回 適宜） 

5 月 カリキュラムマネジメン 
トプログラム 
キャリア教育推進プログ 
ラム 

6 月 ドリームスピーチ発表会※１ 課題研究Ⅲ発表会 

Sience Conference 

（発表）※１ 

カリキュラムマネジメン 
トプログラム 

テーマ設定講演会 

東北大学出張講義 

授業研究ユニット 
テーマ設定ジョブワーク 

「課題研究の進め方」 

アクティブ・ラーニング 
プログラム 

研究計画報告会 
7 月 ルーブリック面談 

バルーンようか天体観測 

評価プログラム 
    （ルーブリック） 

サイエンスツアーⅠ 

小学校連携講座（算数教室） 
青少年のための科学の祭典※１ 

8 月 テーマ設定ギモンシート 

サイエンスツアーⅡ 

ＳＳＨ生徒研究発表大会 
(発表) サイエンストライやる 

（東北大）※２ 
中学校連携講座（豊高ラボ） 

バルーンようか天体観測 
とことんトーキング（卒業 
生活用） 

9 月 カリキュラムマネジメン 
トプログラム 
授業研究ユニット 

大学出張講義 
アクティブ・ラーニング 
プログラム 

未来からの挑戦状 

10 月 

市長講演会 

数学理科甲子園 

カリキュラムマネジメン 
トプログラム 

サイエンスツアーⅠ 発表会 
（１）※１ 

11 月 サイエンスツアーⅡ 課題研究Ⅱ中間発表会 バルーンようか天体観測 カリキュラムマネジメン 
トプログラム 

未来からの挑戦状発表会 （東北大）※２ 県総合文化祭自然科学部門 
(発表) 
京都大学合同発表会（発 
表）※１ 

12 月 

海外研修※１ 

Cross Over Program Ⅰ 

兵庫県立大学出張講義 評価プログラム 
    （ルーブリック） 

サイエンスツアーⅡ 
 

「効果的なポスターの作り方」 
リサーチフェスタ（発表） キャリア教育推進 

プログラム 
東京大学研修※1 ルーブリック面談 
サイエンスツアーⅠ 発表会 
（２）※１ 探究Ⅱポスター発表 

1 月 
探究Ⅱ口頭発表会 

数学オリンピック カリキュラムマネジメン 
トプログラム 

サイエンスフェア（発表） キャリア教育推進プログ 
ラム 
授業評価 

2 月 テーマ設定グループワーク 

英語で科学実験 

課題研究Ⅱ発表会 

授業研究ユニット 
豊高アカデミア（全校発 
表会） アクティブ・ラーニング 

プログラム 
評価プログラム 
    （ルーブリック） 

3 月 テーマ設定プログラム 論文作成 

豊岡市発表会（発表） 

キャリア教育推進 
プログラム 

英語での資料つくり 

サイエンスリサーチ 
サイエンス 

コミュニケーション 科学系部活動・ 
各種発表会等 授業力向上 

プロジェクト 

未来からの挑戦状口頭 
発表会 

未来からの挑戦状活動 
報告書作成 

（東北大）※２ 

医療系人材養成プログラム 
（５月～３月） 
教員養成プログラム 
（５月～３月） 

サイエンストライやる 

ひょうご基幹道路 
ネットワークシンポジウム

（発表） 

ジェンダー「豊岡市シナリオ 
分析ワークショップ」 
（発表）※１ 
高校生 
「国際問題を考える日」※2 
環境保全を考える事例発表

会（発表）※１ 
若狭高校 SSH 研究発表会 
（発表）※１ 
東海大学付属高輪台高校交

流研修会（予定） 

人と自然の博物館研修 

T-DiscoveryTour※１ 

台湾桃園高級中等学校 
オンライン留学 

岩手県盛岡第三高校課題研

究研修会（予定） 

兵庫「咲いテク」五国 SSH
連携プログラム※１ 

海外研修
※１ 

STEAM キッズフェス 
STEAM 講演会 
「テクノロジーで切り開く未来」 

STEAM 講演会 

「人工知能を理解する」 

STEAM 講演会 

「アバターと未来社会」 

「なぜロボット演劇か 

～芸術と科学の融合～」 

「繋がる世界」（気象警報発令により中止） 

サイエンスツアーⅡ 
（鳥取大・神戸大） 

（甲南大学出張講義） 

がんばりタイム 
（中学生数学指導）～2 月 

※１ コロナの影響により中止 
※２ 遠隔接続によるリモート開催 
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６ SSH 事業 評価項目一覧 

 

ａ
関
係
構
築
力

ｂ
積
極
性
・
責
任
感

ｃ
発
想
・
想
像
力

ｄ
知
的
探
究
力

ｅ
課
題
突
破
力

　
（

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
）

ａ
計
画
立
案
力

ｂ
調
査
す
る
技
能

ｃ
デ
ー

タ
を
分
析
・
統
合

　
す
る
力

ｄ
仮
説
を
立
て
る
力

ｅ
論
文
に
ま
と
め
る
力

ａ
発
表
態
度

（

課
題
研
究
Ⅲ
は
英
語
）

ｂ
発
表
資
料
の
工
夫

ｃ
質
問
す
る
力

ｄ
質
問
へ
の
対
応

ｅ
英
語
で
の

　
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン

サイエンスディスカバリー

探究Ⅰ（T-Discovery Tour）
☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

大学模擬授業・高大連携講座 ☆
☆
☆

☆ ☆

海外研修
☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

サイエンスリサーチ

Cross Over ProgramⅠ
☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆
☆

Cross Over ProgramⅡ
☆
☆

☆ ☆
☆
☆

学校設定科目 ☆
☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆ ☆ ☆
☆
☆

☆ ☆
☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆

サイエンスツアーＩ
☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

サイエンスツアーⅡ
☆
☆

☆
☆

☆ ☆ ☆
☆
☆

☆
☆

☆ ☆

課題研究Ｉ
☆
☆

☆
☆

☆
☆
☆

☆
☆
☆

課題研究Ⅱ
☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

課題研究Ⅲ
☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

探究Ⅰ（未来からの挑戦状）
☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

探究Ⅱ
☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

探究Ⅲ
☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

コンテストへの参加
☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

サイエンスコミュニケーション

全校リスニング
☆
☆

豊高アカデミア
☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

探究Ⅰ（Dream Speech） ☆
☆
☆

☆
☆
☆

☆

小学校実験教室
☆
☆

☆
☆

☆
☆
☆

☆ ☆
☆
☆

小学校算数教室
☆
☆

☆
☆

☆
☆
☆

☆
☆

☆
☆
☆

豊高ラボ（中高接続）
☆
☆

☆
☆

☆
☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

校外での発表（科学の祭典他）
☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

豊高とことんトーキング
☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆
☆

☆
☆

留学生との交流
☆
☆

☆ ☆
☆
☆

☆ ☆ ☆
☆
☆

①生涯にわたり協働して課題を発
見し解決する力

②高度で実践的な科学的思考力
③わかりやすく伝える表現力と

国際的討議力
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７ ルーブリック表（Personal Growth Record） 令和２年度版 

力 項目 ４（Ｓ） ３（Ａ） ２（Ｂ） １（Ｃ） 

①
生
涯
に
わ
た
り
協
働
し
て 

課
題
を
発
見
し
解
決
す
る
力 

a関係構築力 
自律的に雑談・意見交

換ができる 

人の話が聞ける 

または、自分を語れる 

挨拶ができる 

返事ができる 

人と接することができな

い 

b積極性・責任感 

Ａに加え、他の班員に

役割を与えられる 

より良くしたくなる 

自分で役割を見つけ、

担う 

頼まれれば役割を果

たす 

避けるようにしている 

c発想・想像力 
他者からの意見を受け

て再構成できる 

B に加え、現実的なア

イデアである 

アイデアが言える アイデアが浮かばない 

アイデアを言えない 

d知的探究力 

自ら疑問を持ち、日頃

から情報収集できる 

経験と知識を関係づけ

られる 

B に加え、事前学習を

する 

事後学習をする 知識をつけようとしない 

調べようとしない 

e課題突破力 

(ＰＤＣＡ) 

計画・実行・結果の振

り返りをし、反省を次の

活動に生かせる 

計画・実行・結果の振

り返りをしたが、反省を

次の活動に生かせてい

ない 

計画をたて実行した

が、結果の振り返りをし

ない 

行き当たりばったりの行

動をする 

②
高
度
で
実
践
的
な 

科
学
的
思
考
力 

a 計画立案力 

主体的に実行可能な

計画を立てることがで

きる 

主体的に計画を立てる

ことができるが、そのま

までは実行できない計

画である 

他者の力を得て、計画

を立てる事ができる 

計画を立てることがで

きない 

b 調査する技能 

A に加え、目的のデー

タを得るために効果的

な使い方ができている 

ある程度の実験器具・

ソフトの操作法を知って

いる 

教えられた通りに実験

器具・ソフトを操作する

ことができる 

正しく操作できる実験

器具・ソフトがほとんど

ない 

cデータを分析・ 

統合する力 

A に加え、自分なりの

図や枠を書き加え、デ

ータを分類している 

データ・情報のメモを

取り、データの特徴や、

要点を明確にしている 

データ・情報のメモは

取るが、まとめきれてい

ない 

データ・情報のメモを

取らない 

d仮説を立てる力 

目的にあった仮説を立

てることができる 

自分で仮説を立てるこ

とができる 

目的は理解できるが、

仮説を立てることがで

きない 

探究活動の動機・目的

がはっきりしない 

e 論文に 

まとめる力 

A に加え、得られたデ

ータや参考文献などを

適切な書式で書き加

え、信頼性を確保でき

る 

動機・目的・方法・結

果・考察・展望などの

内容を入れて仕上げる

ことができる 

探究活動を文章にまと

めることはできるが、論

文の書き方を知ってい

ない 

何から手を付けていい

のか分かっていない 

③
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
表
現
力
と 

国
際
的
討
議
力 

a発表態度 

(課研Ⅲは英語) 

A に加え、表情・身振

り・ユーモアなどを用い

関心を引くことができる 

原稿をしっかり覚えて

おり、しゃべりも滑らか

である 

原稿を覚えているが、

ぎこちない 

原稿を棒読みしている 

b発表資料の工夫 

A に加え、資料の見せ

方が効果的である 

できるだけ平易な言葉

を使う 

要点がよくまとまってお

り、発表の流れが理解

できる 

工夫の形跡は見られる

が、 

理解できず流れが把

握できない 

工夫の形跡が見られ

ない 

c質問する力 

A に加え、メモをしなが

ら質問をしている 

質問の言い直しができ

る 

的を射た質問ができる 質問内容が的を射て

いない 

質問をしない 

d質問への対応 

あらかじめ質問を予想

しており、客観的データ

をふまえつつ答えるこ

とができる 

質問に流暢に答える 質問には答えるが、ぎ

こちない 

質問に答えられない 

e英語での 

コミュニケーション 

A に加え、ユーモアも

交えられる 

不自然な間を空けずに

会話できる 

時々沈黙がある 会話が止まる 
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第第１１章章  研研究究開開発発のの概概要要  

７ ルーブリック表（Personal Growth Record） 令和２年度版 

力 項目 ４（Ｓ） ３（Ａ） ２（Ｂ） １（Ｃ） 

①
生
涯
に
わ
た
り
協
働
し
て 

課
題
を
発
見
し
解
決
す
る
力 

a関係構築力 
自律的に雑談・意見交

換ができる 

人の話が聞ける 

または、自分を語れる 

挨拶ができる 

返事ができる 

人と接することができな

い 

b積極性・責任感 

Ａに加え、他の班員に

役割を与えられる 

より良くしたくなる 

自分で役割を見つけ、

担う 

頼まれれば役割を果

たす 

避けるようにしている 

c発想・想像力 
他者からの意見を受け

て再構成できる 

B に加え、現実的なア

イデアである 

アイデアが言える アイデアが浮かばない 

アイデアを言えない 

d知的探究力 

自ら疑問を持ち、日頃

から情報収集できる 

経験と知識を関係づけ

られる 

B に加え、事前学習を

する 

事後学習をする 知識をつけようとしない 

調べようとしない 

e課題突破力 

(ＰＤＣＡ) 

計画・実行・結果の振

り返りをし、反省を次の

活動に生かせる 

計画・実行・結果の振

り返りをしたが、反省を

次の活動に生かせてい

ない 

計画をたて実行した

が、結果の振り返りをし

ない 

行き当たりばったりの行

動をする 

②
高
度
で
実
践
的
な 

科
学
的
思
考
力 

a 計画立案力 

主体的に実行可能な

計画を立てることがで

きる 

主体的に計画を立てる

ことができるが、そのま

までは実行できない計

画である 

他者の力を得て、計画

を立てる事ができる 

計画を立てることがで

きない 

b 調査する技能 

A に加え、目的のデー

タを得るために効果的

な使い方ができている 

ある程度の実験器具・

ソフトの操作法を知って

いる 

教えられた通りに実験

器具・ソフトを操作する

ことができる 

正しく操作できる実験

器具・ソフトがほとんど

ない 

cデータを分析・ 

統合する力 

A に加え、自分なりの

図や枠を書き加え、デ

ータを分類している 

データ・情報のメモを

取り、データの特徴や、

要点を明確にしている 

データ・情報のメモは

取るが、まとめきれてい

ない 

データ・情報のメモを

取らない 

d仮説を立てる力 

目的にあった仮説を立

てることができる 

自分で仮説を立てるこ

とができる 

目的は理解できるが、

仮説を立てることがで

きない 

探究活動の動機・目的

がはっきりしない 

e 論文に 

まとめる力 

A に加え、得られたデ

ータや参考文献などを

適切な書式で書き加

え、信頼性を確保でき

る 

動機・目的・方法・結

果・考察・展望などの

内容を入れて仕上げる

ことができる 

探究活動を文章にまと

めることはできるが、論

文の書き方を知ってい

ない 

何から手を付けていい

のか分かっていない 

③
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
表
現
力
と 

国
際
的
討
議
力 

a発表態度 

(課研Ⅲは英語) 

A に加え、表情・身振

り・ユーモアなどを用い

関心を引くことができる 

原稿をしっかり覚えて

おり、しゃべりも滑らか

である 

原稿を覚えているが、

ぎこちない 

原稿を棒読みしている 

b発表資料の工夫 

A に加え、資料の見せ

方が効果的である 

できるだけ平易な言葉

を使う 

要点がよくまとまってお

り、発表の流れが理解

できる 

工夫の形跡は見られる

が、 

理解できず流れが把

握できない 

工夫の形跡が見られ

ない 

c質問する力 

A に加え、メモをしなが

ら質問をしている 

質問の言い直しができ

る 

的を射た質問ができる 質問内容が的を射て

いない 

質問をしない 

d質問への対応 

あらかじめ質問を予想

しており、客観的データ

をふまえつつ答えるこ

とができる 

質問に流暢に答える 質問には答えるが、ぎ

こちない 

質問に答えられない 

e英語での 

コミュニケーション 

A に加え、ユーモアも

交えられる 

不自然な間を空けずに

会話できる 

時々沈黙がある 会話が止まる 

 

 

第２章 

 

研究開発の内容 
 

 

本章では、プログラムごとに下のような表を掲載している。この

表の、①a などの評価項目は、p.28 ルーブリック表の、「つけたい

力」に対応する。プログラムごとにつけたい力を設定し、特につけ

たい力（☆☆）、つけたい力（☆）を明確にして、内容の開発を行

った（目標）。事後、生徒はルーブリック表を用いて自己評価を

行った。その結果、S または A を選んだ生徒の割合を表中の（結

果）欄に記す。 

下の〈表２〉はサイエンスツアーⅡ 実施後、ルーブリック表を

用いて生徒が行った自己評価の結果の例である。〈表２〉より、①

a、①ｂ、①e、②ｃは概ね目標通り生徒の自己評価が高かった。

対して、①ｃ、①ｄ、②a などは、こちらが意図したほど生徒の自

己評価が高くなかったことがわかる。 

昨年度、一昨年度、一昨昨年度も行ったものに関しては、４

年分を表示している。 

 
 
<<表表２２>>    つつけけたたいい力力のの目目標標とと結結果果のの例例    

評価 

項目 

①協働し、課題を発見する力 ②実践的な科学的思考力 ③表現力と国際的討議力 

a b c d e a b c d e a b c d e 

目標 ☆☆ ☆☆ ☆ ☆ ☆ ☆☆  ☆☆    ☆ ☆   

H29 85.0 55.0 20.0 42.5 65.0 27.5  60.0    25.0 40.0   

H30 92.1 68.4 39.5 39.5 81.6 39.5  57.9    60.5 44.7   

R1 94.7 76.3 39.5 55.3 81.6 42.1  73.7    55.3 63.2   

R2 87.2 87.2 56.4 43.6 79.5 33.3  69.2    - -   

 

<表１> 生徒につけたい力（再掲） 

①  

a 関係構築力 

b 積極性・責任感 

c 発想・想像力 

d 知的探究力 

e 課題突破力（PDCA） 

② 

a 計画立案力 

b 調査する技能 

c データを分析・統合する力 

d 仮説を立てる力 

e 論文にまとめる力 

③ 

a 発表態度（課題研究Ⅲは英語） 

b 発表資料の工夫 

c 質問する力 

d 質問への対応 

e 英語でのコミュニケーション 



―　30　―

 

第第２２章章  研研究究開開発発のの内内容容  

はじめに 新型コロナウイルスに伴い変更した計画 

※日時を変更して実施した事業は記載していない。

１．事業計画の変更（令和２年５月１１日） 
研究項目「ICTを活用したオンライン授業や動

画教材とウェブアンケートを併用した反転学習

についての研究開発」を新たに追加した。 
COVID-19 に伴う臨時休校措置のため、計画し

ていた SSH 事業の多くが実行できなくなった。

特に「専門科目」や「課題研究」、「サイエン

スツアー」など、本校事業の根幹にかかわる部

分が大きく遅れることとなった。ICT を活用し

たオンライン授業等を開発することで、このよ

うな条件下でも研究題目を遂行するとともに、

COVID-19 終息後も活用できる指導方法を開発

することで SSH 事業を深化できるとの仮説を立

て、研究開発に取り組むこととした。 
 

２．COVID-19拡大に伴い中止した事業 

（１）兵庫「咲いテク」五国 SSH連携プログラム（本

校担当分） 
予定日：令和２年４月 25日（土） 
内 容：但馬地方におけるタンポポの分布調査

と花粉採集、観察フィールドワーク 
（２）T-Discovery Tour（探究Ⅰ） 

内 容：但馬地区内約 20社での企業訪問研修 
予定日：令和２年９月９日（水） 

（３）海外研修（p.46） 
  ①英国研修 令和２年８月予定 

内 容：BirdFair2020 での研究発表、伊藤忠欧

州会社訪問し講義受講 
  ②韓国研修 令和２年９月予定（（６）④参照） 
（４）東京大学研修 
  内 容：普通科にも開かれたサイエンスツアー 
  予定日：令和２年 12月 
（５）大阪大学留学生との研修会 
  内 容：留学生との意見交換、研究報告会 
  予定日：令和３年３月 
（６）研究発表の機会 

①青少年のための科学の祭典（豊岡市） 
②Science Conference in Hyogo（神戸市） 
③京都大学・神戸大学での発表会 
④世界ジオパーク大会（韓国・済州島） 
⑤他 SSH校課題研究発表会での発表 

３．実施方法を変更して行った事業 
（１） 課題研究（p.40） 

授業開始前に緊急事態宣言に伴う休校とな

った。再開後は例年通りの授業を実施した（休

校分は授業確保できていない）。 

①課題研究Ⅰは学校再開後の開始とした。 

②課題研究Ⅱは Google Classroom で班分けし、

インターネットを介して班ごとに連絡を取り

合い、研究計画を作成した。 

③課題研究Ⅲは自宅で英語の要旨を作成し、

Googleフォームで提出させた。 

（２） サイエンスツアーI（理数科１年）（p.38） 

事前講義、大学研究室での研究体験研修、事

後講義、発表指導、発表会いずれも実施できな

くなった。そこで、目的を「研究の進め方」と

「研究者のロールモデルを作る」ことに変更し、

オンライン講義を実施した。研究体験は「ミニ

課題研究」と「英語での実験」で代替し、ポス

ター発表を行った。 

（３）サイエンスツアーⅡ（理数科２年）（p.38） 

８研究室を訪問しての研修を予定していた

が、いずれも受け入れ不可となった。このうち、

実験機材を本校に運搬したうえで大学教員が

本校に出張しての研修（２つ）と、オンライン

での遠隔実験指導による研修（２つ）の、計４

つを実施した。実験の遠隔研修にあたっては、

実験台ごとに双方向性を損なわずに交信でき

るような接続方法を確立するために試行錯誤

を重ねた。今年度の一つの成果と言える。 

 
４．コロナ禍対応に起因して新たに開発した事業 
（１）発表会の新しい形式の開発 

①豊高アカデミアのハイブリッド型発表会開発

と COVID-19拡大に伴うオンライン開催、大学

生による研究発表で卒業生の活用（p.44） 

②岩手県立盛岡第三高校との課題研究発表交流

会の実施（発表に加え、過程の情報交換に力点

を置くオンライン交流会の開発）（p.43） 

（２）ICT とインターネットを使ったオンデマンド

およびオンラインによる授業（p.31） 

（３）台湾桃園高級中等学校とのオンライン交流 

（４）オンラインでの他 SSH校との情報交換会 
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第第２２章章  研研究究開開発発のの内内容容  

はじめに 新型コロナウイルスに伴い変更した計画 

※日時を変更して実施した事業は記載していない。

１．事業計画の変更（令和２年５月１１日） 
研究項目「ICTを活用したオンライン授業や動

画教材とウェブアンケートを併用した反転学習

についての研究開発」を新たに追加した。 
COVID-19 に伴う臨時休校措置のため、計画し

ていた SSH 事業の多くが実行できなくなった。

特に「専門科目」や「課題研究」、「サイエン

スツアー」など、本校事業の根幹にかかわる部

分が大きく遅れることとなった。ICT を活用し

たオンライン授業等を開発することで、このよ

うな条件下でも研究題目を遂行するとともに、

COVID-19 終息後も活用できる指導方法を開発

することで SSH 事業を深化できるとの仮説を立

て、研究開発に取り組むこととした。 
 

２．COVID-19拡大に伴い中止した事業 

（１）兵庫「咲いテク」五国 SSH連携プログラム（本

校担当分） 
予定日：令和２年４月 25日（土） 
内 容：但馬地方におけるタンポポの分布調査

と花粉採集、観察フィールドワーク 
（２）T-Discovery Tour（探究Ⅰ） 

内 容：但馬地区内約 20社での企業訪問研修 
予定日：令和２年９月９日（水） 

（３）海外研修（p.46） 
  ①英国研修 令和２年８月予定 

内 容：BirdFair2020 での研究発表、伊藤忠欧

州会社訪問し講義受講 
  ②韓国研修 令和２年９月予定（（６）④参照） 
（４）東京大学研修 
  内 容：普通科にも開かれたサイエンスツアー 
  予定日：令和２年 12月 
（５）大阪大学留学生との研修会 
  内 容：留学生との意見交換、研究報告会 
  予定日：令和３年３月 
（６）研究発表の機会 

①青少年のための科学の祭典（豊岡市） 
②Science Conference in Hyogo（神戸市） 
③京都大学・神戸大学での発表会 
④世界ジオパーク大会（韓国・済州島） 
⑤他 SSH校課題研究発表会での発表 

３．実施方法を変更して行った事業 
（１） 課題研究（p.40） 

授業開始前に緊急事態宣言に伴う休校とな

った。再開後は例年通りの授業を実施した（休

校分は授業確保できていない）。 

①課題研究Ⅰは学校再開後の開始とした。 

②課題研究Ⅱは Google Classroom で班分けし、

インターネットを介して班ごとに連絡を取り

合い、研究計画を作成した。 

③課題研究Ⅲは自宅で英語の要旨を作成し、

Googleフォームで提出させた。 

（２） サイエンスツアーI（理数科１年）（p.38） 

事前講義、大学研究室での研究体験研修、事

後講義、発表指導、発表会いずれも実施できな

くなった。そこで、目的を「研究の進め方」と

「研究者のロールモデルを作る」ことに変更し、

オンライン講義を実施した。研究体験は「ミニ

課題研究」と「英語での実験」で代替し、ポス

ター発表を行った。 

（３）サイエンスツアーⅡ（理数科２年）（p.38） 

８研究室を訪問しての研修を予定していた

が、いずれも受け入れ不可となった。このうち、

実験機材を本校に運搬したうえで大学教員が

本校に出張しての研修（２つ）と、オンライン

での遠隔実験指導による研修（２つ）の、計４

つを実施した。実験の遠隔研修にあたっては、

実験台ごとに双方向性を損なわずに交信でき

るような接続方法を確立するために試行錯誤

を重ねた。今年度の一つの成果と言える。 

 
４．コロナ禍対応に起因して新たに開発した事業 
（１）発表会の新しい形式の開発 

①豊高アカデミアのハイブリッド型発表会開発

と COVID-19拡大に伴うオンライン開催、大学

生による研究発表で卒業生の活用（p.44） 

②岩手県立盛岡第三高校との課題研究発表交流

会の実施（発表に加え、過程の情報交換に力点

を置くオンライン交流会の開発）（p.43） 

（２）ICT とインターネットを使ったオンデマンド

およびオンラインによる授業（p.31） 

（３）台湾桃園高級中等学校とのオンライン交流 

（４）オンラインでの他 SSH校との情報交換会 

５．休校期間中の授業体制の構築・ICT活用の研修 
 

（１）経緯 

日 時 内   容 
3/3 学校休業（~16日） 

3/17 登校可能日 
3/19 登校可能日（放送にて終業式） 

4/6 学年別集会 
4/7 登校日 緊緊急急事事態態宣宣言言発発出出 
4/9 一部の授業で QR コードを用いてア

クセスする方式でオンデマンド
（VOD）授業を開始 

4/10 教員研修①② 
「動画配信する際のマナーや心構え」
「You Tube での動画配信」 

4/10 ブログを活用した VOD 方式での動
画配信、教材配信を一部授業で開始 

4/14 登校可能日 
4/15 教員研修③④ 

「クラウドを利用した教材の共有 
パワーポイントによる動画教材作成」 

4/16 教員研修⑤⑥ 
「Zoom を用いた遠隔授業」 
「ブログを活用した教材や VOD授業」 

4/17 ブログを用いた VOD 配信の組織的
実施。全 110 講座のうち 83 講座が
web を用いた自宅学習支援を開始 

4/22 学校が独自に G suite を導入。Google 
Classroom を利用した遠隔授業の準
備を整えた。5/11 を期限に順次ブロ
グから Google Classroomへと移行 

4/27 Zoomによるホームルームの開始 
出石特別支援学校来校。ホームページ
を用いた学習支援の事例紹介した 

5/7 職員研修⑦⑧ 
「Google Classroom を用いた授業の
デザイン」 
「Meet による遠隔双方向授業の仕
方」 
全教員が遠隔授業を開始 

5/11 VOD配信や、ウェブ教材の配信を併
用しつつ、Meetによるオンライン授
業配信開始（２教室から） 
JST に計画変更の届け 
研究項目「ICTを活用したオンライン
授業や動画教材とウェブアンケート
を併用した反転学習についての研究
開発」追加 

5/14 遠隔授業に関する授業アンケート 
5/18 ３番目の配信教室を整備。 
5/19 週２回の登校可能日が設けられた。

（分散登校） 
Meet による遠隔授業、VOD 等によ
るウェブ教材の配信、登校による対面
授業の３つを併用して授業 

5/21 緊急事態宣言解除 
5/22 豊岡市教育委員会より５名来校 

Google Classroom と Meet を併用し
た遠隔授業についての視察と聞き取
り 

6/1 3 年生：通常授業 
１・２年生：分散登校。2週で１週分
の時間割を対面で実施 

6/15 全員登校（短縮授業） 
6/16 通常授業（～2 月末現在） 

 
（２）成果と課題 

４月９日から授業体制を作り始め、１か月足ら

ずで組織的に配信体制を整えることができた。研

究開発・教員研修・成果普及を同時並行で進める

ことができた。学習指導部を中心に開発したノウ

ハウを校内外に同時に波及できたことで、域内各

校への普及に貢献できた。 

オンライン授業では回線の安定性が最も大き

な影響を及ぼすことが、同じ集団に対する２種類

の回線を用いた授業のアンケート結果から明ら

かとなった。映像よりも音声が途切れることに対

する影響の方が大きいこともアンケート結果か

ら分かった。 

通信状況のアンケート結果 
音声について 問題なし 問題あり 
校内整備の県回線 9.1％ 90.9％ 
同窓会回線を臨時借用 46.4％ 53.6％ 

 
映像について 問題なし 問題あり 
校内整備の県回線 10.6％ 89.4％ 
同窓会回線を臨時借用 73.2％ 26.8％ 

同窓会回線は校内に配備できないため、ICT 活用

には校内回線の改善が大前提となる。 

 
（３）反転授業の試行的取り組み 

化学基礎で、VOD で授業を準備し、予習として

視聴し、基本的事項を確認するワークシートを完

成させてから授業（対面）をする反転学習を採用

した（１学期）。予習教材はオンデマンド配信のた

め、脆弱な回線でも問題なく授業が展開できた。

定期考査結果のｔ検定により、学習到達度は、（反

転授業ではない）通常の授業と変わらないことが

確認された（p=0.67）。 

 
＜反転授業に対する生徒の感想＞ 

・オンデマンドだと、わからなくなったところを

再度見たり自分のペースで学習できたりする

ので、この方が勉強しやすい（多数）。 

・他者の質問とその回答が閲覧できるのが良い。 

・動画より普通の授業の方が分かりやすい。 

・分からないときに復習できるので、オンデマン

ドの方が良い。 
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第第２２章章（（１１））授授業業力力向向上上ププロロジジェェククトト  

～～全全教教科科でで行行うう主主体体的的・・対対話話的的でで深深いい学学びびをを重重視視ししたた授授業業とと評評価価のの改改善善～～  

授業研究ユニットなど６つの教員研修プログラム※とその評価 
                                                                                                （※昨年度報告書 p.24参照）

１１．．研研究究仮仮説説 

今年度は以下の仮説に基づいて事業を展開した。 

ア．授業研究ユニット、授業研究会を通してアクテ

ィブ・ラーニングや ICT機器の活用について考え

ることで、全職員がその意義を理解し実践できる

ようになる。 

イ．生徒による授業評価とルーブリック評価の実施

により、PDCA サイクルの構築と指導と評価の一体

化を図ることができる。 

ウ．STEAM カリキュラムの検討及び主体的な課題研

究と人材養成プログラムの融合により、生涯にわ

たり課題を発見し、解決する全人的な力を育むこ

とができる。 

  

２２．．実実践践内内容容 

（１）授業研究ユニットと検討会 

 【ユニットの構成と期間】 

第１回 教科別・６ ９月１４日(月)～１８日(金) 

第２回 混 合・６ １１月１６日(月)～２７日(金) 

第３回 混 合・６ ２月 １日(月)～ ５日(金) 

【内 容】昨年度のものに、ICT 機器の活用を追加 

 

（２）ICT活用に関する校内研修会 

【実施日と内容】p.31を参照。 

 

（３）生徒による授業評価とルーブリック評価 

【期間と評価方法】 

第１回 ９月１４日(月)～３０日(金) アンケート 

第２回 ２月 １日(月)～１２日(金) ルーブリック 

【内 容】 

（授業評価アンケート）昨年度からの継続 

（ルーブリック評価） 

作成したコモンルーブリックを利用。 

ルーブリック評価と成績の相関等を研究し、次

年度に向けての問題点を確認。 

 

（４）STEAM 教育を意識したカリキュラムの検討 

【内 容】 

今年度より兵庫のSTEAM教育実践モデル校に指

定され、令和３年４月開学の芸術文化観光専門

職大学との連携を念頭に探究的学習とリベラ

ルアーツを融合させたカリキュラムの検討を

行った。 

 

３３．．評評価価 

仮説ア（アクティブ・ラーニングと ICT 機器活用） 

公開授業や授業ユニットの有用性については

85.7％の職員が感じており、一定の成果が上がっ

ている。アクティブ・ラーニングや ICT機器の活

用に関しては前向きな意見が多い（91.7％，

94.3％）が、ルーブリック評価に関しては、認知

度も低く肯定的な意見もやや少ない（61.1％）。 

更に職員に浸透させるための工夫が必要である。 

 

仮説イ（授業評価と PDCA サイクルの構築及び指導

と評価の一体化） 

授業評価では、どの項目も昨年度より肯定的な評

価が増加している。これは、授業力向上プロジェ

クトによる全職員の意識向上の成果であると考

える。しかし、指導と評価の一体化も含めて、今

後更に研究し改善していく必要がある。 
  

授業評価で肯定的評価が特に増えた項目 昨年度比 

話し合いや発表・質問の機会の設定 79.3% +13.6% 

プリントや補助教材・ＩＣＴの活用 88.2% +13.5% 

 

授業評価で否定的な意見が多い項目 昨年度比 

目標やねらいの明確化 30.3% -3.9% 

 

ルーブリック評価では、クラスにより自己評価の

違いが見られ、理数科の生徒は自己評価が高い傾

向にあった。また、自己評価と成績の相関につい

ては、ほとんどの教科で相関は見られなかったが、

数学は相関係数が 0.59とやや相関がみられた。 

自己評価と成績の相関を持たせるためには、質問

項目をより具体的にするなど改善が必要である。 

 

 仮説ウ（STEAM カリキュラムの検討） 

次年度より３年の選択科目に学校設定教科

「Cross Over」の科目として「STEAM基礎」（３単

位）を開講することとなった。 

この科目では、情報科・芸術科・英語科・理科・

数学科を中心とする教科横断的授業により、プロ

グラミング的思考力や多元的表現力や情報発信

力等を養う予定である。しかし、校内にこれらの

専門性に長けた教員がおらず、外部講師の人選や

詳細な授業内容の検討など課題は多い。また、経

済産業省「未来の教室」STEAM ライブラリーの活

用も検討中である。  
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第第２２章章（（２２））探探究究・・ササイイエエンンススデディィススカカババリリーー    

～～全全学学科科でで行行うう探探究究型型のの授授業業実実践践～～  

探究Ⅰ （普通科全員を対象とした探究活動） 
・探究の３年間の指導計画は昨年度報告書 p.28に記載。  

単単元元①①  演演劇劇的的手手法法をを用用いいたたココミミュュニニケケーーシショョンン教教育育  

１１．．仮仮説説・・ねねららいい  

 ・昨年度報告書 p.28「２．内容 探究Ⅰ(1年)の単元①ドリームスピーチ」に変えて、本単元を実施した。 

 ・グループで討議し発表するまでの過程を通して、自己の考えを形成し、表現する力を養う。 

 ・演劇的なワークショップを用いて、コミュニケーション能力の向上に資する。 

２２．．つつけけたたいい力力のの目目標標とと結結果果((ルルーーブブリリッックク自自己己評評価価ででＳＳ･･ＡＡをを選選んんだだ生生徒徒のの割割合合((％％))))  

評価 

項目 

①協働し、課題を発見する力 ②実践的な科学的思考力 ③表現力と国際的討議力 

a b c d e a b c d e a b c d e 

目標 ☆☆ ☆☆ ☆☆        ☆☆ ☆ ☆   

R ２ 84.8 63.3 43.7        59.5 50.0 46.8   

３３．．成成果果とと課課題題
 劇団 青年団から講師を招き、演劇的手法を用いた新たな内容を行った。地元豊岡を PR する CM の演劇を

制作する過程で、親睦を深めるとともに、仲間意識も強まるものとなった。また、全員がクラスメートの前

で演劇を発表する経験は、人前で自分の意見を発表する機会となると同時に、様々な表現方法が刺激となり、

学校生活に前向きに取り組む契機ともなった点で、生徒の資質向上に役立ったと考える。 
４４．．実実践践内内容容  

【【  日日  時時  】】①令和２年６月２９日(月) 

       ②令和２年６月３０日(火) 

       ③令和２年７月 １日(水) 

       ④令和２年７月 ２日(木) 

【【  場場  所所  】】和魂百年館 

【【  生生  徒徒  】】1年普通科 160名 

【【  担担  当当  】】第 1学年担任団 学習指導部 

【【  内内  容容  】】  

  各クラス実施日時を分けて、課題に挑戦し、クラス

メートと協働してストーリーを模索し、発表において

は、恥ずかしそうにしながらも、各自が役になりきっ

て効果的な工夫を凝らした CMを完成させた。 
  

単単元元②②  未未来来かかららのの挑挑戦戦状状（（豊豊岡岡市市とと連連携携しし社社会会課課題題をを題題材材ににししたた探探究究活活動動））  

１１．．仮仮説説・・ねねららいい  

昨年度報告書 p.29を参照。H30年度の自己評価は昨年度報告書 p.29に記載。 

２２．．つつけけたたいい力力のの目目標標とと結結果果((ルルーーブブリリッックク自自己己評評価価ででＳＳ･･ＡＡをを選選んんだだ生生徒徒のの割割合合((％％))))  

評価 

項目 

①協働し、課題を発見する力 ②実践的な科学的思考力 ③表現力と国際的討議力 

a b c d e a b c d e a b c d e 

目標 ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆  

R １ 94.7 86.0 62.0 49.3 90.0 66.0 66.0 81.3 70.0 78.0 25.3 52.0 14.0 28.7  

R ２ 92.5 84.3 53.5 35.2 87.4 52.2 52.2 73.6 61.6 67.3 21.4 42.1 6.3 27.0  

３３．．成成果果とと課課題題  

 生徒の変化 

 ・ポスター発表で演劇を用いた発表を行う班が増

えた。演劇的手法を用いたコミュニケーション

教育の成果であると考えられる。 
  昨年度報告書 p.29を参照。  

４４．．実実践践内内容容  

昨年度報告書 p.30を参照。 
【探究テーマ一覧】p.58を参照 

【おわりに】 

企画立案の段階から豊岡市職員の方々には多大

なるご支援を賜りました。御礼申し上げます。 
環境経済課 生活環境課 ハートリーフ推進室 
劇団 青年団 NPO法人かんなべ自然学校 

たじまんま(JAたじま) 地域おこし協力隊(日高) 

NPO法人たけのかぞく ピースライフジャパン 

公立豊岡病院但馬救命救急センター 

 

第第２２章章（（１１））授授業業力力向向上上ププロロジジェェククトト  

～～全全教教科科でで行行うう主主体体的的・・対対話話的的でで深深いい学学びびをを重重視視ししたた授授業業とと評評価価のの改改善善～～  

授業研究ユニットなど６つの教員研修プログラム※とその評価 
                                                                                                （※昨年度報告書 p.24参照）

１１．．研研究究仮仮説説 

今年度は以下の仮説に基づいて事業を展開した。 

ア．授業研究ユニット、授業研究会を通してアクテ

ィブ・ラーニングや ICT機器の活用について考え

ることで、全職員がその意義を理解し実践できる

ようになる。 

イ．生徒による授業評価とルーブリック評価の実施

により、PDCA サイクルの構築と指導と評価の一体

化を図ることができる。 

ウ．STEAM カリキュラムの検討及び主体的な課題研

究と人材養成プログラムの融合により、生涯にわ

たり課題を発見し、解決する全人的な力を育むこ

とができる。 

  

２２．．実実践践内内容容 

（１）授業研究ユニットと検討会 

 【ユニットの構成と期間】 

第１回 教科別・６ ９月１４日(月)～１８日(金) 

第２回 混 合・６ １１月１６日(月)～２７日(金) 

第３回 混 合・６ ２月 １日(月)～ ５日(金) 

【内 容】昨年度のものに、ICT機器の活用を追加 

 

（２）ICT活用に関する校内研修会 

【実施日と内容】p.31を参照。 

 

（３）生徒による授業評価とルーブリック評価 

【期間と評価方法】 

第１回 ９月１４日(月)～３０日(金) アンケート 

第２回 ２月 １日(月)～１２日(金) ルーブリック 

【内 容】 

（授業評価アンケート）昨年度からの継続 

（ルーブリック評価） 

作成したコモンルーブリックを利用。 

ルーブリック評価と成績の相関等を研究し、次

年度に向けての問題点を確認。 

 

（４）STEAM 教育を意識したカリキュラムの検討 

【内 容】 

今年度より兵庫のSTEAM教育実践モデル校に指

定され、令和３年４月開学の芸術文化観光専門

職大学との連携を念頭に探究的学習とリベラ

ルアーツを融合させたカリキュラムの検討を

行った。 

 

３３．．評評価価 

仮説ア（アクティブ・ラーニングと ICT 機器活用） 

公開授業や授業ユニットの有用性については

85.7％の職員が感じており、一定の成果が上がっ

ている。アクティブ・ラーニングや ICT機器の活

用に関しては前向きな意見が多い（91.7％，

94.3％）が、ルーブリック評価に関しては、認知

度も低く肯定的な意見もやや少ない（61.1％）。 

更に職員に浸透させるための工夫が必要である。 

 

仮説イ（授業評価と PDCA サイクルの構築及び指導

と評価の一体化） 

授業評価では、どの項目も昨年度より肯定的な評

価が増加している。これは、授業力向上プロジェ

クトによる全職員の意識向上の成果であると考

える。しかし、指導と評価の一体化も含めて、今

後更に研究し改善していく必要がある。 
  

授業評価で肯定的評価が特に増えた項目 昨年度比 

話し合いや発表・質問の機会の設定 79.3% +13.6% 

プリントや補助教材・ＩＣＴの活用 88.2% +13.5% 

 

授業評価で否定的な意見が多い項目 昨年度比 

目標やねらいの明確化 30.3% -3.9% 

 

ルーブリック評価では、クラスにより自己評価の

違いが見られ、理数科の生徒は自己評価が高い傾

向にあった。また、自己評価と成績の相関につい

ては、ほとんどの教科で相関は見られなかったが、

数学は相関係数が 0.59とやや相関がみられた。 

自己評価と成績の相関を持たせるためには、質問

項目をより具体的にするなど改善が必要である。 

 

 仮説ウ（STEAM カリキュラムの検討） 

次年度より３年の選択科目に学校設定教科

「Cross Over」の科目として「STEAM基礎」（３単

位）を開講することとなった。 

この科目では、情報科・芸術科・英語科・理科・

数学科を中心とする教科横断的授業により、プロ

グラミング的思考力や多元的表現力や情報発信

力等を養う予定である。しかし、校内にこれらの

専門性に長けた教員がおらず、外部講師の人選や

詳細な授業内容の検討など課題は多い。また、経

済産業省「未来の教室」STEAM ライブラリーの活

用も検討中である。  
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第第２２章章（（２２））探探究究・・ササイイエエンンススデディィススカカババリリーー  

～～全全学学科科でで行行うう探探究究型型のの授授業業実実践践～～  

探究Ⅱ(普通科全員を対象とした探究活動) 

 
１１．．仮仮説説・・ねねららいい  

・理数科で培った課題研究の手法をいかし、全生徒が探究活動を行うことで、課題を発見し解決する力を身

につけるとともに、探究活動を通して論理的な思考力、判断力、わかりやすく伝える力を涵養する。 
・結果をまとめ、発表するまでの過程を通して主体的に粘り強く取り組む姿勢を養い、班員をはじめとする

様々な支援者との対話を通して自らの考えやものの見方を深める。 
・探究活動を経験することで、探究の手法を学び、文理を融合した興味・関心を育成する。 

２２．．年年間間指指導導計計画画 
 内 容 
１学期 
 探究活動を行うための準備 
 ・グループ分け 
 ・リサーチクエスチョン設定 
 ・研究計画書 

「テーマ設定グループワーク」をもとに、テーマごとにグループを編

成した。グループ毎に一人の教員を配置した。グループメンバーでの

対話を経て、いくつかのリサーチクエスチョンを設定し、研究班とし

た。今年度は 51の研究班が探究活動を行った。 

２学期 
 探究活動 
 中間発表会 
発表資料作成 

 ・ポスター作成 

リサーチクエスチョンに基づいて探究活動を実施した。 
授業時間内に学校外での調査ができる日を一斉に設定し、バスを手

配して校外活動を行った。 
中間発表会を実施し、活動の進捗を図った。ポスター作成にかかる時

間を予測し、10月頃から発表資料作成を意識しながら指導した。 
３学期 
 探究活動の発表と共有 
 ・ポスター（全員） 
 ・口頭発表（代表） 
 ・全校発表会 豊高アカデミア 

１．２年生全員によるポスター発表会    １２月２３日（水） 
  ・51班すべてがポスター発表を行い、代表班８班を選出した。 
２．代表班による口頭発表会（学年発表会）  １月２１日（木） 
３．全校発表会「豊高アカデミア」での発表  ２月 ６日（土） 
  ・口頭発表１班 ポスター展示８班 

３３．．つつけけたたいい力力のの目目標標とと結結果果((ルルーーブブリリッックク自自己己評評価価ででＳＳ･･ＡＡをを選選んんだだ生生徒徒のの割割合合((％％))))  

評価 

項目 

①協働し、課題を発見する力 ②実践的な科学的思考力 ③表現力と国際的討議力 

a b c d e a b c d e a b c d e 

目標 ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆  

R 1 92.8     86.4 69.5 48.9 87.1 56.0 67.9 82.9 80.0 82.9 37.9 50.4 56.0 48.2  

R 2 87.3 80.4 57.0 45.6 88.0 58.2 66.5 88.0 84.0 74.7 34.2 42.4 41.8 48.1  

４４．．成成果果とと課課題題

 生徒の変化（成果） 

 ・４、５月の臨時休校で、ゆとりを持って活動でき

ず、多くの項目で昨年度を下回る自己評価となっ

た。指導教員・生徒がともに「探究ノート」を用

いて活動を進めたことで、全体の指導レベルも担

保され、明確な指針の下で計画性をもって意欲的

に活動できた。 
 ・ルーブリック自己評価の結果から、データを分析・

統合する力（②c）、仮説を立てる力（②d）が向上

している。昨年の課題であった情報処理能力の向

上に加え、効率良く課題を解決する力が身につい

たといえる。 
 ・今年度は 10月に「中間発表会」を実施した。これ

により、生徒自身が探究活動の方向性を確認し、

解決すべき課題の明確化を図るとともにポスタ

ー制作への意識を高めることができた。 
・今年度は学年口頭発表会とアカデミアがオンラ

インでの実施となったことで、ICT を用いたプレ

ゼンテーション能力も大きく向上した。 
 今今後後のの課課題題  

・今年度は COVID-19の影響で、外部機関や事業所

への訪問が難しかったため、このような状況に対

応し得るようオンラインでの聞き取り調査を含

めた校内における調査手法を検討する。 
・質疑の数は増えたものの、それぞれのやりとりが

１回にとどまり、議論を深めるに至っていない。 
・オンラインなどの多様な発表形態にも対応で

きるように ICT を活用した手法も習得する。 
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第第２２章章（（２２））探探究究・・ササイイエエンンススデディィススカカババリリーー    

～～全全学学科科でで行行うう探探究究型型のの授授業業実実践践～～  

教科横断授業 （１）Cross Over ProgramⅠ 

１１．．仮仮説説・・ねねららいい  

 ・グループで討議し発表するまでの過程を通して、自己の考えを形成し、表現する力を養う。 

 ・演劇的なワークショップを用いて、表現力と国際的討議力の向上に資する。 

２２．．つつけけたたいい力力のの目目標標とと結結果果((ルルーーブブリリッックク自自己己評評価価ででＳＳ･･ＡＡをを選選んんだだ生生徒徒のの割割合合((％％))))  

評価 

項目 

①協働し、課題を発見する力 ②実践的な科学的思考力 ③表現力と国際的討議力 

a b c d e a b c d e a b c d e 

目標 ☆☆ ☆☆  ☆☆       ☆☆  ☆ ☆☆  

３３．．成成果果とと課課題題  
 本校においてSTEAM教育Aを芸術と教養ととらえ、

演劇的手法を用いた表現力の育成や国際性の育成

に重点を置いている。それに伴い、内容を今年度か

ら STEAM 教育の Aを意識した内容に変更した。 

４４．．実実践践内内容容  
【【  日日  時時  】】令和２年 12月 15日（火）２～４校時 

【【  場場  所所  】】豊岡高校 STEAMルーム 
 

【【  生生  徒徒  】】１年理数科 28名 
【【外外部部講講師師】】大阪大学 平田 オリザ 特任教授 
【【  題題  目目  】】「これから求められる新しい学力とは何か」 
【【  内内  容容  】】  

 歴史や文化の多様性および諸外国のコミュニケ

ーションマナーについて学んだ。また、寸劇をとお

して他者理解についても学んだ。この授業は、県内

の公開授業とし、ライブ配信も行った(12校 19名

参加) (16校 23名視聴)。 

教科横断授業 （２）Cross Over ProgramⅡ 

１１．．仮仮説説・・ねねららいい  

 昨年度報告書 p.35 を参照。 
２２．．つつけけたたいい力力のの目目標標とと結結果果((ルルーーブブリリッックク自自己己評評価価ででＳＳ･･ＡＡをを選選んんだだ生生徒徒のの割割合合((％％))))  

評価 

項目 

①協働し、課題を発見する力 ②実践的な科学的思考力 ③表現力と国際的討議力 

a b c d e a b c d e a b c d e 

目標 ☆☆   ☆      ☆   ☆☆   

R １ 100   25.0      25.0   50.0   

R ２ 100   71.4      57.1   57.1   

３３．．成成果果とと課課題題  
・ルーブリック自己評価は、昨年度と比較して向

上した。特に、論文にまとめる力(②ｅ)は、大幅

に向上した。このことは毎時間、授業内容をまと

め、発表させたことが大きな要因だと考えられる。 

・平田オリザ氏の特別授業や、LEGO マインドスト

ームを用いたプログラミングを実施することで、

自 己表現力の育成やプログラミング的思考力

の向上を図ることができた。 

・教科横断型の授業を展開できたが、教師主体で

あったため、生徒が主体的に取り組めたかという

視点では課題が残った。 

４４．．実実践践内内容容  

【【  科科目目名名  】】Cross Over ProgramⅡ 
【【  単単位位数数  】】２単位（週２時間） 
【【  生生  徒徒  】】３年生文系選択生徒 11 名 
【【  担担  当当  】】教員３名（国語科・地歴公民科・理科） 

【【外外部部講講師師】】大阪大学 平田 オリザ 特任教授 
【【  内内  容容  】】 

学期 分野 内容 

1学期 

国語分野 ･課題文の読解等の基礎学習 

社会分野 ･思想、哲学や宗教についての発表 

理科分野 ･SDGsや AIについて学習と議論 

1学期末考査（国 70点／社 15点／理 15点） 

2･3学

期 

国語分野 ･小論文、資料の読取、課題文要約 

社会分野 

･プラトンとアリストテレス 

･「仏教における輪廻思想」について 

･社会問題について意見交換 

理科分野 ･コンピュータを用いた発表 

平田先生 

特別授業 

･コミュニケーションワークショップ 

･異文化理解 

･台詞の行間を読み、表現する 

2学期末考査（国 70点／社 15点／理 15点） 

 

第第２２章章（（２２））探探究究・・ササイイエエンンススデディィススカカババリリーー  

～～全全学学科科でで行行うう探探究究型型のの授授業業実実践践～～  

探究Ⅱ(普通科全員を対象とした探究活動) 

 
１１．．仮仮説説・・ねねららいい  

・理数科で培った課題研究の手法をいかし、全生徒が探究活動を行うことで、課題を発見し解決する力を身

につけるとともに、探究活動を通して論理的な思考力、判断力、わかりやすく伝える力を涵養する。 
・結果をまとめ、発表するまでの過程を通して主体的に粘り強く取り組む姿勢を養い、班員をはじめとする

様々な支援者との対話を通して自らの考えやものの見方を深める。 
・探究活動を経験することで、探究の手法を学び、文理を融合した興味・関心を育成する。 

２２．．年年間間指指導導計計画画 
 内 容 
１学期 
 探究活動を行うための準備 
 ・グループ分け 
 ・リサーチクエスチョン設定 
 ・研究計画書 

「テーマ設定グループワーク」をもとに、テーマごとにグループを編

成した。グループ毎に一人の教員を配置した。グループメンバーでの

対話を経て、いくつかのリサーチクエスチョンを設定し、研究班とし

た。今年度は 51の研究班が探究活動を行った。 

２学期 
 探究活動 
 中間発表会 
発表資料作成 

 ・ポスター作成 

リサーチクエスチョンに基づいて探究活動を実施した。 
授業時間内に学校外での調査ができる日を一斉に設定し、バスを手

配して校外活動を行った。 
中間発表会を実施し、活動の進捗を図った。ポスター作成にかかる時

間を予測し、10月頃から発表資料作成を意識しながら指導した。 
３学期 
 探究活動の発表と共有 
 ・ポスター（全員） 
 ・口頭発表（代表） 
 ・全校発表会 豊高アカデミア 

１．２年生全員によるポスター発表会    １２月２３日（水） 
  ・51班すべてがポスター発表を行い、代表班８班を選出した。 
２．代表班による口頭発表会（学年発表会）  １月２１日（木） 
３．全校発表会「豊高アカデミア」での発表  ２月 ６日（土） 
  ・口頭発表１班 ポスター展示８班 

３３．．つつけけたたいい力力のの目目標標とと結結果果((ルルーーブブリリッックク自自己己評評価価ででＳＳ･･ＡＡをを選選んんだだ生生徒徒のの割割合合((％％))))  

評価 

項目 

①協働し、課題を発見する力 ②実践的な科学的思考力 ③表現力と国際的討議力 

a b c d e a b c d e a b c d e 

目標 ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆  

R 1 92.8     86.4 69.5 48.9 87.1 56.0 67.9 82.9 80.0 82.9 37.9 50.4 56.0 48.2  

R 2 87.3 80.4 57.0 45.6 88.0 58.2 66.5 88.0 84.0 74.7 34.2 42.4 41.8 48.1  

４４．．成成果果とと課課題題

 生徒の変化（成果） 

 ・４、５月の臨時休校で、ゆとりを持って活動でき

ず、多くの項目で昨年度を下回る自己評価となっ

た。指導教員・生徒がともに「探究ノート」を用

いて活動を進めたことで、全体の指導レベルも担

保され、明確な指針の下で計画性をもって意欲的

に活動できた。 
 ・ルーブリック自己評価の結果から、データを分析・

統合する力（②c）、仮説を立てる力（②d）が向上

している。昨年の課題であった情報処理能力の向

上に加え、効率良く課題を解決する力が身につい

たといえる。 
 ・今年度は 10月に「中間発表会」を実施した。これ

により、生徒自身が探究活動の方向性を確認し、

解決すべき課題の明確化を図るとともにポスタ

ー制作への意識を高めることができた。 
・今年度は学年口頭発表会とアカデミアがオンラ

インでの実施となったことで、ICT を用いたプレ

ゼンテーション能力も大きく向上した。 
 今今後後のの課課題題  

・今年度は COVID-19の影響で、外部機関や事業所

への訪問が難しかったため、このような状況に対

応し得るようオンラインでの聞き取り調査を含

めた校内における調査手法を検討する。 
・質疑の数は増えたものの、それぞれのやりとりが

１回にとどまり、議論を深めるに至っていない。 
・オンラインなどの多様な発表形態にも対応で

きるように ICT を活用した手法も習得する。 
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第第２２章章（（２２））探探究究・・ササイイエエンンススデディィススカカババリリーー  

～～全全学学科科でで行行うう探探究究型型のの授授業業実実践践～～  

STEAM 教育事業 

 本年度より、兵庫県教育委員会より STEAM教育実践モデル校に指定され、今までの SSH事業をさらに深化

させるべく、STEAM 教育に取り組んでいる。本校の特徴は、STEAM 教育の A を「芸術と教養」ととらえ、「情

報プログラミング」「自己表現力の育成」「教養の深化」を３本の柱に取り組んでいる点である。 

 特に、「自己表現力の育成」と「教養の深化」においては、外部人材を活用し、演劇的手法を用いた方法に

より自己表現力や合意形成力および多様性への理解を深めている。 

 今年度は、初年度ということもあり、講演会やイベント的な事業が多かったが、来年度以降は、学校設定

科目「STEAM基礎」を設置し、年間を通して体系的に実施していく予定である。 

  

（（１１））講講演演会会  

ねねららいい  

 ・STEAM 教育や SDGs に関する講演会を聞くことで、視点を変え、生徒の「気づき」を促す。 
 ・「情報を正確に読み解き、対話する力」、「科学的に思考し、吟味して活用する力」、「価値を見つけ出す感

性と力、好奇心・探究心」の育成に資する。 
実実践践内内容容  

実施日 外部講師 内容 参加生徒 

9/11 兵庫県教育委員 牧村 実 氏 
テクノロジーで切り拓く未来～困難

を乗り越え、頂点を目指した挑戦～ 
67 名 

12/18 福知山公立大学情報学部 山本 吉伸 教授 人工知能を理解する 31 名 

2/6 大阪大学大学院基礎工学研究科 石黒 浩 教授 アバターと未来社会 386 名 

2/6 大阪大学 平田 オリザ 特任教授 
なぜロボット演劇か 

～芸術と科学の融合～ 
386 名 

2/18 
姫路女学院高等学校学園長 山田 基靖 氏 

            (気象警報発令により中止) 

繋がる世界：持続可能な社会の担い

手に求められる視座とは 
30 名 

 
（（２２））豊豊高高 SSTTEEAAMM キキッッズズフフェェスス  

【 日 時 】令和２年９月 26 日（土） 
【 場 所 】STEAM ルーム、小体育館、化学講義室、生物講義室 
【 内 容 】 

 本イベントは、小学生に STEAM 教育の柱となるプログラミング的思考の一端に触れてもらうことを目的

として開催した。当日は雨天にも関わらず、近隣の小中学生が約 80 名参加した。設置したコーナーは、「ロ

ボットプログラミング」「生物実験」「化学実験」「ドローン操縦」「人型ロボットとの交流」である。 

子どもたちは、高校生スタッフから指導を受け、興奮しながらも真剣な様子で各実験に挑戦していた。

人型ロボットとコミュニケーションをしたり、ドローンの操縦体験をしたりと、普段ではできない経験に

歓声を上げていた。 

運営にあたり、本校の１、２年生を対象にスタッフとして参加者を募った。本校生にとっては COVID-19

の影響で例年の算数教室などの小学生との交流イベントが取りやめとなっており、貴重な交流の機会となった。 
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第第２２章章（（３３））ササイイエエンンススリリササーーチチ  

～～高高度度でで実実践践的的なな専専門門性性ににつつななががるる科科学学的的思思考考力力をを育育成成すするるププロロググララムム～～  

学校設定科目・カリキュラムの工夫・課外授業 

  

１１．．学学校校設設定定教教科科・・科科目目一一覧覧  

教科名 科目名 対象 単位数 概  要 

理科 課題研究基礎 
理数科 
１年 

１ 

課題研究をより充実させるため、長期休業中などに集中的

に実施する。大学での研究体験研修で研究手法を学んだ

り、校外での行事の運営、発表を行ったりすることで対話

力と発表する力を養う。 

理科 課題研究実践 
理数科 
２年 

１ 

課題研究の研究テーマや自らの興味関心に基づいて、課題

研究基礎の内容をより実践的に行い、課題研究を補完す

る。研究の進め方や倫理、発表の仕方など、課題研究に必

要な項目を実践的に学ぶ。 

情報 数理情報 
理数科

２年 
１ 

発表の仕方や資料の作り方・情報モラルをより発展的に学

ぶ。また、プログラミングの授業を充実し、STEAM 教育の

指導コンテンツを開発する。 

理科 理科探究 
普通科

３年 
３ 

普通科文系３年生を対象に選択授業として設置した。化学

基礎と生物基礎での学習項目を科目横断的に深め、より発

展的に学ぶ。探究的な実験実習も行う。 

Cross 

Over 

Cross Over 

ProgramⅡ 

普通科

３年 
２ 

国語、地歴公民、理科、英語科が連携し、生命倫理などの

テーマで教科横断による授業を行う。演劇的手法を用いた

コミュニケーション能力の育成を図る授業も行い、教科の

授業への手法の普及を図る。 
 
２２．．実実践践内内容容  

＜１学年＞ 

①「課題研究基礎」（１単位 全 35時間） 
計画は昨年度報告書ｐ.33記載の通り。COVID-

19 に伴い校外研修がすべて実施できなくなっ

たため、事業目的を p.38記載のように変更し、

下記授業を実施した。休校に伴い、35時間の授

業時間は確保できていない。 

内 容 時数 
課題研究Ⅰ 英語で科学実験の発表資料

（ポスター）作成 
11 

甲南大学出張講義 1) 2 
甲南大学出張講義事後学習 2 
課題研究Ⅰ発表資料作成（ポスター） 5 
課題研究Ⅱ発表会見学 2 
1) 甲南大学教授 甲元 一也氏 
評価方法：ポートフォリオ、発表や取り組みへ

の態度、ルーブリック評価 
＜２学年＞ 

①「課題研究実践」（１単位 全 35時間） 

昨年度報告書 p.33記載の計画通り実施できた。

サイエンスツアーは変更を余儀なくされたが、

オンラインを活用して実施した。（p.９,38,39

参照） 
②「数理情報」 
今年度はプログラミング学習を取り入れ、

STEAM教育充実を図った。開発した教材を基に、

文系対象の Cross Over ProgramⅡを開発した。 

＜３学年＞ 

① 教科「Cross Over」 
評価方法：定期考査、課題考査、小テスト、

提出課題、学習態度など 
実施内容は p.35に記載。 

 
３３．．成成果果とと課課題題 

「課題研究基礎」や「課題研究実践」における大学

の研究室での研修の効果の高さは、卒業生アンケート

に如実に表れている。今年度は現地での研修ができな

かったが、オンライン環境下でも充実した研修ができ

たことが自己評価の数値や生徒の感想に表れていた。 
生徒の感想：とても楽しく学びの多い時間だった。 
実際に２日間大学に行って研修をしたかった。 

 

第第２２章章（（２２））探探究究・・ササイイエエンンススデディィススカカババリリーー  

～～全全学学科科でで行行うう探探究究型型のの授授業業実実践践～～  

STEAM 教育事業 

 本年度より、兵庫県教育委員会より STEAM教育実践モデル校に指定され、今までの SSH事業をさらに深化

させるべく、STEAM 教育に取り組んでいる。本校の特徴は、STEAM 教育の A を「芸術と教養」ととらえ、「情

報プログラミング」「自己表現力の育成」「教養の深化」を３本の柱に取り組んでいる点である。 

 特に、「自己表現力の育成」と「教養の深化」においては、外部人材を活用し、演劇的手法を用いた方法に

より自己表現力や合意形成力および多様性への理解を深めている。 

 今年度は、初年度ということもあり、講演会やイベント的な事業が多かったが、来年度以降は、学校設定

科目「STEAM基礎」を設置し、年間を通して体系的に実施していく予定である。 

  

（（１１））講講演演会会  

ねねららいい  

 ・STEAM 教育や SDGs に関する講演会を聞くことで、視点を変え、生徒の「気づき」を促す。 
 ・「情報を正確に読み解き、対話する力」、「科学的に思考し、吟味して活用する力」、「価値を見つけ出す感

性と力、好奇心・探究心」の育成に資する。 
実実践践内内容容  

実施日 外部講師 内容 参加生徒 

9/11 兵庫県教育委員 牧村 実 氏 
テクノロジーで切り拓く未来～困難

を乗り越え、頂点を目指した挑戦～ 
67 名 

12/18 福知山公立大学情報学部 山本 吉伸 教授 人工知能を理解する 31 名 

2/6 大阪大学大学院基礎工学研究科 石黒 浩 教授 アバターと未来社会 386 名 

2/6 大阪大学 平田 オリザ 特任教授 
なぜロボット演劇か 

～芸術と科学の融合～ 
386 名 

2/18 
姫路女学院高等学校学園長 山田 基靖 氏 

            (気象警報発令により中止) 

繋がる世界：持続可能な社会の担い

手に求められる視座とは 
30 名 

 
（（２２））豊豊高高 SSTTEEAAMM キキッッズズフフェェスス  

【 日 時 】令和２年９月 26 日（土） 
【 場 所 】STEAM ルーム、小体育館、化学講義室、生物講義室 
【 内 容 】 

 本イベントは、小学生に STEAM 教育の柱となるプログラミング的思考の一端に触れてもらうことを目的

として開催した。当日は雨天にも関わらず、近隣の小中学生が約 80 名参加した。設置したコーナーは、「ロ

ボットプログラミング」「生物実験」「化学実験」「ドローン操縦」「人型ロボットとの交流」である。 

子どもたちは、高校生スタッフから指導を受け、興奮しながらも真剣な様子で各実験に挑戦していた。

人型ロボットとコミュニケーションをしたり、ドローンの操縦体験をしたりと、普段ではできない経験に

歓声を上げていた。 

運営にあたり、本校の１、２年生を対象にスタッフとして参加者を募った。本校生にとっては COVID-19

の影響で例年の算数教室などの小学生との交流イベントが取りやめとなっており、貴重な交流の機会となった。 
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第第２２章章（（３３））ササイイエエンンススリリササーーチチ  

～～高高度度でで実実践践的的なな専専門門性性ににつつななががるる科科学学的的思思考考力力をを育育成成すするるププロロググララムム～～  

サイエンスツアーⅠ 

 
１１．．仮仮説説・・ねねららいい（（計計画画時時））  

・実験内容を理解した上で考察することで、未知なる結果をいかに応用できるかを考える力が涵養される。 
・発表技術が向上し、課題研究などと相乗的に発表能力や課題解決能力が養える。 
・ポスター発表→指導→ポスター修正→ポスター発表の手順を踏むことで、より経験的に発表力を高める。 

２２．．つつけけたたいい力力のの目目標標とと結結果果((ルルーーブブリリッックク自自己己評評価価ででＳＳ･･ＡＡをを選選んんだだ生生徒徒のの割割合合((％％))))  

評価 

項目 

①協働し、課題を発見する力 ②実践的な科学的思考力 ③表現力と国際的討議力 

a b c d e a b c d e a b c d e 

目標 ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆  ☆☆   ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆  

R 1 97.5 70.0 65.0 82.5 90.0 67.5  87.5   47.5 90.0 42.5 62.5  

R 2 大学での研修が実施できなかったため、ルーブリック評価は行っていない。 

３３．．成成果果とと課課題題 

・大学の実験室で大学生 TA と意見交換しながら行

う研修の効果の高さは、卒業生アンケートに表れ

ている。しかし、COVID-19に伴って事前講義、大

学研究室での研究体験研修、事後講義、発表会、

発表指導いずれも実施できなくなった。そこで、

事業目的を「研究の進め方」と「研究者のロール

モデルを作る」ことに変更し、オンライン講義を

行った。 

・大学での研修をまとめたポスターセッションがで

きなかったことが、年度末の課題研究Ⅰ発表会に

おけるミニ課題研究のポスター作成に影響し、ポ

スター作成、修正ともに例年以上に時間を要した。 

 
ポスター発表の機会が作れなかったことが次年度

の課題研究Ⅱにどのような影響を及ぼすか心配

される。 
４４．．実実践践内内容容 
【【  日日  時時  】】令和２年９月 16日（水） 
【【  場場  所所  】】豊岡高校 化学実験室 
【【  対対  象象  】】１年理数科 28名 
【【外外部部講講師師】】  

甲南大学フロンティアサイエンス学部 

甲元 一也 教授  
【【  内内  容容  】】オンライン講義「確認実験と研究実

験の違い、研究者になるために」

 

サイエンスツアーⅡ (東北大、神戸大、鳥取大) 

 
１１．．仮仮説説・・ねねららいい  

・大学の研究室を実際に訪れ研究活動を体験することで、高度で実践的な科学的思考力が身につく。 
・探究型学習を行うことで、生徒の勉学に対するモチベーションが高まり、自ら学ぶ姿勢が身につく。 
・科学分野の視野を広げることで、高校での学習と大学進学後のより高度な学習との連続性に気付かせる。 

２２．．つつけけたたいい力力のの目目標標とと結結果果((ルルーーブブリリッックク自自己己評評価価ででＳＳ･･ＡＡをを選選んんだだ生生徒徒のの割割合合((％％))))  

評価 

項目 

①協働し、課題を発見する力 ②実践的な科学的思考力 ③表現力と国際的討議力 

a b c d e a b c d e a b c d e 

目標 ☆☆ ☆☆ ☆ ☆ ☆ ☆☆  ☆☆    ☆ ☆   

H29 85.0 55.0 20.0 42.5 65.0 27.5  60.0    25.0 40.0   

H30 92.1 68.4 39.5 39.5 81.6 39.5  57.9    60.5 44.7   

R 1 94.7 76.3 39.5 55.3 81.6 42.1  73.7    55.3 63.2   

R 2 87.2 87.2 56.4 43.6 79.5 33.3  69.2    - -   
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第第２２章章（（３３））ササイイエエンンススリリササーーチチ  

～～高高度度でで実実践践的的なな専専門門性性ににつつななががるる科科学学的的思思考考力力をを育育成成すするるププロロググララムム～～  

サイエンスツアーⅠ 

 
１１．．仮仮説説・・ねねららいい（（計計画画時時））  

・実験内容を理解した上で考察することで、未知なる結果をいかに応用できるかを考える力が涵養される。 
・発表技術が向上し、課題研究などと相乗的に発表能力や課題解決能力が養える。 
・ポスター発表→指導→ポスター修正→ポスター発表の手順を踏むことで、より経験的に発表力を高める。 

２２．．つつけけたたいい力力のの目目標標とと結結果果((ルルーーブブリリッックク自自己己評評価価ででＳＳ･･ＡＡをを選選んんだだ生生徒徒のの割割合合((％％))))  

評価 

項目 

①協働し、課題を発見する力 ②実践的な科学的思考力 ③表現力と国際的討議力 

a b c d e a b c d e a b c d e 

目標 ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆  ☆☆   ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆  

R 1 97.5 70.0 65.0 82.5 90.0 67.5  87.5   47.5 90.0 42.5 62.5  

R 2 大学での研修が実施できなかったため、ルーブリック評価は行っていない。 

３３．．成成果果とと課課題題 

・大学の実験室で大学生 TA と意見交換しながら行

う研修の効果の高さは、卒業生アンケートに表れ

ている。しかし、COVID-19に伴って事前講義、大

学研究室での研究体験研修、事後講義、発表会、

発表指導いずれも実施できなくなった。そこで、

事業目的を「研究の進め方」と「研究者のロール

モデルを作る」ことに変更し、オンライン講義を

行った。 

・大学での研修をまとめたポスターセッションがで

きなかったことが、年度末の課題研究Ⅰ発表会に

おけるミニ課題研究のポスター作成に影響し、ポ

スター作成、修正ともに例年以上に時間を要した。 

 
ポスター発表の機会が作れなかったことが次年度

の課題研究Ⅱにどのような影響を及ぼすか心配

される。 
４４．．実実践践内内容容 
【【  日日  時時  】】令和２年９月 16日（水） 
【【  場場  所所  】】豊岡高校 化学実験室 
【【  対対  象象  】】１年理数科 28名 
【【外外部部講講師師】】  

甲南大学フロンティアサイエンス学部 

甲元 一也 教授  
【【  内内  容容  】】オンライン講義「確認実験と研究実

験の違い、研究者になるために」

 

サイエンスツアーⅡ (東北大、神戸大、鳥取大) 

 
１１．．仮仮説説・・ねねららいい  

・大学の研究室を実際に訪れ研究活動を体験することで、高度で実践的な科学的思考力が身につく。 
・探究型学習を行うことで、生徒の勉学に対するモチベーションが高まり、自ら学ぶ姿勢が身につく。 
・科学分野の視野を広げることで、高校での学習と大学進学後のより高度な学習との連続性に気付かせる。 

２２．．つつけけたたいい力力のの目目標標とと結結果果((ルルーーブブリリッックク自自己己評評価価ででＳＳ･･ＡＡをを選選んんだだ生生徒徒のの割割合合((％％))))  

評価 

項目 

①協働し、課題を発見する力 ②実践的な科学的思考力 ③表現力と国際的討議力 

a b c d e a b c d e a b c d e 

目標 ☆☆ ☆☆ ☆ ☆ ☆ ☆☆  ☆☆    ☆ ☆   

H29 85.0 55.0 20.0 42.5 65.0 27.5  60.0    25.0 40.0   

H30 92.1 68.4 39.5 39.5 81.6 39.5  57.9    60.5 44.7   

R 1 94.7 76.3 39.5 55.3 81.6 42.1  73.7    55.3 63.2   

R 2 87.2 87.2 56.4 43.6 79.5 33.3  69.2    - -   

３３．．成成果果とと課課題題  

（１）８研究室を訪問しての研修を予定していたが、

COVID-19 に伴い大学の研究室での研修ができな

くなった。そこで、今年度は「大学教員による出

前研修」と、「遠隔指導によるオンライン実験研

修」の２パターンで４つの研修を実施した。高校

では対応できない機材や試薬は大学から輸送し

て実施した。実験の遠隔研修にあたっては、実験

台ごとに双方向性を損なわずに交信できるよう

な接続方法を確立するために試行錯誤を重ねた。

今年度の成果の一つといえる（p.９-10参照）。 

 

（２）オンライン実施による成果 
①理数科で開発した教材の普通科文系への展開 
東北大学菅研究室のサイエンスツアーは試薬

等を豊岡高校に輸送し、オンラインで行った。そ

れに伴い、例年 TA が行っていた事前準備の一部

を高校教員が代行した。また、遠隔での指導とな

るため、通常より時間をかけて丁寧に指導案のす

り合わせを行った。高校教員が例年より多くの部

分に関与したことで、理数科生徒対象の高度な研

修に加えて、文系の探究的な授業への応用が見い

だせた。教材を開発し、文系生徒向けに授業を実

施した。先端的な高度な内容であったが、生徒の

事後の評価はまずまずであった。相対的に理数科

目への関心が低い集団であっても、授業内容を工

夫すれば６～８割の生徒が理解でき、８割程度の

生徒の興味

関心を喚起

できること 

 
が分かった。

また、理数

科と同じ尺

度でルーブ

リック評価

（授業アン

ケートの一

部として実

施）したところ、理数科よりも肯定的評価が多か

った。これは、種々の SSH事業を経験した理数科

と、本格的な研究体験を初めて体験して新鮮な驚

きを得た普通科との差が出たためと分析できる。 
 
②教員・生徒双方の ICT活用リテラシーの向上 

p.９記載のように、実験台ごとにカメラを設置

しての遠隔実験指導にあたっては機材の接続な

どにかなり試行錯誤した。一方、生徒もインター

ネットを介して通信する際にどのようなことに

気を付けるべきか等を、体験を通じて学ぶことが

できた。この経験の蓄積は、豊高アカデミア（p.44）

における急な全面オンライン実施への対応を可

能とする原動力となった。また、サイエンスツア

ーの遠隔実験指導の開発を通じて、先進校視察、

卒業生の活用、海外の高校との出会いと交流、東

京大学学生との研究協議、質疑応答に重点を置い

た新たな課題研究発表会の開発など様々なこと

がオンラインでできるようになり、種々の事業へ

つなげることができた。 

 
４４．．実実践践内内容容  （※対象：理数科２年全員）  

実施日 大学 研究室 指導教授 実験の内容 参加生徒 

9/12 東北大学大学院 生命科学研究科 渡辺 正夫 教授 バナナから DNAをとってみよう！ １０名 

9/19 鳥取大学大学院 工学研究科 伊福 伸介 教授 巨大な分子「高分子」の魅力 ８名 

9/20 神戸大学大学院 人間発達環境学研究科 伊藤 真之 教授 Ｘ線天文衛星による観測データの分析 １１名 

12/12 東北大学大学院 工学研究科 菅 恵嗣 准教授 色が変わる分子集合体の作製と利用 １０名 

 

普通科にも開かれたサイエンスツアー (東京大学・兵庫県立人と自然の博物館) 

１．東京大学研修：COVID-19に伴い中止（計画：12月） 
２．兵庫県立人と自然の博物館研修 ３月６日（土）予定 
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第第２２章章（（３３））ササイイエエンンススリリササーーチチ  

～～高高度度でで実実践践的的なな専専門門性性ににつつななががるる科科学学的的思思考考力力をを育育成成すするるププロロググララムム～～  

課題研究 

 
１１．．仮仮説説・・ねねららいい  

・課題研究Ⅱの班分けを昨年度より早くすることで、探究活動の時間を確保でき、質的向上が望める。 
・課題研究Ⅰの内容を再構築し、データ処理に関する時間を充実させることで、次年度（R３年度）の課題

研究Ⅱをより効率的に進めることができる。 
・その他の仮説、ねらいは昨年度報告書ｐ.40に記載。 

  

２２．．つつけけたたいい力力のの目目標標とと結結果果((ルルーーブブリリッックク自自己己評評価価ででＳＳ･･ＡＡをを選選んんだだ生生徒徒のの割割合合((％％))))  課課題題研研究究ⅡⅡ  

評価 

項目 

①協働し、課題を発見する力 ②実践的な科学的思考力 ③表現力と国際的討議力 

a b c d e a b c d e a b c d e 

目標 ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆  

H29 86.1 80.6 63.9 61.1 83.3 55.6 63.9 75.0 69.4 72.2 36.1 75.0 27.8 30.6  

H30 89.7 84.6 69.2 51.3 79.5 56.4 66.7 82.1 89.7 79.5 38.5 71.8 23.1 33.3  

R 1 82.1 82.1 79.5 71.8 87.2 53.8 79.5 79.5 84.6 66.7 71.8 64.1 79.5 59.0  

R 2 92.3 94.9 82.1 71.8 89.7 76.9 82.1 92.3 92.3 84.6 63.2 78.9 73.7 55.3  

  

３３．．実実践践内内容容  

（p.７にフロー図示す） 

 

（１）課題研究Ⅰ（月曜６校時） 

 内 容 

１学期 オリエンテーション（学校再開後） 

Dream Speech（COVID-19で中止） 

ミニ課題研究：英語で科学実験Ⅰ（新設） 

２学期 ミニ課題研究：英語で科学実験Ⅱ 

ミニ課題研究：データ処理の仕方 

３学期 先輩の課題研究の調査 

課題研究Ⅱ担当の先生を迎えて 

発表資料作成 

豊高アカデミア 

課題研究Ⅱテーマ設定 

入学直後、授業開始前に休校措置になったため、

オンラインの活用はほぼできなかった。昨年度末

に改善した計画実施し、年間計画を確立する予定

であったが、次年度に持ち越すこととなる。 

 

（２）課題研究Ⅱ（火曜７校時） 

 内 容 

（通通常常のの探探究究活活動動以以外外のの活活動動を記す） 

４月 班分け（オンライン） 

６月 オリエンテーション 

課題研究Ⅲ発表会参加 

７月 テーマ報告会 

３年生との課題研究情報交換会 

ルーブリック面談 

プロジェクトシート作成 

１０月 出張講義「課題研究の進め方」 

東北大学 酒井 聡樹 准教授 

１１月 中間発表会・ルーブリック面談 

１２月 出張講義「効果的なポスターの作り方」 

兵庫県立大学大学院 松原 典孝 講師 

校外での発表（リサーチフェスタ等） 

１月 課題研究発表会（ポスター発表） 

２月 豊高アカデミア 

（ポスター・オンライン発表） 

校外での発表（県民局主催発表会等） 

３月 論文作成 

発表資料作成などはオンラインでも可能だが、計

画段階はオンラインだけで進めることは難しい

ことが分かった。休校で授業確保ができなかった

が、短期間で充実したという感想を記述した生徒

が例年より多く、満足感からか自己評価も高めと

なった。 

 

（３）課題研究Ⅲ（水曜６校時） 

休校中もオンラインを活用し、昨年度と同じ

計画通り進められた。昨年度報告書 p.41 参照。 

課題研究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲのつながりは p.７の図参照。 
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第第２２章章（（３３））ササイイエエンンススリリササーーチチ  

～～高高度度でで実実践践的的なな専専門門性性ににつつななががるる科科学学的的思思考考力力をを育育成成すするるププロロググララムム～～  

医療系人材養成プログラム・教員養成プログラム 

  

１１．．実実施施のの目目的的  

 （１）但馬地域は医療・教育の人材が慢性的に不足し、その人材を但馬地域から輩出していくことが地域の

要望となっている。そのため、本校から但馬地域の医療・教育を支える人材を育成することを目指す。 

 （２）兵庫県内の大学や行政機関などと連携し、医療、教育それぞれの分野における専門的な知識を涵養す

る機会となることを目指す。 

 （３）各プログラムの終了後に、講義内容をまとめ感想を記したポートフォリオを作成、提出することで、

自らの知識を整理し、考えを表現する力を養う。 

 

２２．．対対象象生生徒徒・・人人数数  

 ・医療系人材養成プログラム  57名（１年生 26名、２年生 31名） 

 ・教員養成プログラム     45名（１年生 26名、２年生 19名） 

 

３３．．本本校校担担当当   進路指導部 

 

４４．．実実施施内内容容  

 （１）医療系人材養成プログラム 

 実施日 プログラム名 内容・講師 等 

１ 7/16 
開講式・オリエンテーション 

（前期レポートテーマ提示） 
神戸大学大学院 医学研究科 特命教授 石田 達郎 様 

２ 7/22 
保健医療セミナー 

（行政から見る健康・保健） 
豊岡健康福祉事務所 健康参事 白石 都 様 

３ 9/10 前期レポート提出 レポート回収後、講師に郵送 

４ 9/25 公立豊岡病院 医療セミナー 
公立豊岡病院より現役の医師、看護師、理学療法士、 

臨床検査技師、放射線技師を招き講義 

５ 10/2 
医療系セミナー 

（後期レポートテーマ提示） 
神戸大学大学院 医学研究科 特命教授 石田 達郎 様 

６ 11/11 移植医療セミナー 兵庫県臓器移植コーディネーター 小西 尚美 様 

７ 12/16 大学模擬講義 医療系大学の講義に参加（各分野講師 19名） 

８ 1/24 兵庫県立病院セミナー ウェブセミナー（Zoom利用）への参加 

９ 2/8 後期レポート提出 レポート回収後、講師に郵送 

１０ 
2/8 

3/9 
医療系ディベート選手権 

神戸大学大学院 医学研究科 特命教授 石田 達郎 様 

（講義・講評） 

１１ 3/19 閉講式 神戸大学大学院 医学研究科 特命教授 石田 達郎 様 

 

 

 

 

 

第第２２章章（（３３））ササイイエエンンススリリササーーチチ  

～～高高度度でで実実践践的的なな専専門門性性ににつつななががるる科科学学的的思思考考力力をを育育成成すするるププロロググララムム～～  

課題研究 

 
１１．．仮仮説説・・ねねららいい  

・課題研究Ⅱの班分けを昨年度より早くすることで、探究活動の時間を確保でき、質的向上が望める。 
・課題研究Ⅰの内容を再構築し、データ処理に関する時間を充実させることで、次年度（R３年度）の課題

研究Ⅱをより効率的に進めることができる。 
・その他の仮説、ねらいは昨年度報告書ｐ.40に記載。 

  

２２．．つつけけたたいい力力のの目目標標とと結結果果((ルルーーブブリリッックク自自己己評評価価ででＳＳ･･ＡＡをを選選んんだだ生生徒徒のの割割合合((％％))))  課課題題研研究究ⅡⅡ  

評価 

項目 

①協働し、課題を発見する力 ②実践的な科学的思考力 ③表現力と国際的討議力 

a b c d e a b c d e a b c d e 

目標 ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆  

H29 86.1 80.6 63.9 61.1 83.3 55.6 63.9 75.0 69.4 72.2 36.1 75.0 27.8 30.6  

H30 89.7 84.6 69.2 51.3 79.5 56.4 66.7 82.1 89.7 79.5 38.5 71.8 23.1 33.3  

R 1 82.1 82.1 79.5 71.8 87.2 53.8 79.5 79.5 84.6 66.7 71.8 64.1 79.5 59.0  

R 2 92.3 94.9 82.1 71.8 89.7 76.9 82.1 92.3 92.3 84.6 63.2 78.9 73.7 55.3  

  

３３．．実実践践内内容容  

（p.７にフロー図示す） 

 

（１）課題研究Ⅰ（月曜６校時） 

 内 容 

１学期 オリエンテーション（学校再開後） 

Dream Speech（COVID-19 で中止） 

ミニ課題研究：英語で科学実験Ⅰ（新設） 

２学期 ミニ課題研究：英語で科学実験Ⅱ 

ミニ課題研究：データ処理の仕方 

３学期 先輩の課題研究の調査 

課題研究Ⅱ担当の先生を迎えて 

発表資料作成 

豊高アカデミア 

課題研究Ⅱテーマ設定 

入学直後、授業開始前に休校措置になったため、

オンラインの活用はほぼできなかった。昨年度末

に改善した計画実施し、年間計画を確立する予定

であったが、次年度に持ち越すこととなる。 

 

（２）課題研究Ⅱ（火曜７校時） 

 内 容 

（通通常常のの探探究究活活動動以以外外のの活活動動を記す） 

４月 班分け（オンライン） 

６月 オリエンテーション 

課題研究Ⅲ発表会参加 

７月 テーマ報告会 

３年生との課題研究情報交換会 

ルーブリック面談 

プロジェクトシート作成 

１０月 出張講義「課題研究の進め方」 

東北大学 酒井 聡樹 准教授 

１１月 中間発表会・ルーブリック面談 

１２月 出張講義「効果的なポスターの作り方」 

兵庫県立大学大学院 松原 典孝 講師 

校外での発表（リサーチフェスタ等） 

１月 課題研究発表会（ポスター発表） 

２月 豊高アカデミア 

（ポスター・オンライン発表） 

校外での発表（県民局主催発表会等） 

３月 論文作成 

発表資料作成などはオンラインでも可能だが、計

画段階はオンラインだけで進めることは難しい

ことが分かった。休校で授業確保ができなかった

が、短期間で充実したという感想を記述した生徒

が例年より多く、満足感からか自己評価も高めと

なった。 

 

（３）課題研究Ⅲ（水曜６校時） 

休校中もオンラインを活用し、昨年度と同じ

計画通り進められた。昨年度報告書 p.41 参照。 

課題研究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲのつながりは p.７の図参照。 
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（２）教員養成プログラム 

 実施日 プログラム名 内容・講師 等 

１ 7/16 
開講式・オリエンテーション 

（前期レポートテーマ提示） 
兵庫教育大学教育実習総合センター前副センター長 吉竹 主税 様 

２ 7/20 教育学基礎セミナー 兵庫県立豊岡高等学校 校長 今井 一之 

３ 9/2 地域教育セミナー 但馬教育事務所 副所長 倉田 悟 様 

４ 9/10 前期レポート提出 レポート回収後、講師に郵送 

５ 10/21 
教育学セミナー 

（後期レポートテーマ提示） 
兵庫教育大学教育実習総合センター前副センター長 吉竹 主税 様 

６ 11/18 教育実践セミナー 兵庫県立但馬やまびこの郷 指導主事 浦野 裕之 様 

７ 11/18 小・中学校模擬授業体験Ⅰ 
豊岡市立八条小学校 教諭 田仲 渉 様  

豊岡市立豊岡北中学校 教諭 西松 雄一郎 様 

８ 11/18 幼・保セミナー 豊岡市立港認定こども園 教諭 信部 明日香 様 

９ 12/16 大学模擬講義 教育系大学の講義に参加（各分野講師 19名） 

１０ 1/13 小・中学校模擬授業体験Ⅱ 
豊岡市立八条小学校 教諭 田仲 渉 様  

豊岡市立豊岡北中学校 教諭 西松 雄一郎 様 

１１ 2/8 後期レポート提出 レポート回収後、講師に郵送 

１２ 3/19 閉講式 兵庫教育大学教育実習総合センター前副センター長 吉竹 主税 様 

 

５５．．参参加加生生徒徒のの感感想想よよりり  

（１）医療系人材養成プログラム 

 ・地域医療の課題や、保健所の仕事について知ることができた。コロナが感染拡大した時の人手不足が心配

になった。（7/22 保健医療セミナー） 

 ・医学部医学科に進学した時のキャンパスライフについて、具体的なイメージが持てた。（9/25 公立豊岡病

院医療セミナー：医師） 

 ・臨床検査技師が細菌や細胞の研究もすると知り、仕事に興味が持てた。（9/25 公立豊岡病院医療セミナー：

検査技師） 

 ・医療従事者は、国内や海外など、どこに行っても働き、学び続けることのできる素敵な仕事だと思った。

（10/2 後期医療セミナー） 

 ・患者本人やご家族の希望に寄り添うことが、医療従事者の為すべきことだと改めて感じた。（11/11 移植医

療セミナー） 

（２）教員養成セミナー 

 ・「教員」としてだけでなく「兵庫県の教員」としての話が聞けて良かった。（7/20 教育学基礎セミナー） 

 ・小規模校など、地域教育の抱える課題についてよくわかった。（9/2 地域教育セミナー） 

 ・ＡＩには失敗することができないと思う。失敗から学ぶことができるということは人間ならではないかと

感じた。（10/21 教育学セミナー） 

 ・「人は人の中で人となる」というように、多様な人と関わり自分を成長させることが大切だと感じた。（11/18 

教育実践セミナー） 

 ・「保育者としてのメリット」について聞くことができ、仕事に興味がわいた。（11/18 幼・保セミナー） 

 ・１つの授業に、多くの手順や手間がかかっていることを初めて知った。（11/18 小・中模擬授業体験Ⅰ）  
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第第２２章章（（３３））ササイイエエンンススリリササーーチチ  

～～高高度度でで実実践践的的なな専専門門性性ににつつななががるる科科学学的的思思考考力力をを育育成成すするるププロロググララムム～～  

生物自然科学部 

 
１１．．仮仮説説・・ねねららいい  

学区には自然科学系部活動を有する中学校が数校しかない。２期目の SSH指定期間(平成 24年度~平成 28

年度)に部員数が増加し、安定的な活動ができるようになった。また、ここ数年、研究活動での受賞を重ね

ることができており、活発な活動ができている。今年度は豊高アカデミアの運営を担ったり、地域の小中

学校や他 SSH の高校と交流を重ねたりして、活動の広がりに注力するとともに、研究活動を深化もめざし

て活動した。 
  

２２．．成成果果とと課課題題 

３期目指定の平成 29 年度からの４年間で、以下を受賞した。 

最優秀賞 平成 29 年度 第 41回兵庫県高等学校総合文化祭自然科学部門発表会 

ポスター発表 

最優秀賞 

令和元年度 第 43回兵庫県高等学校総合文化祭自然科学部門発表会 

ポスター発表 

優秀賞 

平成 29 年度 

令令和和２２年年度度 

第 41回兵庫県高等学校総合文化祭自然科学部門発表会 

第第 4444回回兵兵庫庫県県高高等等学学校校総総合合文文化化祭祭自自然然科科学学部部門門発発表表会会  

（COVID-19に伴う特別審査体制のため、最優秀賞は設けられず） 

文化連盟賞 平成 30 年度 第 42回全国高等学校総合文化祭パネル発表の部 

ビッグデータ賞 平成 30 年度 甲南大学リサーチフェスタ 2018 

 

SSH 指定２期目は５年間で１件（ポスター発表優秀賞）であったことと比較すると、着実に成果が挙がっ

ていることが見て取れる。 

  

３３．．実実践践内内容容  

（１）研究活動 
・週２回の活動に加え、月数回は休日を利用して

研究を進めた。 
・校外での研究発表 

兵庫県高等学校総合文化祭   
甲南大学リサーチフェスタ   
サイエンスフェア   
豊高アカデミア 

・天体観測研修（本校運動場、 
天文館バルーンようか） 

・兵庫県立人と自然の博物館研修 
（２）普及活動 

・文化祭や学校説明会での発表や実験ショーを行

った（豊高ラボ）。 
・豊高STEAMキッズフェス（p.36）ではプログラミ

ング、科学実験などのブースを運営した。 
・科学チャレンジ（県主催）で小中学生を対象に

実験ショーを行った。 
（３）交流活動 

・研究情報交換会 
  岩手県立盛岡第三高等学校とオンラインで互い

に研究を発表しあい、情報交換することとなった。

お互いの学校どうしで研究分野の比較的近いも

のをペアにして、それぞれがオンラインで接続し

て研究発表をする企画である。行事としての課題

研究発表会は大勢の前で発表する機会を得るも

のの、質疑応答の時間を十分とれない。２校が複

数のPCを用いてペアを作り、互いに発表しあうこ

とで他者への発表と十分な議論の時間の両方が

確保できる。課題研究発表の例として提案できる

ものである。 
（４）指導体制 

生徒に応じて個々に対応するために、複数の顧

問を配置し、活動を支援した。科学実験は必ず顧

問が同席する必要があるが、顧問の校務で実験

日程を変更させたり、

中止したりする場面

があり、もどかしい思

いをした。放課後の指

導時間を確保する改

善が必要である。 

  

（２）教員養成プログラム 

 実施日 プログラム名 内容・講師 等 

１ 7/16 
開講式・オリエンテーション 

（前期レポートテーマ提示） 
兵庫教育大学教育実習総合センター前副センター長 吉竹 主税 様 

２ 7/20 教育学基礎セミナー 兵庫県立豊岡高等学校 校長 今井 一之 

３ 9/2 地域教育セミナー 但馬教育事務所 副所長 倉田 悟 様 

４ 9/10 前期レポート提出 レポート回収後、講師に郵送 

５ 10/21 
教育学セミナー 

（後期レポートテーマ提示） 
兵庫教育大学教育実習総合センター前副センター長 吉竹 主税 様 

６ 11/18 教育実践セミナー 兵庫県立但馬やまびこの郷 指導主事 浦野 裕之 様 

７ 11/18 小・中学校模擬授業体験Ⅰ 
豊岡市立八条小学校 教諭 田仲 渉 様  

豊岡市立豊岡北中学校 教諭 西松 雄一郎 様 

８ 11/18 幼・保セミナー 豊岡市立港認定こども園 教諭 信部 明日香 様 

９ 12/16 大学模擬講義 教育系大学の講義に参加（各分野講師 19名） 

１０ 1/13 小・中学校模擬授業体験Ⅱ 
豊岡市立八条小学校 教諭 田仲 渉 様  

豊岡市立豊岡北中学校 教諭 西松 雄一郎 様 

１１ 2/8 後期レポート提出 レポート回収後、講師に郵送 

１２ 3/19 閉講式 兵庫教育大学教育実習総合センター前副センター長 吉竹 主税 様 

 

５５．．参参加加生生徒徒のの感感想想よよりり  

（１）医療系人材養成プログラム 

 ・地域医療の課題や、保健所の仕事について知ることができた。コロナが感染拡大した時の人手不足が心配

になった。（7/22 保健医療セミナー） 

 ・医学部医学科に進学した時のキャンパスライフについて、具体的なイメージが持てた。（9/25 公立豊岡病

院医療セミナー：医師） 

 ・臨床検査技師が細菌や細胞の研究もすると知り、仕事に興味が持てた。（9/25 公立豊岡病院医療セミナー：

検査技師） 

 ・医療従事者は、国内や海外など、どこに行っても働き、学び続けることのできる素敵な仕事だと思った。

（10/2 後期医療セミナー） 

 ・患者本人やご家族の希望に寄り添うことが、医療従事者の為すべきことだと改めて感じた。（11/11 移植医

療セミナー） 

（２）教員養成セミナー 

 ・「教員」としてだけでなく「兵庫県の教員」としての話が聞けて良かった。（7/20 教育学基礎セミナー） 

 ・小規模校など、地域教育の抱える課題についてよくわかった。（9/2 地域教育セミナー） 

 ・ＡＩには失敗することができないと思う。失敗から学ぶことができるということは人間ならではないかと

感じた。（10/21 教育学セミナー） 

 ・「人は人の中で人となる」というように、多様な人と関わり自分を成長させることが大切だと感じた。（11/18 

教育実践セミナー） 

 ・「保育者としてのメリット」について聞くことができ、仕事に興味がわいた。（11/18 幼・保セミナー） 

 ・１つの授業に、多くの手順や手間がかかっていることを初めて知った。（11/18 小・中模擬授業体験Ⅰ）  
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第第２２章章（（４４））ササイイエエンンススココミミュュニニケケーーシショョンン  

～～わわかかりりややすすくく伝伝ええるる表表現現力力とと国国際際的的討討議議力力をを育育成成すするるププロロググララムム～～  

豊高アカデミア(環日本海地域の知の交流の場の創出) 

１１．．仮仮説説・・ねねららいい  

昨年度報告書 p.44記載の通り。今年度新たに開発した仮説・ねらいは次の通り。 

・これまでのポスターセッションと口頭発表に加え、新たにオンライン発表を設ける。ハイブリッド型の発

表会とすることで新しい発表会の形を提案する。 

・オンライン発表を併用することで、遠方の高校や、本校卒業の大学生の参加が可能となる。大学生の発表

を課題研究発表会と同じ場所で行うことで、課題研究への知見を深めるとともに、生徒の中にロールモデ

ルが育成でき、課題研究への意欲向上に効果を発揮することが期待される。 

 
２２．．つつけけたたいい力力のの目目標標((ルルーーブブリリッックク評評価価はは実実施施ししてていいなないい))  

本校 SSHの総括的・象徴的な事業として実施するため、本校 SSHでつけたいすべての力の伸長を目指す。 

３３．．成成果果とと課課題題 

（１）成果 

・当初予定では豊岡市総合体育館でハイブリッド

型の発表会を行う予定であったが、COVID-19に

伴う緊急事態宣言の発出を受け、約３週間前に

急遽校内で、すべてオンラインのみで実施する

こととした。オンラインで５つの教室から同時

に配信し、それを校内の 19 教室で受信するとと

もに、国内他校へと配信した。準備時間が短く、

苦慮したが、無事開催できたことは大きな成果

である。 

・当初の事業計画で掲げた環日本海地域にとどま

らず、岩手から大分までの広範囲の学校が発表

者として参加したことで、交流の大きな場が創

出できた。非 SSH 校も参加し、普及も図れた。 

・卒業生が参加したことは本校生徒たちにとって

大きな刺激となったことがアンケートの自由記

述欄から明らかに読み取れる結果で、想定以上

の成果であったといえる。 

 
（２）課題 

・オンライン開催にあたっては安定した回線の確

保が不可欠である。９回線を確保したが、特定

の回線で複数回の不具合に見舞われた。発表会

自体は大過なく成立したものの、回線の確保に

は大きな課題が残った。 

 

アンケート結果（職員） 

  

自由記述では、オンライン開催ができたことへの評

価、卒業生や他校生徒と交流できたことへの評価、

質疑応答の時間をもっととるべきだという指摘など

が記載されていた。 

 

アンケート結果（生徒） 

  

自由記述では、卒業生の発表を聞けたことの感想、

オンライン発表会の可能性に対する評価、他校との

交流の感想などの記載が多くみられた。 

 

４４．．実実践践内内容容  

令和３年２月６日（土）豊岡市民会館・豊岡高校 

内容 １．講演会 大阪大学大学院 石黒 浩 教授 

大阪大学 平田 オリザ 特任教授 

   ２．発表会 オンライン 20本・ポスター51本 

緊急事態宣言に伴い非公開。参加者は p.51に記載。 

新しい知識が 
得られた 

 
質問や疑問点を 

考えた 
 
 

実際に質問をした 
 
 

発表の仕方で参考にな
る点を見つけた 

 
 

積極的に聞きたい発表
を見に行った 

 
 

考える力がついたと思
う 
 

自分も探究・発表をし
てみたいと思った 

 
 

（発表者のみ）また発
表をしたいと思った 
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第第２２章章（（４４））ササイイエエンンススココミミュュニニケケーーシショョンン  

～～わわかかりりややすすくく伝伝ええるる表表現現力力とと国国際際的的討討議議力力をを育育成成すするるププロロググララムム～～  

豊高アカデミア(環日本海地域の知の交流の場の創出) 

１１．．仮仮説説・・ねねららいい  

昨年度報告書 p.44記載の通り。今年度新たに開発した仮説・ねらいは次の通り。 

・これまでのポスターセッションと口頭発表に加え、新たにオンライン発表を設ける。ハイブリッド型の発

表会とすることで新しい発表会の形を提案する。 

・オンライン発表を併用することで、遠方の高校や、本校卒業の大学生の参加が可能となる。大学生の発表

を課題研究発表会と同じ場所で行うことで、課題研究への知見を深めるとともに、生徒の中にロールモデ

ルが育成でき、課題研究への意欲向上に効果を発揮することが期待される。 

 
２２．．つつけけたたいい力力のの目目標標((ルルーーブブリリッックク評評価価はは実実施施ししてていいなないい))  

本校 SSHの総括的・象徴的な事業として実施するため、本校 SSHでつけたいすべての力の伸長を目指す。 

３３．．成成果果とと課課題題 

（１）成果 

・当初予定では豊岡市総合体育館でハイブリッド

型の発表会を行う予定であったが、COVID-19に

伴う緊急事態宣言の発出を受け、約３週間前に

急遽校内で、すべてオンラインのみで実施する

こととした。オンラインで５つの教室から同時

に配信し、それを校内の 19教室で受信するとと

もに、国内他校へと配信した。準備時間が短く、

苦慮したが、無事開催できたことは大きな成果

である。 

・当初の事業計画で掲げた環日本海地域にとどま

らず、岩手から大分までの広範囲の学校が発表

者として参加したことで、交流の大きな場が創

出できた。非 SSH校も参加し、普及も図れた。 

・卒業生が参加したことは本校生徒たちにとって

大きな刺激となったことがアンケートの自由記

述欄から明らかに読み取れる結果で、想定以上

の成果であったといえる。 

 
（２）課題 

・オンライン開催にあたっては安定した回線の確

保が不可欠である。９回線を確保したが、特定

の回線で複数回の不具合に見舞われた。発表会

自体は大過なく成立したものの、回線の確保に

は大きな課題が残った。 

 

アンケート結果（職員） 

  

自由記述では、オンライン開催ができたことへの評

価、卒業生や他校生徒と交流できたことへの評価、

質疑応答の時間をもっととるべきだという指摘など

が記載されていた。 

 

アンケート結果（生徒） 

  

自由記述では、卒業生の発表を聞けたことの感想、

オンライン発表会の可能性に対する評価、他校との

交流の感想などの記載が多くみられた。 

 

４４．．実実践践内内容容  

令和３年２月６日（土）豊岡市民会館・豊岡高校 

内容 １．講演会 大阪大学大学院 石黒 浩 教授 

大阪大学 平田 オリザ 特任教授 

   ２．発表会 オンライン 20本・ポスター51本 

緊急事態宣言に伴い非公開。参加者は p.51に記載。 

新しい知識が 
得られた 

 
質問や疑問点を 

考えた 
 
 

実際に質問をした 
 
 

発表の仕方で参考にな
る点を見つけた 

 
 

積極的に聞きたい発表
を見に行った 

 
 

考える力がついたと思
う 

 
自分も探究・発表をし

てみたいと思った 
 
 

（発表者のみ）また発
表をしたいと思った 

 

第第２２章章（（４４））ササイイエエンンススココミミュュニニケケーーシショョンン  

～～わわかかりりややすすくく伝伝ええるる表表現現力力とと国国際際的的討討議議力力をを育育成成すするるププロロググララムム～～  

全校リスニング 

 
１１．．仮仮説説・・ねねららいい  

・大学入学共通テストや英語検定試験のような録音された素材によるリスニングテストとは異なり、ALTと

英語科以外の日本人教員によるライブ放送でのリスニングを行う。放送文では身近な話題や文化、日常会

話でのフレーズに触れたり、創作物語を用いたりした。これらにより英語をより身近に感じとらせること

で、英語に対する苦手意識や英語によるコミュニケーションへの心理的負荷を軽減することを狙う。また、

国籍の異なる２名の ALT と英語科以外の日本人教員とが協働して問題を作成し、リスニング放送を実施

することで、生徒が多様な価値観にふれ、国際性を養う。 

・リスニング問題は日本人の英語科教員が点検する。また、各学年に応じた解説プリントを配布し、さらに

解答を見ながら再び放送文を聞くことにより、英語の授業での学習事項をより実践的に定着させる。 

・課題研究Ⅲで行う英語での研究発表や、海外とのオンライン交流などが、より充実したものとなるための

リスニング力を身につける。 

  

２２．．成成果果とと課課題題

  昨年度と同様に全校生を対象にリスニングを実

施したほか、今年度はどれだけ放送文が聞き取れた

かということへの関心を高めるために、短い英文を

全て書き取らせた。生徒は自らが書き取った英文と

放送文を比較することで「音による英語」と「文字

による英語」との違いについて理解を深めた。また、

昨年度のアンケートで「問題形式に変化がほしい」

という意見があったため、従来の 1単語書き取りか

ら内容一致問題、短文整序などを積極的に取り入れ、

聞き取った情報を元に解答を考えさせた。その結果、

昨年度と比べ、リスニングが得意と答えた生徒が増

加した。また、今年度は COVID-19 の影響により例

年に比べて実施回数が少なかったものの、昨年度と

同程度の成果を上げることができた。例えば、今年

度のアンケートで「英会話ができることは、あなた

にとって重要だと思いますか」という問いに対し、

【そう思う】【どちらかといえばそう思う】と答えた

生徒が、昨年度は 97.3％であったのに対し、今年度

は 96.6％で、生徒の英語に対する意識の高さが昨年

度と同程度のものであった。 

同一内容のテストを６月、10 月、11 月の時期に

３回実施したが、年度当初と年度末の平均点を比較

すると、特に１回目（６月）から２回目（10月）に

かけて、すべての学年で平均点が向上した。また、

１年生（11月）と２年生（６月）が同水準の平均点

となっており、１年生から２年生へと無理なくリス

ニング力が向上していることがわかる（図１） 

 

３３．．実実践践内内容容  

【 日 時 】毎週木曜日 12:45～12:55 

【 場 所 】HR教室校内放送にて実施 

【 生 徒 】全校生徒 

【 担 当 】伊藤 貴紘 森脇 幸男 ジュリウス・

チャップマン アメリア・グリン  

【 内 容 】 

校 内 放 送 に お い  

て、ALT２名と日本人に

よる５分間のリスニン

グテストを行い、相互

採点を行った。全クラ

スの得点を集計し、毎

時間の平均点を算出

し、クラス毎の平均点

を表にして各クラスに

掲示した。

 図１ 全校リスニング 平均点推移（20点満点） リスニング問題例（一部抜粋） 



―　46　―

 

第第２２章章（（４４））ササイイエエンンススココミミュュニニケケーーシショョンン  

～～わわかかりりややすすくく伝伝ええるる表表現現力力とと国国際際的的討討議議力力をを育育成成すするるププロロググララムム～～  

海外研修                             

ははじじめめにに  

卒業生アンケートの分析から、国際性をはぐくむ取り組みが本校の課題の一つであることが分かった。生

徒の意識調査やルーブリック自己評価からも国際性に関する項目の自己評価が低いことにもこれが表れて

いる。そこで、実体験を重ねることが重要かつ効率的であると考え、海外研修の充実を図った。今年度は

研究を深める目的の英国研修と、研究成果の発表を目的とする韓国研修の２つを計画した。COVID-19に伴

い中止せざるを得なかったことは痛恨の極みである。以下に今年度の計画を記す。次年度は不透明な状況

ながら、計画を再度立てる予定である。 
 

１１．．英英国国研研修修（（計計画画））  

（１）実施目的 

特に「高度で実践的な専門性につながる科学的思

考力」と「討議できる英語力と国際性」を身につけ

ることを目的として、次の２つの研修を実施する。 

 １．山陰海岸ジオパーク、コウノトリと生物多様性等

を題材とした課題研究を、世界最大の野鳥観察・展

示会であるBird Fair2020で研究発表する。 

 ２．伊藤忠欧州会社を訪問し、講義「英国におけ

る廃棄物焼却発電」を受講する。環境とエネル

ギーをテーマとした理数科２年の課題研究を

発表して討議し、専門職員から指導を受ける。 

普通科生徒と理数科生徒が協働して資料を作成

したり探究活動する場面を通して理数科から普通科

への研究手法や発表資料作成の手法を波及したり

（横への波及効果）、先輩の研究から学ぶ機会を得た

り（縦への波及効果）することを目的とする。国際

会議の場で発表させることで、当該生徒の課題研究

の深化と国際性の涵養をはかる。 

環境意識の高い英国で廃棄物焼却発電を手掛け

る伊藤忠欧州会社を訪問し、専門職員から講義を受

けたり課題研究の指導を受けたりする機会を設ける

ことで、環境をテーマとする課題研究を深めるとと

もに、産業人の視点からの研究の進め方や科学的思

考を学び、身につける。英国で活躍する職員と、環

境や課題研究について討議することで、国際社会に

貢献する人材になろうとする生徒のロールモデルを

形成することにつなげる。 
（２）実施期間 

 令和２年８月 20 日（木）～25日（火）（３泊６日） 

２２．．韓韓国国研研修修（（計計画画））  

（１）実施目的 

豊岡高校は、世界ジオパークに認定、登録されて

いる山陰海岸ジオパーク内に位置している。本校で

は、SSH 事業の中心となる課題研究（理数科）にお

いて、複数年にわたって山陰海岸ジオパークを題材

に、豊岡盆地の形成過程、地質学的特徴と人々の暮

らしの関係、地質学的特徴と災害などの研究を重ね

てきた。そして、昨年度より、「ドローンを用いた波

の観測による離岸流の発見および分析」のテーマで

研究している。この成果を第９回ユネスコグローバ

ルジオパーク世界大会（韓国済州島）で発表する。

発表と質疑応答を通して研究成果を広く世界中の参

加者に普及するとともに、参加者からの質疑やアド

ヴァイスを基に研究を深めるとともに、本校で目指

す「高度で実践的な専門性につながる科学的思考力」

と、「わかりやすく伝える表現力と国際的討議力」を

伸ばす。世界各地域の地質多様性に関連して生じた

地域固有の生態系、文化、歴史、人々の暮らしを学

び、知識や経験を共有することができる重要な機会

とする。学びの成果はサイエンスをベースとした地

域づくりに貢献することができるとともに、世界で

活躍する研究者としての未来の自分を意識させ、学

習意欲のさらなる喚起に資する。 
（２）実施期間 

 令和２年９月 16 日（水）～20日（日）（４泊５日） 

  

３３．．海海外外校校ととののオオンンラライインン交交流流  

（１）エーゲ大学ミティリニ実験高校（ギリシャ） 

昨年度の海外研修での交流校生徒と本校生徒のや

り取りは散発的に SNS などにより続いている。 

（２）桃園高級中等学校（台湾）オンライン留学 

海外研修に代わってオンラインでの学校交流を

始めた。12 月に担当者どうしが Cisco Webex を

用いて交信した。生徒どうしの交流会を３月 19

日に計画している。 
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～～わわかかりりややすすくく伝伝ええるる表表現現力力とと国国際際的的討討議議力力をを育育成成すするるププロロググララムム～～  

海外研修                             

ははじじめめにに  

卒業生アンケートの分析から、国際性をはぐくむ取り組みが本校の課題の一つであることが分かった。生

徒の意識調査やルーブリック自己評価からも国際性に関する項目の自己評価が低いことにもこれが表れて

いる。そこで、実体験を重ねることが重要かつ効率的であると考え、海外研修の充実を図った。今年度は

研究を深める目的の英国研修と、研究成果の発表を目的とする韓国研修の２つを計画した。COVID-19に伴

い中止せざるを得なかったことは痛恨の極みである。以下に今年度の計画を記す。次年度は不透明な状況

ながら、計画を再度立てる予定である。 
 

１１．．英英国国研研修修（（計計画画））  

（１）実施目的 

特に「高度で実践的な専門性につながる科学的思

考力」と「討議できる英語力と国際性」を身につけ

ることを目的として、次の２つの研修を実施する。 

 １．山陰海岸ジオパーク、コウノトリと生物多様性等

を題材とした課題研究を、世界最大の野鳥観察・展

示会であるBird Fair2020で研究発表する。 

 ２．伊藤忠欧州会社を訪問し、講義「英国におけ

る廃棄物焼却発電」を受講する。環境とエネル

ギーをテーマとした理数科２年の課題研究を

発表して討議し、専門職員から指導を受ける。 

普通科生徒と理数科生徒が協働して資料を作成

したり探究活動する場面を通して理数科から普通科

への研究手法や発表資料作成の手法を波及したり

（横への波及効果）、先輩の研究から学ぶ機会を得た

り（縦への波及効果）することを目的とする。国際

会議の場で発表させることで、当該生徒の課題研究

の深化と国際性の涵養をはかる。 

環境意識の高い英国で廃棄物焼却発電を手掛け

る伊藤忠欧州会社を訪問し、専門職員から講義を受

けたり課題研究の指導を受けたりする機会を設ける

ことで、環境をテーマとする課題研究を深めるとと

もに、産業人の視点からの研究の進め方や科学的思

考を学び、身につける。英国で活躍する職員と、環

境や課題研究について討議することで、国際社会に

貢献する人材になろうとする生徒のロールモデルを

形成することにつなげる。 
（２）実施期間 

 令和２年８月 20 日（木）～25日（火）（３泊６日） 

２２．．韓韓国国研研修修（（計計画画））  

（１）実施目的 

豊岡高校は、世界ジオパークに認定、登録されて

いる山陰海岸ジオパーク内に位置している。本校で

は、SSH 事業の中心となる課題研究（理数科）にお

いて、複数年にわたって山陰海岸ジオパークを題材

に、豊岡盆地の形成過程、地質学的特徴と人々の暮

らしの関係、地質学的特徴と災害などの研究を重ね

てきた。そして、昨年度より、「ドローンを用いた波

の観測による離岸流の発見および分析」のテーマで

研究している。この成果を第９回ユネスコグローバ

ルジオパーク世界大会（韓国済州島）で発表する。

発表と質疑応答を通して研究成果を広く世界中の参

加者に普及するとともに、参加者からの質疑やアド

ヴァイスを基に研究を深めるとともに、本校で目指

す「高度で実践的な専門性につながる科学的思考力」

と、「わかりやすく伝える表現力と国際的討議力」を

伸ばす。世界各地域の地質多様性に関連して生じた

地域固有の生態系、文化、歴史、人々の暮らしを学

び、知識や経験を共有することができる重要な機会

とする。学びの成果はサイエンスをベースとした地

域づくりに貢献することができるとともに、世界で

活躍する研究者としての未来の自分を意識させ、学

習意欲のさらなる喚起に資する。 
（２）実施期間 

 令和２年９月 16 日（水）～20日（日）（４泊５日） 

  

３３．．海海外外校校ととののオオンンラライインン交交流流  

（１）エーゲ大学ミティリニ実験高校（ギリシャ） 

昨年度の海外研修での交流校生徒と本校生徒のや

り取りは散発的に SNS などにより続いている。 

（２）桃園高級中等学校（台湾）オンライン留学 

海外研修に代わってオンラインでの学校交流を

始めた。12 月に担当者どうしが Cisco Webex を

用いて交信した。生徒どうしの交流会を３月 19

日に計画している。 

 

第第３３章章  成成果果・・評評価価ととそそのの普普及及及及びび研研究究開開発発のの方方向向  

１ 実施の効果とその評価 

（１）ルーブリック評価の継続 

H30 年度運営指導委員会で「同じ項目で継続的に評

価をとり続けることの重要性」を指摘された。それ

を受けて、指定２年目に改訂し、完成させた全体ル

ーブックを継続的に使用し、評価している。課題研

究において同じルーブリック表を用いて生徒（自己

評価）と教員がそれぞれ評価し、それを突き合わせ

ての面談を行っている。個々が伸ばすべき課題が明

確化できるため、年度末には生徒の自己評価と教員

による評価の相関が高くなることが分かっており、

ルーブリック表を用いた自己評価の後、面談をする

ことが生徒を伸ばす上で有用なことを見出してい

る。その結果は H30 年度研究開発実施報告書 p.60-

61 に記載しており、本年度も同様の傾向であった。

今年度の運営指導委員会で「評価基準やルーブリッ

クの見直し」を助言された。次年度、評価の観点や

基準を見直す計画である。 

（２）意識調査・課題研究テストの実施と分析 

ルーブリック評価に加えて、「意識調査（H30～）」

と、Can Doテストとしての「課題研究テスト（R1

～）」を行っている。意識調査からは、入学後に自

己評価が下がり、２年生後半から３年生にかけて

再び上昇に転じる様子が見て取れる（p.53）。生徒

の自己評価は一度下がるが、他者（教員）から見る

と成長の跡がみられる。メタ認知が上がったこと

で、自己評価の基準の閾値が上がり、その結果「で

きていない」と感じているものと考察される。この

ことから、ルーブリックによる評価においては、慎

重に項目を作ったつもりでも、絶対的な尺度とす

ることは難しいことが分かった。一方、「課題研究

テスト」では、正解率が課題研究や探究活動の前後

で上昇している。普通科・理数科ともに探究活動を

通して力がついていることがグラフに表れている。

このことから、ルーブリック評価よりも到達度試

験の方がより客観的に生徒の資質を測れていると

いえる。普通科文系の探究活動においても、科学的

手法で探究活動をすることは有効であることを示

す結果であった。課題は、到達度試験の適切な問題

を多数ストックすることが難しい点である。 

 

２ 研究開発上の課題及び今後の研究開発の方向性 

（１）課題研究の深化 

普通科への探究の導入や生徒が主体的に研究

題目を設定するようになったことは望ましい成

果である。一方、一人の教諭が課題研究と探究の

両方を担当したり、複数の班の課題研究を受け持

ったりする状況が生じた。生徒の決めたテーマに

基づく指導では、教員になじみのないテーマを指

導するのが当たり前となった。そのため、指導の

負担が飛躍的に増大し、丁寧な指導がしにくくな

った。SSH の全校展開に伴って行事が増え、じっ

くりと指導できる時間が少なくなったことも課

題研究の指導が行き届きにくくなった原因であ

ると考えられる。このような中で、探究の全校展

開や生徒の主体性を維持しつつ、課題研究の質的

向上に取り組むことが最重要かつ喫緊の課題で

ある。来年度からの具体的な対処として 
①指導体制の根本的改善 ②オンラインを活用して

大学教員や大学院生などの指導助言を受ける機会

の創出を検討している。 
（２）STEAM 教育の充実とカリキュラムマネジメント 

今年度より導入した STEAM教育の充実を図る。こ

れまでの SSH 事業に加え、「情報プログラミング」

を導入することで STEM の領域はある程度充実する。

「A」の領域として新たに、「自己表現力の育成」、

「教養の深化」を柱に据え、学校設定科目「STEAM

基礎」を導入する。 

（３）コンテスト等の参加、受賞者の増加 

参加希望者を増やすための工夫をしているもの

の、奏功していない現状である。異年齢での対策会

など、できる働きかけを地道に続けたい。

理数科 

普通科 

課題研究テスト成績推移（74期生） 
平均点 

課題研究テスト成績推移 （74 期生）
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３ SSH 中間評価において指摘を受けた事項のこれまでの対応状況 

 

１．中間評価の結果 

これまでの努力を継続することによって、研究開発

のねらいの達成がおおむね可能と判断されるもの

の、併せて取組改善の努力も求められる。 
 
２．指摘事項とその改善、対応 

①研究計画の進捗と管理体制、成果の分析に関する

評価 

【研究開発のねらいの実現にあたり、評価項目の内

容が十分達成されている】 
・研究計画が着実に進展しており、全校を挙げての

研究発表会「豊高アカデミア」を予定より１年早

く実施したのは評価できる。 
・課題研究だけでなく、各教科のルーブリック作成

にも着手するなど、活用しやすく、分析・評価に

使いやすいものに改訂する努力を継続している

ことは評価できる。 
・卒業生アンケートによる事業検証や卒業生データ

ベースの作成は、今後の有効性が期待できる。 
・豊高アカデミアは計画を前倒して実施するととも

に、３回目となる令和元年度より会場を校外へ移

した。県内外の高校生や企業、大学等の発表も得

られ、大規模な発表を通した交流の場を創出する

ことができた。当初計画を超えて知の交流の場を

広げることができたのは、中山間地域にあっては

成果であるといえる。今年度は会場での発表とオ

ンラインでの発表を混在させることで、コロナ禍

にあっても交流の質を保てる計画を立てた（緊急

事態宣言を受け、会場での発表は中止）。また、オ

ンラインの特性を生かし、ディスカッションに重

点を置いた研究発表会を開発した（３月実施予定

p.43）。 

・SSHの事業全体を評価するルーブリックは４年間実

施し、比較できるだけのデータも得られた。そこ

で、今後つけたい力としている 15項目の見直しや、

それに伴うルーブリック表も改訂すべく検討を始

めている。評価方法（ルーブリックの使い方）に

ついては比較的うまくいっているので、今後も継

続していく予定である。 
・卒業生アンケートは平成 30年度にまとめた後も継

続的に卒業生に実施している。普通科に探究活動

を導入した初年度の生徒が卒業し、そのアンケー

トデータを回収した。データ数は多くないが、こ

れを普通科への探究活動導入前の結果と比較検討

し、普通科の探究活動の効果や問題点を洗い出す

作業に着手した。 
 

②教育内容等に関する評価 

【研究開発のねらいの実現にあたり、評価項目の内

容が十分達成されている】 
・自作教材「探究ノート」の開発や、理数以外の教

科においても探究的な学習の実践が増えている

点について評価できる。 
・ルーブリック面談による指導と評価の一体化の取

組は評価できる。 
・「探究ノート」は学習指導部と連携し、組織的に教

材の改訂が行える体制とした。理数以外の教科に

おける探究活動の実践については、１，２学年の

担任、副担任全員が探究活動の指導に携わり、組

織的な探究活動の運営が行えていることが、教科

指導にも波及したものと考える。校内組織体制を

改め、学習指導部が発足した。これにより、探究

活動の指導支援体制がより充実した。生徒による

授業評価からは、対話的な授業の実践に対する評

価が昨年度に比べて 14％向上したり、教員が授業

を改善しようとしている姿勢が伝わると答える

割合が 10％向上したりと、成果がみてとれる。 

 
③指導体制等に関する評価 

【研究開発のねらいの実現にあたり、評価項目の内

容の達成がやや不十分であり、一部改善を要する】 
・地域や大学等の外部人材を有効に活用しており、

評価できる。 
・異なる教科や年齢から成る「授業研究ユニット」

を形成し、全教員が年３回授業研究を実施するな

ど、授業力向上に向けた６つのプログラムを展開

している。先進的な理数系教育の充実を図る観点

から、今後も教員の更なる意識改革に取り組んで

いくことが望まれる。 
・地域や大学等の外部人材の活用は今年度さらに進

んだ。学校設定教科「Cross Over」に、外部人材

を活用したり、医療分野や教育分野に特化した人

材養成プログラムを充実し、さらに多岐にわたる

医療関係者や教育関係者を招聘したセミナーを複

数回実施したりした。今年度は計画した校外活動

が制限されたが、状況が許せば来年度から再度充

実させる予定である。 

・今年度より発足した学習指導部が授業研究ユニッ
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３ SSH 中間評価において指摘を受けた事項のこれまでの対応状況 

 

１．中間評価の結果 

これまでの努力を継続することによって、研究開発

のねらいの達成がおおむね可能と判断されるもの

の、併せて取組改善の努力も求められる。 
 
２．指摘事項とその改善、対応 

①研究計画の進捗と管理体制、成果の分析に関する

評価 

【研究開発のねらいの実現にあたり、評価項目の内

容が十分達成されている】 
・研究計画が着実に進展しており、全校を挙げての

研究発表会「豊高アカデミア」を予定より１年早

く実施したのは評価できる。 
・課題研究だけでなく、各教科のルーブリック作成

にも着手するなど、活用しやすく、分析・評価に

使いやすいものに改訂する努力を継続している

ことは評価できる。 
・卒業生アンケートによる事業検証や卒業生データ

ベースの作成は、今後の有効性が期待できる。 
・豊高アカデミアは計画を前倒して実施するととも

に、３回目となる令和元年度より会場を校外へ移

した。県内外の高校生や企業、大学等の発表も得

られ、大規模な発表を通した交流の場を創出する

ことができた。当初計画を超えて知の交流の場を

広げることができたのは、中山間地域にあっては

成果であるといえる。今年度は会場での発表とオ

ンラインでの発表を混在させることで、コロナ禍

にあっても交流の質を保てる計画を立てた（緊急

事態宣言を受け、会場での発表は中止）。また、オ

ンラインの特性を生かし、ディスカッションに重

点を置いた研究発表会を開発した（３月実施予定

p.43）。 

・SSHの事業全体を評価するルーブリックは４年間実

施し、比較できるだけのデータも得られた。そこ

で、今後つけたい力としている 15項目の見直しや、

それに伴うルーブリック表も改訂すべく検討を始

めている。評価方法（ルーブリックの使い方）に

ついては比較的うまくいっているので、今後も継

続していく予定である。 
・卒業生アンケートは平成 30年度にまとめた後も継

続的に卒業生に実施している。普通科に探究活動

を導入した初年度の生徒が卒業し、そのアンケー

トデータを回収した。データ数は多くないが、こ

れを普通科への探究活動導入前の結果と比較検討

し、普通科の探究活動の効果や問題点を洗い出す

作業に着手した。 
 

②教育内容等に関する評価 

【研究開発のねらいの実現にあたり、評価項目の内

容が十分達成されている】 
・自作教材「探究ノート」の開発や、理数以外の教

科においても探究的な学習の実践が増えている

点について評価できる。 
・ルーブリック面談による指導と評価の一体化の取

組は評価できる。 
・「探究ノート」は学習指導部と連携し、組織的に教

材の改訂が行える体制とした。理数以外の教科に

おける探究活動の実践については、１，２学年の

担任、副担任全員が探究活動の指導に携わり、組

織的な探究活動の運営が行えていることが、教科

指導にも波及したものと考える。校内組織体制を

改め、学習指導部が発足した。これにより、探究

活動の指導支援体制がより充実した。生徒による

授業評価からは、対話的な授業の実践に対する評

価が昨年度に比べて 14％向上したり、教員が授業

を改善しようとしている姿勢が伝わると答える

割合が 10％向上したりと、成果がみてとれる。 

 
③指導体制等に関する評価 

【研究開発のねらいの実現にあたり、評価項目の内

容の達成がやや不十分であり、一部改善を要する】 
・地域や大学等の外部人材を有効に活用しており、

評価できる。 
・異なる教科や年齢から成る「授業研究ユニット」

を形成し、全教員が年３回授業研究を実施するな

ど、授業力向上に向けた６つのプログラムを展開

している。先進的な理数系教育の充実を図る観点

から、今後も教員の更なる意識改革に取り組んで

いくことが望まれる。 
・地域や大学等の外部人材の活用は今年度さらに進

んだ。学校設定教科「Cross Over」に、外部人材

を活用したり、医療分野や教育分野に特化した人

材養成プログラムを充実し、さらに多岐にわたる

医療関係者や教育関係者を招聘したセミナーを複

数回実施したりした。今年度は計画した校外活動

が制限されたが、状況が許せば来年度から再度充

実させる予定である。 

・今年度より発足した学習指導部が授業研究ユニッ

トを主導する体制に改め、より組織的な運用がで

きるようになった。９月実施の生徒による授業ア

ンケートの分析から、肯定的評価の割合が昨年度

より 10％以上増えたのは「対話・発表」、「教材活

用（ICT、補助教材など）」、「説明」、「わかる授業」

の項目であった。ユニットごとに研究授業・協議

を行い、教員の意識向上と情報共有に努めている。 

・先進的な理数教育を図る観点からの教員の意識改

革は、来年度の最重点課題と位置づけ、取り組む。

具体的には課題研究の質の向上を喫緊の課題とし、

課題研究の指導力の向上が理数教育における指導

力の向上につながるとの仮説を立て、課題研究指

導の改善を図る。その端緒として、課題研究 I の

指導内容を見直した。統計やデータの処理を伴う

実習実験、未知のデータを分析する実習、ALTとの

協働による英語での探究実験などのプログラムに

再編した。休校措置で大幅な変更を余儀なくされ

たが、来年度は成果を検証する予定である。また、

課題研究に特化した教員研修の充実を図る。 

・課題研究Ⅱの指導方法の改善はこれまでにも適宜

行い、p.７記載の指導内容としたことで、生徒が

主体的に取り組むことができるようになった。そ

の上で、質的深化を図るため、次の２点に取り組

む。 

①指導担当教諭を数人ごとの小グループとし、

互いの指導が見えるような体制を構築する。 

②進捗を促し、多面的に助言を得るために外部

からの指導の機会を増やす。具体的にはオン

ラインを活用し、大学院生による研究サポー

ト体制の構築を検討する。 

・オンラインの利点を生かし、豊高アカデミアに卒

業生の発表を招聘した。アンケート結果より、卒

業生の活用は効果的だと判断できるため、来年度

の課題研究においてアドヴァイスを受ける機会を

作る。 

 

④外部連携・国際性・部活動等の取組に関する評価 

【研究開発のねらいの実現にあたり、評価項目の内

容が十分達成されている】 
・サイエンスツアーなど、大学・企業や地方自治体

と協力した連携授業を多数行っていることは評

価できる。 
・全校生、地域、県外の学校にも開かれた発表会「豊

高アカデミア」の実施や、豊岡市役所や地域の

小・中学校と連携した事業が成果をあげており、

評価できる。 
・豊岡市との連携を３年間進めた結果、市との直接

の連携から、市がハブ機能を担い、さらに外へと

広がる連携形態へと深化することができたことは

計画以上の成果である。 

・今年度は大学でのサイエンスツアーが全くできな

かったが、機材を大学から輸送し、研究室と本校

とをオンラインで接続しての遠隔実験を開発した。

遠隔講義と異なり様々な課題があったが、機材の

組み合わせを工夫することでオンラインでも探究

的な実験ができることを見出した。指導に当たっ

た大学教授からは「まるで豊岡に来ているかのよ

うな臨場感で個々の実験指導ができた。豊高シス

テムとして売り出しては。」とコメントをいただい

た。さらに、自身が運営指導委員を務める SSH 校

に運営ノウハウを提供するよう依頼を受け、オン

ライン情報交換会が実現した。このノウハウを豊

高アカデミアでのオンライン発表へとつなげた。 
・小中学校との連携は、その一部について実施主体

を SSH 企画室から進路指導部へ移行した。より組

織的な運営体制になったとともに、教員養成プロ

グラムと連動させることでさらに充実した小中高

連携へと発展した。 
・SSH企画室が主体となって全職員の協力のもとで事

業を実施するフェーズから、３年間で研究開発し

た SSH 事業をそれぞれの部署で改善、深化し、そ

れぞれの部署が実施主体となって組織的に展開す

るフェーズへと移行しつつある。 
 

⑤成果の普及等に関する評価 

【研究開発のねらいの実現にあたり、評価項目の内

容が十分達成されている】 
・上級生による課題研究指導や課題研究テーマ報告

会、SSHポスターコーナー常設などは、学内での

成果共有と継承に有効と考えられ評価できる。 
・学校ホームページを月平均 15 回更新し、研究開

発した指導案やワークシート等を公開するなど、

積極的な情報発信を行っている点は評価できる。 
・上級生による課題研究指導の機会は多いほど効果

が高い。さらに充実させたいと考えているが、限

られた授業時間の中での捻出がかなり難しい。課

題研究の週当たり時間数を増やすことができれば

よいが、学校の実情と合わせながら検討する必要

がある。２年生による１年生の指導も今後計画し

ていきたい。豊高サイエンスラボでの高校生によ

る中学生への指導に加えて今年度新たに豊高

STEAM キッズフェスを実施し、地域の子どもたち

への実験指導も開始した。 
・今年度もホームページの更新には注力した。教材

や指導案の掲載はさらに充実させる必要がある。 
 

⑥管理機関の取組と管理体制に関する評価 

【研究開発のねらいの実現にあたり、評価項目の内

容が十分達成されている】 
・今後も管理機関の指導を仰ぎながら緊密な連携の

もとで事業を推進したい。  
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●研究組織の概要

○東京大学

○京都大学 ○ ジオパーク
推進協議会

○大阪大学
○ 県立コウノトリ

○神戸大学 の郷公園

○兵庫県立大学 ○ 県立人と自然
の博物館

○甲南大学
○ 兵庫県立大学

○東北大学 西はりま天文台

○鳥取大学 ○ 豊岡市

○徳島大学 他
　民間企業など

　事業の円滑な推進のために、平成29年度以降３回職員組織体制を見直した。こ
れまでの部署「理数科」を「SSH推進部」に改編し、構成員を２名から４名に増
員。令和元年度は更に１名増員し、ホームページを充実させた。令和２年度は
「SSH企画室」に名称変更し、推進する立場から調整する立場に専念した。
　探究、Cross Over Programの担当を学習指導部に移行し、学年探究担当者、学
習指導部と連絡調整を行った。兵庫県のSTEAM教育実践モデル校に指定されたこ
とにより、ロボットプログラミング、ドローンの職員研修を行い、学習指導部、
生物自然科学部、進路指導部教員養成プログラムと協同し、近隣小学生を招き、
新しいプログラム「豊高STEAMキッズフェス」を行うことができた。
　また、全校を挙げて行う発表会「豊高アカデミア」では、役割分担を分掌（総
務・生徒指導・学習指導など）ごとに割り振り、全ての職員が分掌または部顧問
（華道・茶道・放送・生物自然科学部など）のいずれかの立場で企画・運営に携
わった。

４　校内におけるSSHの組織的推進体制

第第３３章章　　成成果果・・評評価価ととそそのの普普及及及及びび研研究究開開発発のの方方向向

SSH企画室

内部評価委員会

兵庫県教育委員会 文部科学省

但馬技術大学校　奥田 孝一校長

県内外日本海地域
の高等学校

PTA

学校評議員

外部評価委員会

校長

課
題
研
究
・
探
究
推
進
部

地
域
企
業
連
携
推
進
部

職
員
指
導
力
向
上
推
進
部

その他各種研究所、

SSH運営指導委員会
評価専門委員

兵庫県立豊岡高等学校

海
外
研
修
推
進
部

接
続
推
進
部

（
幼
小
中
高
大

）

生
物
自
然
科
学
部

幼稚園、小・中学校

事
務
室

全国のSSH校

中田工芸株式会社　中田 修平社長

豊岡市立豊岡南中学校　和田 信吾校長

関西学院大学　佐藤 真教授

SSH運営指導委員

兵庫教育大学大学院　小和田 善之教授

神戸大学大学院　伊藤 真之教授

元富山大学大学院　中嶋 芳雄教授
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５ 成果の普及・発信 

（（１１））豊豊高高アアカカデデミミアア（本校生386名・職員49名出席）  

実施内容は p.44 に記載。本年度はオンライン開

催（非公開）となったため、参加者の人数は把握

できない。閉会式直前にコンピュータ画面上で確

認できたオンライン入室のユーザー数は 86 であ

った。うち 24 ユーザーは本校教室のため、外部

からの接続は少なくとも 62 ユーザーはいたと思

われる。高校からの接続では、１台のコンピュー

タ画面を２～３人の生徒で一緒に見ていたとこ

ろが多かった。本校以外の参加は次の通り。 

１．県外高校 12校（SSH校,非 SSH 校） 

岩手県立盛岡第三高校  福島県立安積高校 

東海大学付属高輪台高校 福井県立武生高校 

福井県立高志高校    福井県立若狭高校 

京都府立宮津天橋高校  京都府立峰山高校 

京都府立西舞鶴高校  鳥取県立米子東高校 

島根県立出雲高校  大分県立佐伯鶴城高校 

２．大学（卒業生含む） 

東京大学 大阪大学 大阪市立大学 

兵庫県立大学 岡山大学 

３．企業等 

株式会社キヅキ商会 公立豊岡病院 

タジマ食品工業株式会社 中田工芸株式会社 

 兵庫県立但馬技術大学校 

((２２))新新聞聞報報道道等等  

９件（うち、１件はテレビ取材）（p.60） 

テレビ取材：2021 年２月 10 日（水）報道のサン

テレビ「４時キャッチ」において、生物自然科学

部の取り組みが報じられた。 

（ https://www.youtube.com/watch?v=XMZvYWp8D

ac&feature=youtu.be） 

＜平成 29年度＞ ４件 ＜平成 30年度＞ ６件 

＜令和元年度＞ 11 件 

((３３))生生徒徒のの受受賞賞  

２件  

・令和２年度兵庫県高校総合文化祭自然科学部門

ポスター発表優秀賞 生物自然科学部 

（COVID-19 に伴う特別審査体制のため、最優秀賞

は設けられていない。） 

・甲南大学リサーチフェスタ 2020 

 クリエイティブテーマ賞 課題研究Ⅱ 

＜平成 29年度＞ ３件 ＜平成 30年度＞ ３件 

＜令和元年度＞ １件 

 

((４４))校校外外ででのの発発表表  

9/27 科学チャレンジ（兵庫県） 生物自然科学部 

11/7 県高校総合文化祭 生物自然科学部 

12/14 ひょうご基幹道路ネッ

トワークシンポジウム 

探究１班 

12/20 リサーチフェスタ 課題研究４班 

1/24 サイエンスフェア in 兵庫 課題研究 10班 

1/30 但馬の環境保全を考え

る事例発表会(県民局

主催) 

課題研究 10班 

2/11 第８回国際問題を考え

る日（大阪大学） 

理数科１名 

3月 課題研究交流会（盛岡

第三高校と） 

課題研究４班 

 
((５５))生生徒徒主主体体でで実実施施すするる小小中中学学校校ととのの連連携携  

「豊高ラボ」「小・中学校での算数・数学指導（教

員養成プログラム）」「豊高 STEAM キッズフェス」 

  

((６６))教教職職員員にによよるる小小学学校校ででのの研研修修ププロロググララムム  

「サイエンストライやる」  

①小学校教諭対象理科研修の講師 

・豊岡市立小野小学校・新温泉町立温泉小学校 
②兵庫県小学校理科研究大会（COVID-19で中止） 

  

((７７))生生徒徒、、保保護護者者、、地地域域へへのの発発信信  

・ホームページの更新と運用・成果物の掲載

(p.59) 

  

((８８))先先進進校校視視察察等等  

徳島県立脇町高校 岡山県立倉敷天城高校 

岡山県立玉島高校 

 

((９９))来来訪訪  

①ICTを活用した授業の進め方について情報提供 

・兵庫県立出石特別支援学校(4/27) 

・豊岡市教育委員会（5/22） 

②先進校視察（オンライン） 

・岡山県立津山高校（1/22） 

③ジオパークや地域素材を題材とした探究活動に

ついての聞き取り（2/24） 

・玉川大学 寺本 潔 教授 

 

((１１００))そそのの他他  

日本化学会学会誌「化学と教育」第 69 巻第１号表紙 
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第第４４章章  関関係係資資料料  

アンケート・ルーブリックのまとめ

●●各各事事業業ににおおいいてて生生徒徒がが自自己己評評価価すするるたためめののルルーーブブリリッックク((例例：：課課題題研研究究ⅡⅡ))  

 
 
 
 
 
 
 

  

 

 

  

  

  

 
 

  

 
 

●●PPeerrssoonnaall  GGrroowwtthh  RReeccoorrdd 

 
 
 
 
 
 
 
 
                                

↑↑  生生徒徒がが自自己己評評価価すするるたためめののルルーーブブリリッックク  

上記の例は年度当初に決定した SSH 活動でつけたい

15 項目のうち、課題研究Ⅱでつけたい 14項目の力のみ

を抽出した自己評価のためのルーブリックである。 

後の集計がしやすいように、事業ごとにマークシート

を作成し、自己評価を行わせた。他事業の評価観点は

p.27（SSH事業 評価項目一覧）参照。 

高い自己評価（③④選択）をした生徒の割合を第２章

研究開発の内容の各ページで年度ごとに示し、今年度の

一覧をｐ.54（生徒の自己評価結果）に載せている。 

←←  PPeerrssoonnaall  GGrroowwtthh  RReeccoorrddののワワーーククシシーートト  

（1、2年理数科生徒のみ） 

８月に、Personal Growth Recordの自己評価とレー

ダーチャート、今年度の目標を記述させた。その用紙

を２月に再度配布し、改めて自己評価をさせ、今年度

の振り返りを行わせた。課題研究Ⅱ担当教師も同じワ

ークシートで評価し、11月に個人面談を行った。 
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第第４４章章  関関係係資資料料  

生徒意識調査・課題研究テスト・生徒自己評価結果一覧

 
１． 生徒意識調査 

２． 課題研究テスト結果 

 

 

1よくあてはまる ２ややあてはまる ３あまりあてはまらない ４あてはまらない　　　

　1.2(あてはまる割合％）　前回調査より10以上の変化に↑↓ 年度当初 年度当初 年度当初 年度当初 年度当初 年度当初

1 入学前にＳＳＨ指定校であることを知っていた 95.0 93.8 100.0 95.0 95.5↓84.3 84.2 100.0 100 91.1 91.9 86.9 86.7 77.9 80.1 100.0

2 教科書・図説などは発展内容のページまでよく読む 56.9↓40.0 89.3↓71.4 63.5↓45.5 53.5 46.2 82.1 87.5 82.1 76.9 45.9↓34.4 31.9↑47.5 42.9 41.7 86.8↓51.3↑84.6↓69.2 76.9 82.1

3 目的を理解した上で観察や実験などに取り組んでいる 89.4 80.0 100.0 92.9 93.7 85.9 85.5 87.3 94.9 97.5 94.9 100 86.6↓74.4 80.6 85.4 85.7 82.1 100.0↓87.2 94.9 94.9 92.3 94.9

4 観察や実験の結果を的確に記録・整理できる 80.6↓53.1 85.7 85.7 77.4 76.9 74.8 82.9 87.2 82.5 92.3 92.3 81.5↓71.3 65.6 74.1 74.7 75.0 92.1↓82.1 82.1 82.1 87.2 94.9

5 実験をレポートにまとめたり授業をノートにまとめたりすると理解が深まる 94.4↓84.4 100.0 96.4 92.5 90.4 89.3 86.1 97.4 87.5 92.3 92.3 89.2↓78.1 87.5 89.9 89.0 87.8 92.1↓71.8↑87.2 84.6 92.3 87.2

6 観察や実験の結果から新たな課題を考えることができる 51.3 45.0 78.6↓67.9 56.6 53.2 51.6 52.5 66.7↑87.5 82.1 82.1 42.0↓31.3 40.6 46.2 48.1 54.5 71.1↓59.0↑71.8 76.9 69.2↑87.2

7 授業での疑問点は出来るだけ早いうちに解決しようとしている 86.9↓73.1 96.4↓75.0 84.3 81.4 85.5 81.6 97.4 87.5 89.7↓76.9 91.7↓75.0 79.4 79.1 80.5 82.1 89.5↓69.2 76.9 74.4 82.1 84.6

8 授業での学習内容を日常生活や社会とのかかわりに関連づけて考えることができる 65.6↓53.8 89.3↓78.6 56.0 51.3↑62.9 62.0 76.9 67.5 76.9 74.4 51.0 48.8 46.9 55.7 59.1 60.3 71.1↓51.3↑71.8 66.7↑79.5 82.1

9 ニュースなどで気になった事項について調べてみることがよくある 42.5 45.6 75.0 71.4 42.8 48.1↑61.0 58.9 56.4 57.5↑79.5↓66.7 36.9↑46.9 48.1↑63.3 68.2 67.9 52.6 43.6↑59.0↑71.8 74.4 69.2

10 話題になっているニュースについて自分の意見を持てる 77.5 70.6 96.4↓85.7 67.9 69.9 74.8 73.4 82.1 80.0 82.1 82.1 66.2 64.4 68.8 74.1 83.1 83.3 73.7 64.1 66.7↑82.1 87.2 87.2

11 現在の技術ではわかっていない、答えのない問題について興味がある 58.1 56.3 92.9↓75.0 52.8 54.5 47.8↑58.9 79.5 80.0 84.6 79.5 40.1 42.5 41.9 50.6 49.4 57.7 76.3↓59.0↑76.9 84.6 84.6 82.1

12 答えのない問題や話題について友人と話し合うことが好きである 53.8 50.0 78.6↓67.9 47.8 51.9 52.2 51.9 89.7↓77.5↑89.7 82.1 56.7 51.3 46.3 55.1 55.2 59.0 71.1↓48.7↑71.8 79.5↓66.7↑79.5

13 物事に自らすすんで取り組むことができる 73.8↓60.0 89.3↓67.9 74.2 73.1 70.4 66.5 92.3 87.5 87.2↓74.4 74.5↓64.4 62.5↑73.4 72.1 71.8 73.7↓61.5↑71.8 76.9 71.8 79.5

14 周囲と協力して取り組むことができる 95.6 90.6 96.4 89.3 93.1 87.8 88.1 85.4 94.9 85.0↑100.0 92.3 94.9 87.5 90.6 91.8 90.9 88.5 94.7 92.3 92.3 92.3 94.9 89.7

15 何事にも粘り強く取り組むことができる 73.8↓60.0 78.6 82.1 79.2 75.0 78.0 77.2 89.7 82.5 89.7↓76.9 74.5↓61.9 62.5 72.2 72.7 71.2 81.6 74.4 76.9 69.2↑82.1 82.1

16 独自なものを創り出そうとする姿勢がある 50.0 48.1 71.4 64.3 56.6 64.1 54.7 55.1 79.5 75.0 82.1 74.4 55.4 45.6 50.6 53.8 57.1 57.7 76.3↓51.3↑74.4 69.2 74.4 79.5

17 新たな問題を発見したり気づいたりすることができる 53.1 50.0 89.3↓67.9 57.2 55.8 52.2 55.7 66.7 70.0↑87.2↓69.2 51.6↓41.3 46.9 51.9 57.8 56.4 78.9↓64.1 64.1↑82.1↓71.8↑82.1

18 自分の考えを他者に伝えることができる 72.5 65.6 85.7↓75.0 74.8 68.6 70.4 74.1 87.2 85.0 87.2 89.7 79.0 73.1 76.3 78.5 76.0 80.1 84.2 79.5 87.2 89.7 89.7 89.7

19 英語で自分の考えを他者に伝えることができる 28.1 23.1 25.0↑39.3 34.0 25.0 23.3 25.9 35.9 32.5 28.2 25.6 36.3↓25.6 19.4↑34.2 26.0 21.8 36.8↓25.6 20.5 17.9 20.5↑33.3

20 「探究」もしくは「課題研究」の授業により、４月に比べて探究心が増した 55.6 89.3 69.9 62.0 90.0 61.5 61.9 59.5 46.8 89.7 100.0 94.9

年末

100.0 100.0

年度当初 年末

100.0 100.0

年度当初 年末

2年

年度当初 年末 年度当初 年末 年末

100.0

令和２年入学普通科

1年

平成30年入学普通科平成31年入学普通科 平成31年入学理数科

1年 2年 2年1年 1年2年

年末 年末 年末 年度当初

平成30年入学理数科

3年

令和２年入学理数科

1年 3年

100.0

年末

100.0

1年

100.0

年度当初 年末年末

正答率（％） 前回調査より10以上の変化に↑↓

マジックワードとは、①と②のどちらか。 4月 12月 4月 12月 4月 12月 4月 12月 4月 12月 4月 12月 4月 12月 4月 12月 4月 12月 4月 12月
①聞こえはよいが、具体的に何を意味するかわからない言葉。

②一言ですべてを説明できる言葉。

2-1
データ・研究活動によって得られた結果などを真正でないものに加

工すること。
63.1 62.5 71.4 75.0 73.0 76.6 79.9 72.2 72.5 80.0 74.4 79.5 70.6↓59.5↑70.8 67.9 87.2 79.5 82.1 76.9

2-2
ほかの研究者のアイデア、研究結果などを、当該研究者の了解もし

くは適切な表示なく流用すること。
91.9 87.5 92.9 100 84.3↑95.6 95.0 94.3 100 97.5 97.4 100 92.5 90.5 94.8 95.5 94.9 94.9 100 100

2-3
ほかの研究者が書いた文章やデータなどについて、一定のルールに

従って使用すること。
95.6 92.5 96.4 100 81.8↑93.7 95.0 93.0 95.0 92.5 97.4 97.4 92.5 91.1 96.1 94.2 100 94.9 100 97.4

3-1 図書館などを利用すれば、昔の新聞を閲覧することができる。 95.6 93.1 96.4 100 88.7 94.9 97.5 95.6 87.5↑97.5 97.4 97.4 93.8 100 94.8 96.2 94.9 97.4 97.4 92.3

3-2 インターネットニュースは、永久に情報を閲覧することができる。 61.3 58.1 71.4 67.9 56.0 53.8 49.7 48.7 57.5↑67.5 66.7 64.1 41.9 47.5 51.3 51.9 33.3↑71.8 69.2 69.2

3-3 図書館は，そこに行かなければ蔵書を調べることができない。 64.4 70.0 60.7↑78.6 68.6 69.6 73.0 69.6 60.0↑77.5 74.4↑89.7 60.0 53.8 51.3 57.7 76.9 76.9↑87.2 79.5

4-1
あとで必要になるかもしれないので、思いついた質問はすべて入れ

る。
45.6 55.6 64.3↓50.0 45.9 55.1 58.5 57.6 57.5 55.0 64.1↓53.8 47.5 50.0 47.4 48.1 61.5 59.0↑71.8↓56.4

4-2 仮説を裏付ける回答が導かれるように誘導した質問を入れる。 48.8 50.6 67.9↑82.1 50.9↑61.4 61.6 67.7 50.0 50.0 53.8 61.5 53.8 57.6 62.3 71.2 48.7 53.8↑66.7 71.8

4-3
質問はできるだけ少ないほうがよいので、１つの質問に２つの論点

を含める。
69.4 68.8 78.6↑96.4 71.7 70.9 65.4 72.2 80.0 77.5 76.9↑87.2 71.3 71.5 76.6 78.8 84.6 82.1 79.5 79.5

実験の準備ができたら、

①本番の実験を１回で行う　②本番の前に予備実験を行う。

5-2
仮説と異なった結果が出た場合、①仮説を修正する　②結果を修正

する。
73.8 70.0 78.6↑89.3 79.2 70.9 69.8 77.2 72.5↑82.5↓64.1↑84.6 73.1 75.9 74.0 75.6 92.3 97.4 94.9 97.4

6-1 記録は１週間に１度、まとめて行う。 89.4 88.8 100 92.9 85.5 91.8 92.5 93.7 97.5 100 100 100 93.8 93.0 90.9 91.7 97.4 94.9 94.9 100

6-2 だれでも記述を消して訂正できるよう、鉛筆で記入する。 47.5 57.5 60.7↑71.4 59.7 69.0 64.2 63.9 65.0 72.5 76.9↑92.3 57.5 63.9 70.1 72.4 66.7↑87.2 84.6 87.2

6-3 気づいた点や、次に何をすべきかなども書く。 100 96.9 100 100 96.2 98.1 99.4 96.2 100 100 97.4 94.9 98.1 98.7 96.1 96.2 100 100 100 97.4
ポスター発表について適切なのは、①と②のどちらか。

①聞き手の理解度に合わせて，説明を適宜加えてもよい

②まずは原稿内容を読み上げることを優先する。

64.1

100

55.2

90.3

56.4

100

49.4

92.3

95.5 93.6

94.9 100

平成30年度入学平成31年度入学
2年理数科 3年理数科2年普通科1年普通科 2年理数科1年理数科

95.6 94.9 92.5 97.5 97.598.7 97.497.5 100 98.1 100 100 100 97.4

87.4 89.2 90.0↑100 88.086.9093.7 91.8 100100

3年普通科2年普通科

53.2 69.2↓56.445.3 54.4 65.0↓32.5 61.937.3 ↓30.8↑43.6↓39.6

5-1

7

「研究理論」について、①盗用②捏造③改ざん④引用のどれに当てはまるか。

「研究ノートの記録」について正しいものに①、誤っているものに②をマーク。

実験において気をつけるべきことについて、適切な番号をマーク。

「情報源」について、正しいものに①、誤っているものに②をマーク。

「アンケート調査で気をつけること」について、正しいものに①、誤ってい

るものに②をマーク。

1

96.4

令和2年度入学

94.4

96.9 95.6 100

60.7

88.1 100 96.4

51.3 46.9 60.7

1年普通科 1年理数科
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３．生徒の自己評価結果 

つけたい力の目標と結果（ルーブリック自己評価でＳ・Ａ）を選んだ生徒の割合（％） 
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文
に
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ａ
発
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題
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究
Ⅲ
は
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語
）

ｂ
発
表
資
料
の
工
夫

ｃ
質
問
す
る
力

ｄ
質
問
へ
の
対
応

ｅ
英
語
で
の

　
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン

サイエンスディスカバリー

探究Ⅰ（T-Discovery Tour）
☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

大学模擬授業・高大連携講座 ☆
☆
☆

☆ ☆

海外研修
☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

サイエンスリサーチ

Cross Over ProgramⅠ
☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆
☆

Cross Over ProgramⅡ 100.0 71.4 57.1 57.1

学校設定科目 ☆
☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆ ☆ ☆
☆
☆

☆ ☆
☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆

サイエンスツアーＩ
☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

サイエンスツアーⅡ 87.2 87.2 56.4 43.6 79.5 33.3 69.2 ☆ ☆

課題研究Ｉ
☆
☆

☆
☆

☆
☆
☆

☆
☆
☆

課題研究Ⅱ 92.3 94.9 82.1 71.8 89.7 76.9 82.1 92.3 92.3 84.6 63.2 78.9 73.7 55.3

課題研究Ⅲ 97.4 97.4 74.4 66.7 82.1 64.1 92.3 89.7 84.6 89.7 33.3 69.2 53.8 28.2 43.6

探究Ⅰ（未来からの挑戦状） 92.5 84.3 53.5 35.2 87.4 52.2 52.2 73.6 61.6 67.3 21.4 42.1 6.3 27.0

探究Ⅱ 87.3 80.4 57.0 45.6 88.0 58.2 66.5 88.0 84.0 74.7 34.2 42.4 41.8 48.1

探究Ⅲ 92.3 87.1 66.5 59.4 86.5 81.3 54.2 75.5 78.1 77.4
☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

コンテストへの参加 100.0 83.3 100.0 66.7 100.0

サイエンスコミュニケーション

全校リスニング 41.6

豊高アカデミア
☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

探究Ⅰ（Dream Speech） ☆
☆
☆

☆
☆
☆

☆

小学校実験教室（教員養成プログラム）
☆
☆

☆
☆

☆
☆
☆

☆ ☆
☆
☆

小学校算数教室（教員養成プログラム）
☆
☆

☆
☆

☆
☆
☆

☆
☆

☆
☆
☆

豊高ラボ（中高接続） 100.0 100.0 50.0 83.3 66.7 66.7 83.3

校外での発表（科学の祭典他）
☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

豊高とことんトーキング
☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆
☆

☆
☆

留学生との交流
☆
☆

☆ ☆
☆
☆

☆ ☆ ☆
☆
☆

①生涯にわたり協働して課題を発
見し解決する力

②高度で実践的な科学的思考力
③わかりやすく伝える表現力と

国際的討議力
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第第４４章章  関関係係資資料料  

令和２年度実施 教育課程編成表 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文系 理系 文系 理系

国 語 総 合 4 5 4

現 代 文 Ｂ 4 2 2 2 2 2 2

古 典 Ｂ 4 4 2 2 4 2 2

世 界 史 Ａ 2 2△ 2 2

世 界 史 Ｂ 4 4○ 3○

日 本 史 Ａ 2 2△

日 本 史 Ｂ 4 4○ 3○ 3○ 3○ 2○ 2○

地 理 Ｂ 4 3○ 3○ 2○ 2○

※ 歴 史 講 座 2 2＊

現 代 社 会 2 2 2

倫 理 2 2●

※ 現 代 社 会 講 座 2 2●

数 学 Ⅰ 3 3

数 学 Ⅱ 4 4 4

数 学 Ⅲ 5 7▲

数 学 Ａ 2 2

数 学 Ｂ 2 2☆

※ 数 学 総 合 2 3 2☆ 2▲

※ 数 学 探 究 Ⅰ 2 2＊

※ 数 学 探 究 Ⅱ 4 4＊ 4▲

物 理 基 礎 2 2

物 理 4 2▽ 4▽

化 学 基 礎 2 3 2

化 学 4 2 4

生 物 基 礎 2 2

生 物 4 2▽ 4▽

※※ 理理 科科 探探 究究 33 33

※※ 課課 題題 研研 究究 基基 礎礎 11 ((11))

※※ 課課 題題 研研 究究 実実 践践 11 ((11))

体 育 7～8 3 3 2 2 2 2 2 2

保 健 2 1 1 1 1 1

音 楽 Ⅰ 2 2□ 2□

音 楽 Ⅱ 2

美 術 Ⅰ 2 2□ 2□

美 術 Ⅱ 2

書 道 Ⅰ 2 2□ 2□

書 道 Ⅱ 2
コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 英 語 Ⅰ 3 3 3
コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 英 語 Ⅱ 4 4 3 3
コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 英 語 Ⅲ 4 4 3・4▲ 3

英 語 表 現 Ⅰ 2 3 3

英 語 表 現 Ⅱ 4 2 2 2 2 2 2

家 庭 家 庭 基 礎 2 2 2

情 報 社 会 と 情 報 2 1 2 2

情 報 ※※ 数数 理理 情情 報報 11 11

理理 数数 数数 学学 ⅠⅠ 44～～88 66

理理 数数 数数 学学 ⅡⅡ 66～～1122 44 77

理理 数数 数数 学学 特特 論論 22～～88 22

理理 数数 物物 理理 33～～99 11 22 55★★

理理 数数 化化 学学 33～～99 11 44 33

理理 数数 生生 物物 33～～99 11 22 55★★

課課 題題 研研 究究 11～～66 11

音 楽 音 楽 理 論 3～6 2☆

英 語 総 合 英 語 5～13 2＊
※※CCrroossss
OOvveerr CCrroossss OOvveerr PPrrooggrraamm ⅡⅡ 22 22☆☆

33～～66 11 11 11 11 11 11 11
1 1 1 1 1 1 1 1
32 32(1) 32 32 32(1) 32 32 32

３年(73期生)

理数科

※は学校設定科目および学校設定教科である。「課題研究基礎」と「課題研究実践」は特定期間に実施する。

理数科
普通科

普通科 理数科

教
　
科

科　目
標準
単位

１年(75期生） ２年(74期生）

理
　
数

理
　
科

ホ ー ム ル ー ム 活 動
週 当 た り 授 業 時 数

普通科

芸
　
術

外
　
国
　
語

総総 合合 的的 なな 探探 究究 (( 学学 習習 )) のの 時時 間間

国
語

地
理
歴
史

公
民

数
　
学

保
体

３．生徒の自己評価結果 

つけたい力の目標と結果（ルーブリック自己評価でＳ・Ａ）を選んだ生徒の割合（％） 
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対
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で
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ミ
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シ
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ン

サイエンスディスカバリー

探究Ⅰ（T-Discovery Tour）
☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

大学模擬授業・高大連携講座 ☆
☆
☆

☆ ☆

海外研修
☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

サイエンスリサーチ

Cross Over ProgramⅠ
☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆
☆

Cross Over ProgramⅡ 100.0 71.4 57.1 57.1

学校設定科目 ☆
☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆ ☆ ☆
☆
☆

☆ ☆
☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆

サイエンスツアーＩ
☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

サイエンスツアーⅡ 87.2 87.2 56.4 43.6 79.5 33.3 69.2 ☆ ☆

課題研究Ｉ
☆
☆

☆
☆

☆
☆
☆

☆
☆
☆

課題研究Ⅱ 92.3 94.9 82.1 71.8 89.7 76.9 82.1 92.3 92.3 84.6 63.2 78.9 73.7 55.3

課題研究Ⅲ 97.4 97.4 74.4 66.7 82.1 64.1 92.3 89.7 84.6 89.7 33.3 69.2 53.8 28.2 43.6

探究Ⅰ（未来からの挑戦状） 92.5 84.3 53.5 35.2 87.4 52.2 52.2 73.6 61.6 67.3 21.4 42.1 6.3 27.0

探究Ⅱ 87.3 80.4 57.0 45.6 88.0 58.2 66.5 88.0 84.0 74.7 34.2 42.4 41.8 48.1

探究Ⅲ 92.3 87.1 66.5 59.4 86.5 81.3 54.2 75.5 78.1 77.4
☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

コンテストへの参加 100.0 83.3 100.0 66.7 100.0

サイエンスコミュニケーション

全校リスニング 41.6

豊高アカデミア
☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

探究Ⅰ（Dream Speech） ☆
☆
☆

☆
☆
☆

☆

小学校実験教室（教員養成プログラム）
☆
☆

☆
☆

☆
☆
☆

☆ ☆
☆
☆

小学校算数教室（教員養成プログラム）
☆
☆

☆
☆

☆
☆
☆

☆
☆

☆
☆
☆

豊高ラボ（中高接続） 100.0 100.0 50.0 83.3 66.7 66.7 83.3

校外での発表（科学の祭典他）
☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

豊高とことんトーキング
☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆
☆

☆
☆

留学生との交流
☆
☆

☆ ☆
☆
☆

☆ ☆ ☆
☆
☆

①生涯にわたり協働して課題を発
見し解決する力

②高度で実践的な科学的思考力
③わかりやすく伝える表現力と

国際的討議力
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第第４４章章  関関係係資資料料  

運営指導委員会の記録（令和２年度） 

●●第第１１回回運運営営指指導導委委員員会会  

【 日 時 】  令和２年 11 月 10日（火）15：30～17：00 

【 場 所 】  豊岡高校 STEAM ルーム 
【運営指導委員】 神戸大学大学院 教授     伊藤 真之 様   

関西学院大学 教授      佐藤 真  様 
兵庫教育大学大学院 教授   小和田善之 様 
元富山大学大学院 教授    中嶋 芳雄 様 
但馬技術大学校 大学校長   奥田 孝一 様 
中田工芸株式会社 社長     中田 修平 様 
豊岡市立豊岡南中学校 校長  和田 信吾 様 
 

【 内 容 】 

《課題研究の深化、質の向上に向けて》 

・優れた能力を持っている生徒への支援が必要。見

定めて、伸ばしていく。そのためには教員と深い議

論をすること、教員がとことん付き合うこと。やは

り指導者自身が大学教員とコンタクトをとるなど

見識を深めなければいけない。 ・教科の内容だけ

でなく、人・文化・社会との関与性を高めることが

重要である。 

・やはり発信力が大切である。いかにして伝えるの

か。 ・都会や海外に出ていくことが有効ではない

か。カルチャーショックを受けさせる。 ・課題研

究の中で何を重視するのか。質を向上させるには深

い議論が必要である。 ・テーマは自分が興味を持

ったものでないといけないが、そこに教員の知識・

能力は不可欠である。探究活動を指導するための訓

練が必要なのではないか。自分が研究をするときと

は別の視点が必要かもしれない。 ・テーマの決め

方は難しいが、やはり教員からある程度与えてやる

ほうが、最終的に生徒が得られるものは大きいので

はないだろうか。テーマを決めるところが最も重

要。 ・やはり毎日ではなく週に１回だと途切れて

しまい、成果が出にくいが授業の一環として行う以

上そこは仕方がないかもしれない。 

 

《SSH事業・学校の取り組みについて》 

・コロナ禍でオンラインの教科の授業だけでなく

SHRも行うという取り組みはとても良かったと思う。 

・小学校や中学校へ出向いての活動など高校生が

地域で活躍できる場があるのはとても良い。それが

ないとモチベーションの低下につながってしまう。 

・T-Discovery Tour ができなかったことは残念。

来年度以降ぜひ実施を。 

 

《課題研究中間報告会について（参観の感想）》 

・課題研究の内容は高校生としてこれでいいのか。

中学校の総合学習の時点でほとんど人文科学の分

野しか扱っていないというのが問題である。高校生

であればよりデータサイエンスらしく。リサーチク

エスチョンをさらに練り直していくべき。 ・もっ

と表現の仕方をクローズアップしてもいいのでは

ないか。生徒自身が「どういうものが評価されるの

か」ということを理解した上で発表を行えているの

か疑問。   

・発表の際、マスクで表情が全く分からずとても残

念であった。 

 

≪ルーブリック評価について≫ 

・学力の三要素に基づいた評価基準を明確に。 

 

≪理数科の志望者が減少していることについて≫ 

・小中での理数教育が、理数科志望者の減少に影響

していると考えられる。 ・小中で理数教育に触れ

る機会が少なくなってしまっていることは事実で

はないか。 ・今年度実施している「がんばりタイ

ム（本校生徒が中学校に出向いて授業をする取り組

み）」では効果がでていると感じている、ぜひ来年

度以降も継続していきたい取り組みである。 ・中

高の連携は今後進めていかなくてはいけない。
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運営指導委員会の記録（令和２年度） 

●●第第１１回回運運営営指指導導委委員員会会  

【 日 時 】  令和２年 11月 10日（火）15：30～17：00 

【 場 所 】  豊岡高校 STEAM ルーム 
【運営指導委員】 神戸大学大学院 教授     伊藤 真之 様   

関西学院大学 教授      佐藤 真  様 
兵庫教育大学大学院 教授   小和田善之 様 
元富山大学大学院 教授    中嶋 芳雄 様 
但馬技術大学校 大学校長   奥田 孝一 様 
中田工芸株式会社 社長     中田 修平 様 
豊岡市立豊岡南中学校 校長  和田 信吾 様 
 

【 内 容 】 

《課題研究の深化、質の向上に向けて》 

・優れた能力を持っている生徒への支援が必要。見

定めて、伸ばしていく。そのためには教員と深い議

論をすること、教員がとことん付き合うこと。やは

り指導者自身が大学教員とコンタクトをとるなど

見識を深めなければいけない。 ・教科の内容だけ

でなく、人・文化・社会との関与性を高めることが

重要である。 

・やはり発信力が大切である。いかにして伝えるの

か。 ・都会や海外に出ていくことが有効ではない

か。カルチャーショックを受けさせる。 ・課題研

究の中で何を重視するのか。質を向上させるには深

い議論が必要である。 ・テーマは自分が興味を持

ったものでないといけないが、そこに教員の知識・

能力は不可欠である。探究活動を指導するための訓

練が必要なのではないか。自分が研究をするときと

は別の視点が必要かもしれない。 ・テーマの決め

方は難しいが、やはり教員からある程度与えてやる

ほうが、最終的に生徒が得られるものは大きいので

はないだろうか。テーマを決めるところが最も重

要。 ・やはり毎日ではなく週に１回だと途切れて

しまい、成果が出にくいが授業の一環として行う以

上そこは仕方がないかもしれない。 

 

《SSH事業・学校の取り組みについて》 

・コロナ禍でオンラインの教科の授業だけでなく

SHRも行うという取り組みはとても良かったと思う。 

・小学校や中学校へ出向いての活動など高校生が

地域で活躍できる場があるのはとても良い。それが

ないとモチベーションの低下につながってしまう。 

・T-Discovery Tour ができなかったことは残念。

来年度以降ぜひ実施を。 

 

《課題研究中間報告会について（参観の感想）》 

・課題研究の内容は高校生としてこれでいいのか。

中学校の総合学習の時点でほとんど人文科学の分

野しか扱っていないというのが問題である。高校生

であればよりデータサイエンスらしく。リサーチク

エスチョンをさらに練り直していくべき。 ・もっ

と表現の仕方をクローズアップしてもいいのでは

ないか。生徒自身が「どういうものが評価されるの

か」ということを理解した上で発表を行えているの

か疑問。   

・発表の際、マスクで表情が全く分からずとても残

念であった。 

 

≪ルーブリック評価について≫ 

・学力の三要素に基づいた評価基準を明確に。 

 

≪理数科の志望者が減少していることについて≫ 

・小中での理数教育が、理数科志望者の減少に影響

していると考えられる。 ・小中で理数教育に触れ
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中田工芸株式会社 社長     中田 修平 様 
 

【 内 容 】 
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で格差がついてきている。経済的観点だけではない。

コロナを言い訳にせず、デジタルで新しいことをや
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複数の教員がそれぞれに深掘りをし、タイトルの特

徴を消さないように調整して引っ張り、その熱が生

徒に伝わるのが一番良い。 ・テーマの設定、デー

タの解析、まとめ、考察など、限られた時間、週一
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―　58　―

 

第第４４章章  関関係係資資料料  

探究・課題研究 テーマ一覧 

  

探探究究ⅠⅠ（（未未来来かかららのの挑挑戦戦状状））  各挑戦状につき４班。全４０テーマ実施。  

挑戦状Ⅰ 
地域コミュニティって何？ 

～皆の力で地域を盛り上げよう～ 
挑戦状Ⅵ 豊岡の誇り 居場所をかたちにする 

挑戦状Ⅱ 豊岡から世界につながる方法 挑戦状Ⅶ with コロナ時代における自然体験の必要性 

挑戦状Ⅲ 
あなたがもし豊岡移住の宣伝部長だったら 

…よそ者が「住みたい！」と思う豊岡を売り込む戦略を立ててみよう 
挑戦状Ⅷ 

未来のまちをデザインしよう！ 

U16 の空き家とコミュニティデザイン 

挑戦状Ⅳ 
コウノトリと共に生きる 

ローカル＆グローバルな取組み 
挑戦状Ⅸ さあ！これからの医療と生活の話をしよう！ 

挑戦状Ⅴ 
ごみ問題… 

君ならどう立ち向かう？ 
挑戦状Ⅹ 

未婚率を下げる 

結婚したい人が結婚できる社会に 

  

課課題題研研究究ⅠⅠ（（ササイイエエンンススツツアアーーⅠⅠ））  

1 英語での実験（DNA 抽出） 3 データ処理（重力加速度） 5 オンライン出張講義（甲南大） 

2 英語での実験（宇宙シミュレーション） 4 自己設定テーマ 

  

    探探究究ⅡⅡ  
1 芸術から新しいまちの“かたち”を考える 18 AI と創る未来の教育 35 かわいいの定義 

2 橋本環奈かわいいカンナ!!  19 教育とかけまして人力車とときます。その心は… 36 魅力いっぱいの絵本で伝える豊岡の魅力 

3 AI と教員の共存 20 人が天文学を追究する理由 37 惹きつけるポスターの魅力 

4 物語と現実の二重人格について 21 ポケモンで学ぶゲームの NP 困難性 38 かわいい顔って何？ 

5 音・音楽のふしぎ 22 AI の活用方法 ～より良い生活を送るために～ 39 言語を習得するのはなぜ難しいのか 

6 黄金比でロゴをつくろう！ 23 再生可能エネルギーでよりよい環境づくり 40 インターネットの普及における活字離れと TV 離れ 

7 そなたの瞳に映る彩 24 睡眠による効果 41 新しい豊岡の町おこし・豊岡プロジェクト 

8 ジブリって飯テロ？！ 25 モーニングルーティンつくってみた 42 つまみぐいツアー IN TOYOOKA 

9 Music for life 26 出石川の生態系 43 但馬の方言最高だしけー！ 

10 クラシック音楽の「いま」と「未来」 27 アニマル元気教室 44 四コマとよおか！ 

11 食 ＋ 減塩 ＝ 健康 28 水とダイエット 45 丹後国風土記と大陸文化の伝来 

12 私たちの減塩戦略 29 演劇は教育にどのような影響を及ぼすか 46 豊岡のコロナ政策は成功したのか？ 

13 妊娠高血圧症候群 30 美食探偵 47 「コウノトリ米」を広めよう 

14 塩分は本当に悪者か 31 陸上の迷信ってホント？ 48 歌の流行と景気との関係 

15 減塩料理を作ろう 32 在宅医療の可能性 49 神鍋の魅力を発信 

16 学習とゲーム性をコネクトする！ 33 お願いアームレスリング 50 香住の観光産業 

17 今求められる”国語力”とは 34 豊岡マラソンを開こう 51 AI に負けるな！ 

  

  課課題題研研究究ⅡⅡ  

1 
心に残る歌の分析  

～音が曲のイメージをどう変えるか？～ 
6 

アカハライモリの体色変化について 

  ～イモリもストレス感じるの？～ 
11 APPROACHING THE MYSTERY OF GENBUDO 

2 
400m走における 100mの通過タイムとその後

のレース展開 
7 但馬の獣害をノックアウト 12 発泡スチロールの不快音 

3 運命の人に出会う確率 8 
脱！消しカス   

～消しカスのでない消しゴムを作る～ 
13 

Unreal Engineを用いた時間割表示アプリの

開発 

4 メタルバスターズ! 9 
山陰海岸近海における魚体中のマイクロプラ

スチックの存在調査 

5 ばいばいきん 10 
シャー芯ケースとの別れ、 

シャー芯自販機との出会い 

  

    課課題題研研究究ⅢⅢ  
1 

Producing glucose using shiitake in a Rise Derived 
Medium 8 Differences in stink bug response due to different LED bulbs 

2 Jumogrt ～Making yogurt from wood～ 9 Creating a New Alert Sound 
3 For Safety Experiment of Electrolysis 10 Optimal Conditions for Flying Bamboo-Copter 
4 Can Rice and Natto save the world!? 11 Possibility of earthquake prediction using paramecium 

5 The mystery of soap films on the regular tetrahedron 12 
Discovery and analysis of offshore current by wave 
observation using drones 

6 Surface tension experiment 13 
Improvement of timetable display site (Things) using 
javascript 

7 
To make a solution which absorbs ultraviolet rays using 
onion peels 14 Suppressing Bitter Tastes Using Cyclodextrin 

※※  探探究究ⅢⅢはは探探究究ⅡⅡのの内内容容ををよよりり深深くく考考察察しし、、英英訳訳ししたたももののででああるる。。  

    生生物物自自然然科科学学部部

 

化学分野  重曹+コーンスターチ＝次世代の耐熱材！？ ～パテ状の高温断熱材の研究～ 
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探究・課題研究 テーマ一覧 
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挑戦状Ⅷ 
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挑戦状Ⅳ 
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第第４４章章  関関係係資資料料  

ホームページ・報道記事 

 

●学校評価にかかる保護者アンケート（ホームページ関連） 

学校の情報はどこから入手されますか。（複数回答可） 

 11 年年  22 年年  33 年年  全全校校  割割合合((RR22))  割割合合((RR11))  

お子様 163 

 

127 143 433 82.3% 83.4% 

学級通信 67 35 68 170 32.3% 33.5% 

学年通信 103 

 

97 115 315 59.9% 66.3% 

学校通信 61 

 

61 84 206 39.2% 39.5% 

ＰＴＡ会員 5 

 

10 11 26 4.9% 8.3% 

学校ホームページ 58 

 

58 50 166 31.6% 21.6% 

その他 5 10 4 19 3.6% 4.0% 

豊高ホームページはどれくらいご覧になりますか。 

 11 年年  22 年年  33 年年  全全校校  割割合合((RR22))  割割合合((RR11))  

よく見る 14 

 

14 

 

 3 

 

 31 5.9% 5.6% 

時々見る 59 60 79 198 37.7% 26.0% 

あまり見ない 102 

 

80 88 270 51.4% 51.4% 

見たことがない 10 

 

6 10 26 5.0% 17.0% 

 

●ホームページに掲載されているＳＳＨ研究開発成果の共有項目 

・課題研究Ⅰ DNA 抽出実験発表資料の作り方（英語） ・探究Ⅱ・課題研究Ⅱアドヴァイスシート 

・課題研究テーマ一覧（平成 20 年度～令和元年度） ・課題研究情報交換会 指導案とワークシート 

・課題研究・探究 研究で用いる英語表現 ・探究Ⅲ発表会要旨集 

・中和滴定実験生徒用（理数化学） ・研究開発実施報告書 

・豊高アカデミア実施要項（予定）  

 

●今年度ホームページ記事の一例 

 

 
 

・昨年に比べ、ホームページで情報を入手する 

保護者が増加している。 

昨年度：21.6% → 今年度：31.6% 

・ホームページを確認する頻度も増加している。 

昨年度：31.6%（よく見る＋時々見る） 

→今年度：43.6%（よく見る＋時々見る） 

・今年度のホームページ更新回数は 173回 

（令和３年２月現在） 
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●今年度新聞報道（一部） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 ニュートンのリンゴの木 令和２年 8月 29 日 

神戸新聞掲載 

サイエンスツアーⅡ 東北大学 
令和 2年 9月 13 日 神戸新聞掲載 

豊高 STEAM キッズフェス 
令和 2年 9月 28 日 
神戸新聞掲載 

豊高アカデミア 

令和 3年 2月 7 日 

神戸新聞掲載 

科学チャレンジ 令和 2 年 9 月 28 日 神戸新聞掲載 

STEAM 講演会 
令和 3年 2月 8 日 
毎日新聞掲載 

コミュニケーション授業 

令和 2年 8月 1 日 

神戸新聞掲載 




